
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　連合国各国に魔人が現れた。

　その報を受けたシンたちアルティメット・マジシャンズの面々は、一刻の猶ゆう予よもないとばかりに、ゲートで一斉に各国へと向かって行った。

　そんなシンたちを送り出したあとのアールスハイド王国軍は、先ほどまでの激闘の疲労もあり、皆がぐったりとしていた。

　だが、そんな中で休んではいられない者たちがいる。

　その者たちに、シシリーの姉であるセシリアが声をかけた。

「さあ、あの子に言っちゃったからには、誰も死なせちゃ駄目よ!?」

『おおお!!』

　セシリアの言葉に治癒魔法士たちが声をあげて応える。

　先ほど、瀕ひん死しの重傷を負っていたセシリアを治療したシンの治癒魔法に感銘を受けたのか、治癒魔法士たちの士気は異常なほど高い。

　彼らは、怪我人を見つけては次々と治療をしていった。

　そんな治癒魔法士たちの様子を、セシリアは自嘲気味な笑みを浮かべて見ていた。

「妹の威を借りるなんてね……」

　治癒魔法士でないセシリアの言葉に彼らが応えたのは、セシリアが聖女シシリーの姉であるからに他ならない。

　自分は災害級の魔物の討伐も単独ではできなかったし、魔人の攻撃で死にかけた。

　しかも今の状況では、治癒魔法も使えないので何の役にも立たない。

　それでも、多くの傷付いた兵士たちを治療するため、聖女の姉という立場を利用し、治癒魔法士たちの士気を高めたのだ。

　そんな自分を省かえりみたセシリアは、不甲斐ない思いでいっぱいだった。

「強くなりたいなあ……」

　シシリーたちの長兄であるロイスが聞けば震え上がりそうな台詞せりふをポツリと溢こぼすセシリア。

「どうか無事でいて……」

　災害級の魔物の死骸が散乱する、今は治癒魔法士たちだけが活動している戦場の空を見上げ、セシリアは魔人討伐に向かった妹や義弟たちの無事を祈ることしかできなかった。
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　ゲートを抜けた先で待っていたのは、勢ぞろいした羊飼いとカーナン軍の混成部隊だった。

　相変わらず羊飼いたちの存在感が半端ない。

「ん？　おお！　シンじゃないか！」

「お久しぶりです、ガランさん！　魔人は!?」

　真っ先に声をかけてきた、知り合いでもある国家養羊家のガランさんに今の状況を聞く。

「それがよ……」

　少し困惑している様子のガランさんが視線を向けた先には……。

　いた！　魔人だ！

　だけど、その魔人の様子がおかしい。

「……アイツ、なにしてるんですか？」

　魔人は一体で、特になにもせず、ただ佇たたずんでいるだけだった。

　そのことを不思議に思っていると、ガランさんが魔人出現当時の状況を話し始めた。

「それがよ。あの魔人、現れてすぐに自分の存在を知らせるかのように派手な魔法を使いやがってな。それで俺たちも気付いて出張ってきたんだが……」

「え？　でも、見た限り被害はないですよね？」

「空に向けて放ちやがったんだよ。そんですぐにお前らに連絡を入れたんだが、アイツ、俺らが出張ってきてもなにもせずに、ただああしてジッとしてるんだよ」

「なにもしない？」

　わざわざ自分の存在を知らしめたのに、見つかったあとなにもしないって……。

「ああ。かといって相手は魔人だ。俺たちの手には負えないから迂う闊かつに手を出すこともできない。どうしようかと思っていたところにお前が来た……あ！」

「え？」

　話の途中で、ガランさんが魔人の方を見ながら声を上げた。

　俺もそちらを見ると、魔人がこの場から凄いスピードで走り去っていくのが見えた。

「あ！　しまった！」

　慌てて追いかけようとするが、魔人はもう視認できない距離まで走り去ってしまっていた。

　あまりにも予想外の出来事だったので、さっきまでの魔人たちに対する怒りも吹っ飛び、ついそのまま魔人を見送ってしまった。

　索さく敵てき魔法で調べてみるが、あっという間に索敵の範囲外まで逃げて行ってしまった。

「一体……なんだったんだ？」

「それよりシン君、マークさんたちに報告しないと」

「あ、そうだな」

　あまりにも異常な状況に呆然としてしまっていたが、シシリーの指摘で我に返った俺は、無線の通信機を取り出しマークに連絡を取ろうとした。

「あ、シン君！」

　シシリーが慌てて俺を呼び止めるけど、呼び出していたマークが通話に出た。

　手でゴメンとシシリーに詫わびて、そのままマークとの通信を始めた。

　と、そのとき、なぜかシシリーにマントを掛けられた。

　え、何？　別に寒くないよ？

　そう思うが、マークを待たせるわけにはいかず、話し始める。

「もしもし、マーク？」

『あ、ウォルフォード君ッスね？　もう魔人倒しちゃったんスか？』

「いやそれが、なにもしないで逃げちゃったんだよ」

『逃げたんスか？』

「そう、他からはまだ報告入ってないか？」

『自分のところはウォルフォード君が最初ッスけど……あ、オリビアの方にも連絡が入ったみたいッス』

　マークが話し中だったから、オリビアの方に連絡したんだろう。

　しばらく待っていると、マークからオリビアに入った報告の内容を知らされた。

『他も同じみたいッスね。やっぱり何もしないで逃げたらしいッス』

「そうか……」

　結局、魔人たちは何がしたかったんだ？

『とりあえず、他の人からの報告もあるッスから、一旦切りますね』

「ああ、分かった」

　マークとの通信を切った俺は、シシリーと顔を見合わせた。

「他も同じ状況なんだってさ、一体なにが狙いなんだろう？」

「もう、シン君……」

　今回の件を相談しようと話を振ったが、シシリーは呆れたようにそう呟つぶやきながら俺に掛けていたマントを回収し、再び自ら羽は織おった。

「え？　なに？　っていうか、なんでマント？」

「もういいです。魔人の意図ですけど……ゴメンなさい、私には分からないです」

「いや、俺にも分かんないし、謝らなくてもいいよ」

　魔人なら一体でも相当な被害を出せると思うんだけど……。

　それより、シシリーの行動も気になる。

　なんなんだろう？

　と、そう思っていると、ガランさんに声をかけられた。

「なあ、シン。お前のそれ……」

「え？　あ！　こ、これは……」

　やっべ、ガランさんがいるのに、普通に無線通信機使っちゃったよ。

　あ、シシリーがさっき言いかけたのはこれか！

「あの、すいませんが、このことは内密に……」

「お前な……それって通信機の無線版だろ？　今の通信機だけでも世間を騒がしてんのに、そんなもんをホイホイと使うなよ……」

「あ、あはは。すいません」

「まあ、間近で見たのは俺だけみたいだから黙っといてやる。次は気を付けろよ？」

「すいません。ありがとうございます」

　ガランさんがいい人でよかった。

　ほっと胸を撫で下ろしていたら、シシリーに叱られてしまった。

「もう。もし意地の悪い人に見られてたらどうするんですか？」

「ご、ごめん。ついうっかり……」

　シシリーはすぐに気が付いたみたいだし、他の皆はうまくやってるんだろうな。

　どうしても、前世で携帯電話を使ってたイメージがあるので、何の気なしにすぐに使っちゃうんだよ。

「気を付けてください。シン君の行動は、今や全ての国が注目しているんですよ？」

「全ての国って大げさな……」

「大げさじゃないです！　その証拠にほら……」

　シシリーが目を向けたのは、羊飼いとカーナン軍の混成部隊。

　そのほとんどが、こちらを見ていた。

　特に騒いだりしている様子はないので、どうやら俺が無線通信機を使っていたところは見られていなかったらしい。

　それにしても……。

「……こんだけ注目されてて、よくさっきの通信の様子が見られなかったな……」

「私がシン君にマントを被せて光学迷彩を起動しました。ガランさんはその前に見てしまったので……」

　シシリーがマントを掛けてきたのはそういう理由だったのか！

　今の俺は戦闘服を着ていないので、それで自分のマントを……。

「ゴメン。ありがとうシシリー」

「気を付けてくださいね？　シン君になにかあったら私……」

　シシリーが、俺の身になにかあったらと心配してくれている。

　そのことは純粋に嬉しい。

　けど今回、その逆のことが起こりそうになった。

　魔人の魔法攻撃で、危うくシシリーを失うところだったんだ。

　あのときは怒りでそれどころじゃなかったけど、冷静になってみると急に怖くなり、思わずシシリーを抱き寄せてしまった。

「え？　あ、シン君……」

「怖かった……シシリーを失うかもしれないと思った……」

「シン君……」

　シシリーを、あんなことで失ってしまったら、俺はどうなってしまうんだろう？

　そう思うと、今、俺の腕の中にある温もりが愛おしくてしょうがなかった。

　この温もりは、俺が絶対守り抜くと、そう誓った。

　内心でそう誓っていると、腕の中のシシリーが身じろぎしている。
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「どうした？　シシリー」

「あ、あの……後ろ……」

「後ろ？」

　シシリーの言葉で、後ろを振り返ると……。

「こんな大勢の見てる前で……スゲエな、お前……」

　呆れた様子のガランさんと、ニヤニヤしながらこちらを見ている羊飼いとカーナン軍の混成部隊の皆さんがいた。

「あ……」

「あぅぅ……もう……」

　シシリーが真っ赤になって、顔も上げられなくなっている。

　かくいう俺も顔が熱い。相当真っ赤になってるだろうな……。

「やれやれ、そういうのは家に帰ってからシッポリと……」

　ガランさんがそこまで言ったときだった。

　無線通信機の着信ベルが辺りに鳴り響いた。

「ん？　なんの音だ？」

「す、すいませんガランさん！　ちょっと盾になってもらっていいですか？」

「お、おお」

　俺とシシリーの両方だ。

　ということは、これはオープンチャンネルだ。

　誰かからの報告だろうか？

　俺とシシリーは、もう一度マントに付与されている光学迷彩を起動させ、二人で羽織ってから着信に出た。

「もしもし。誰？」

『皆さん！　マークッス！　急いで……急いで戻ってきてください！』

『おい、どうしたビーン。他の所も魔人の被害は出てないんだろう？』

　オープンチャンネルのため、オーグの声も聞こえる。

『各国には被害がなかったそうッスけど、そっちじゃないです！』

　そっちじゃない。

　ということは……。

『旧帝都から！　とんでもない数の災害級の魔物が現れたんです!!』

「また災害級の魔物が現れた!?」

　現場に残っているマークからとんでもない報告がきた。

『そんなバカな！　災害級の魔物は、先ほど私たちが全滅させたではないか！』

　オープンチャンネルだからオーグの戸惑う声が聞こえるが、それも当然だ。

　俺が駆けつけたときには、すでに災害級の魔物は残っておらず、魔人たちしかいなかったはずだ。

『どういうことだ!?　旧帝都から出てきた魔物はあれだけじゃなかったのか!?』

『分かんないですよ！　とにかく、早く戻ってきてください！』

「お、おう！　分かった！」

　マークが珍しく取り乱している。

　それだけの緊急事態が起きてるってことか。

「シシリー！　急いで戻るぞ！」

「はい！」

「ちょっと待ってくれ、シン！　俺も連れて行ってくれ！」

「ガランさん？」

　どうしよう。

　正直に言えば、ガランさんが災害級の魔物に対抗できるとは思えない。

　下手に連れて行って危険な目に遭わせるのも……。

「頼む。俺は先日前線から戻ってきたばかりなんだが、入れ替わりで前線に行った奴らに危険が迫っているならジッとなんてしていられない」

　そう言われてしまうと、強く反対もできないし、今迷っている時間もない。

「そういうことなら……でも、災害級の魔物と戦おうとか思わないでくださいね？」

「ああ、身のほどは弁わきまえてるつもりだ」

　ガランさんから災害級の魔物と戦わないという約束を取り付けた俺は、さっきまでいたアールスハイド陣営にゲートを開いた。

「おお、すげえな……交代で戻ってくるのに一週間以上かかったのに、一瞬か……よ」

　俺たちに続いてゲートをくぐったガランさんが、感嘆の声をあげていたのだが、それが段々尻すぼみになっていった。

　それはそうだろう。

　俺も、ゲートをくぐってすぐに目に飛び込んできた光景に、言葉を失ってしまった。

　周りを見れば、幾つものゲートが開き、オーグを初めとした皆も次々とこの場に集結してきているが、皆ゲートを抜けた瞬間に、目を見開いて呆然としている。

「な、な、なんだ……こりゃ……」

　ガランさんが、ようやく声を振り絞るまで、誰も声を上げることができなかった。

　それほどの光景。

「ビーン！　ビーンはいるか!?」

「はい、殿下！　こちらです！」

「これはどういうことだ!?」
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　ようやく我に返ったオーグがマークを呼び、状況の説明を要求する。

「皆さんからの報告が終わったあとでした。旧帝都から、災害級の魔物が現れたんです」

「それは分かった。だが、これは……この数はなんだ!?」

　俺たちが絶句してしまった光景。

　それは……地平線を埋め尽くすほどの災害級の魔物の群れ。

　それがゆっくりと、こちらに向かってきている光景だった。

　まるで魔物が、意思を持って進軍しているかのように……。

「旧帝都を監視していた兵士さんから、また魔物が旧帝都から出てきたという報告を受けたんです。それで自分も遠見の魔法でその様子を見ていたんですが……」

　そこでマークは言葉を切って皆を見渡し、続きの言葉を発した。

「確かに旧帝都から災害級と思われる大きさの魔物が現れました。一体、また一体と……際限なく現れ続け、最終的にはこのような状況に……」

　そのときの光景がよほど衝撃的だったのだろう。マークはいまだに信じられないものを見たような口調で話した。

「なんてことだ……まさか、旧帝都全域に災害級の魔物が隠れていたのか？」

「旧帝都全域……一体どれほどの数になるのよ……？」

　オーグが、正直に言って一番あってほしくない可能性を口にした。

　大国と言われた旧ブルースフィア帝国。

　その帝都は、アールスハイド王国の王都に負けないほどの規模を持つ。

　その全域にあの魔物が潜伏していたとしたら……。

　マリアが、思わず何体になるのかと口走ってしまうのも無理ないだろう。

「何百……いや、何千か？」

　俺は、思わずそう呟いた。

　災害級の魔物は、そのサイズが大きくなるから災害級と判定されるのであって、総じてデカイ体たい軀くをしている。

　それを考慮したとしても、それくらいはいるのではないか？

「災害級の魔物が数千……はは……冗談はよしてくれよ……」

　俺の呟きを、そばにいたことで聞いてしまったガランさんが、乾いた笑いをこぼしたあと、ゆっくりと迫ってくる魔物の群れを絶望的な表情で見ていた。

　災害級の魔物と単独で戦えないガランさんたちからすれば、まさに悪夢。

　世界の終わりとしか言いようのない光景だろう。

　単独で災害級の魔物と戦うことができる俺たちとしても、悪い冗談であってほしいと思うほどの光景だ。

「どうする、オーグ……？」

「……どうすると言われてもな……この数を私たちだけで討伐できると思うか？」

「……」

　正直に言えば、できないことはない。

　ただし……。

「……地形が変わってもいいのなら……」

「よし、どうにかして足止めしよう」

　即答で却下しやがったな、おい。

「まさかとは思ったが、本当にできるとはな……」

「俺だってできればやりたくないよ。そんなことしたら、今度は俺が世界の敵認定されるかもしれないじゃん」

「……お前がようやく自重を覚えてくれて助かったよ」

　オーグの物言いに引っかかるところはあるけど、俺だってそのくらいは想像がつく。

　ただ、そうなると途端に難しくなってくるんだけど……。

「でも、だとしたらどうする？　さすがにこの数を俺たちだけで足止めするのは厳しいぜ」

「むぅ……」

「今はかなりゆっくり近付いてきてるけど、そんなに悠長にもしていられないぞ」

「分かっている。今考えているのだからちょっと待……」

「な、なんだこれは!?」

　オーグの言葉を遮さえぎって、突然大きな声が聞こえた。

　振り向くとそこには、大勢の兵士たちがいた。

　声を出したのは指揮官と思われる男性のようだった。

「このタイミングで到着したか……」

「え？　なに、この軍勢？」

「先の災害級の魔物出現の際に、各国から救援部隊を送ったと報告があったのだが……」

「そうか、さすがに無線通信機は持ってないから……」

「すでに出しゆつ立たつした部隊に連絡を取る術がなかったからな。それがこのタイミングで到着とは……」

「アウグスト殿下！　これは一体どういうことですか!?　報告では数十体であると聞いたのですが」

　どこの国の指揮官かは分からないけど、装備などからお偉いさんだと分かる人がオーグに話しかけてきた。

「我々にも分からん。先に報告した魔物は全て討伐したのだがな」

「そ、それも凄まじいですが……それにしてもこれは……」

　その指揮官さんも、地平線いっぱいに広がり、ゆっくりとこちらに向かってくる魔物の群れに言葉を詰まらせる。

「こんなもの……人間になんとかできるのですか？」

　また別の国の指揮官と思われる人が話に参加してきた。

　今はまだ遠目にしか見えない災害級の魔物の群れを、各国の指揮官たちは絶望的な表情で見つめていた。

　その後ろに控えている軍勢も、総じて同じ表情だ。

　それにしても、随分とゆっくり近づいてくるな。

　こうして遠目に見ていると、まるで動物園かサファリパークにでも迷い込んだ錯覚に陥おちいる……。

「そうだ！　檻おりだ！」

「檻？」

「そう！　なんでか知らないけど、あの魔物の群れは進行速度が極めて遅い。今なら、あいつらを隔かく離りするための檻が作れるんじゃないか!?」

「そうか！　アルティメット・マジシャンズ！　全員集まってくれ！」

　俺が思い出したのは、前世での動物園だ。

　あそこは、檻や柵を用いて、危険な動物が外に出られないようになっていた。

　まだ遠目に見えているこの段階なら、巨大な壁を魔法で作り出して隔離できるのではないかと考えたのだ。

「皆、聞いてくれ。あの魔物どもを壁を作り出して隔離する！　シン！　どれくらいの壁を作ればいいと思う？」

「そうだな。できれば三十メートルくらいの高さで、厚みは五メートルは欲しいな」

「厚さ五メートル、高さ三十メートルの壁を作る!?」

　オーグの相談に、大体これくらいでいいかと答えた内容に、ガランさんが言葉を挟んできた。

　災害級の魔物は、背が高くても十メートルあるかないかくらいだから三十メートルもあれば足りるだろうし、厚さも五メートルもあれば十分だと思ったんだけど……。

「薄くて小さいですか？　なら高さ五十メートルの幅十メートルで……」

「ち、違う違う！　厚すぎるし、大きすぎるって言ったんだよ！」

「ああ、そういうことですか。まあ、薄くて小さい壁で突破されるよりいいでしょ？」

「そ、それはそうだけどよ……」

「殿下！　どこまで壁作るんですか？」

　ガランさんが、なんか頭を押さえているが、その間にも壁を作るための話し合いは続いている。

　アリスが、どこまで壁を作ればいいのか聞いてきた。

「できれば、旧帝都も含めて全てを覆いたいが……」

「それはさすがに無理じゃないですか？」

「多分できるぞ」

「え？」

　オーグはぐるりと旧帝都を囲いたいらしいが、トールは無理だと思っているらしい。

　けど、なんとなくできそうなので、声をかけておいた。

「旧帝都の向こうから壁を作りながら飛んでくるわ。そうしたら、魔人はともかく魔物は出てこられなくなるだろ？」

「そんなことでき……るか、お前なら」

　オーグが一瞬否定の言葉を言いかけるが、すぐに思い直したらしい。

　気心の知れた友人というのはありがたいね。

「……お前が何を考えているかは、容易に想像がつくがな。お前の力の規格外さをよく知っているだけだからな」

「そこは噓でも信頼してるとか言っとこうよ！」

「すまん。噓の言えん質たちでな」

「絶対それが噓だ！」

　肩をすくめて、やれやれといったポーズで溜め息を吐つくオーグと苦笑いしている面々。

　くそう、信頼からの言葉じゃなかったのか。

「まあ、お前の異常さはある意味信頼している。だから、頼んだぞ」

「……どうにも言葉の端はし々ばしに悪意が感じられるけど、まあいいや。じゃあ、俺は旧帝都の向こうから壁を作ってくるから、皆はこの真正面の壁の作成を頼むな」

「オッケー！　任せといて！」

　皆を代表してアリスが親指を立てながら答えた。

「シン君」

　すると、元気に返事をしたアリスの脇からシシリーが歩み出て、俺に声をかけてきた。

「一人で行くんですか？」

「ああ。皆にはここの壁を作ってもらいたいから、少しでも人数がいてほしいんだ」

「そう、ですか……そうですよね。分かりました。私たちも全力で壁を作ります。でも……」

　俺が一人で壁を作りに行くことに納得してくれたシシリーが、俺にそっと寄り添ってきた。

「旧帝都には、あのシュトロームがいるんです。どうか……どうか気を付けて」

「大丈夫だよ。旧帝都の真上を飛んでいくわけじゃない。迂回していくからさ、だから……」

「あ……」

　誰も俺のことを心配してくれない中で、シシリーだけが俺のことを真剣に心配してくれていた。

　そのことが嬉しくて、寄り添っていたシシリーをギュッと抱きしめてしまったのはしょうがないだろう。

「シシリーたちも、頑丈な壁を作ってくれな」

「シン君……はい！　頑張ります！」

　そう言って、シシリーと見詰め合っていると……。

「す、凄いわね……こんな大勢いる前でそんな真似できるなんて……」

　マリアの声でハッと気が付くと、さっきまで絶望の表情をしていた兵士たちが、生温かい目でこちらを見ていた。

「……まあ、いっか。今更だな」

「あうぅ……」

　もう何度目だ？　いい加減慣れてきたわ。

　そもそも正式に婚約披露パーティーまでやったんだ。公衆の面前でいちゃいちゃしたっていいだろうが！

「時と場所を考えろ！　この馬鹿者が！」

「おっと。それじゃあ行ってくるな」

「あうっ」

　オーグから文字通りに雷が落ちそうだったので、シシリーのおでこにチュッとキスをして、浮遊魔法で浮かび上がった。

　小言を言われる前に現場に向かいますかね。

　眼下を見ると、腰に手を当てて呆れ顔のオーグと、首まで真っ赤になり、茹ゆで蛸だこになっているシシリーが見えた。

「そんじゃ、行ってくるわ」

　地上にいる皆に声をかけて、俺は飛行魔法で壁を作るスタート地点に向かった。
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「まったくアイツは……緊張感とか持ち合わせていないのか？」

「まあ、シン殿ですからねえ……」

　災害級の魔物が地平線を埋め尽くすほどの数で現れ、それがゆっくりとはいえこちらに向かってきている。

　この世の終わりとも言えるほどの光景が目の前に広がっているにもかかわらず、いつもの軽い調子で飛んでいったシンを見ながら、アウグストは呆れの溜め息を吐き、トールは苦笑いを浮かべていた。

　各国の指揮官たちにとっては、魔物側の光景も信じられないが、味方であるはずのシンたちの行動も理解できない。

「で、殿下……何をおふざけになっているのですか？　こんな非常時に……」

「そ、そうですとも！　それに、先ほどの魔王殿の発言、そんな壁などすぐにできるのですか!?」

　各国の指揮官たちの苦言も、もっともである。

　災害級の魔物の異常発生とその侵攻。

　明らかな世界滅亡の危機を前に、友人同士でふざけあっている。

　そんな風にしか見えなかった。

「ふむ。確かにそうだな。それでは早速始めるか。お前たち、何メートルくらいいけそうだ？」

「私は、一度に十メートルくらいですかね」

「あたしは五メートルくらいかなあ……土の魔法ってちょっと苦手なんだよね」

「私も」

　アウグストの問いかけに、マリアは十メートルはいけると言い、アリスとリンは五メートルくらいだと言う。

「自分、普段の鍛冶で土系の魔法を結構使ってますから、十五メートルくらいはいけると思います」

　そんな中、普段、鍛冶や彫刻で土をいじることの多いマークが、最長の数字を言った。

　その言葉に困惑を隠せないのが各国指揮官たちだ。

「五メートルとか、十メートルとか……一体何の話ですか？」

「まあ、見ていれば分かるさ。じゃあ、今申告があった間隔を空けて配置につけ」

『はい！』

　指揮官の質問に返事を濁にごしたアウグストは、皆に配置につくように指示をすると、最後に一言付け足した。

「壁の向こう側はどうなっても構わん！　むしろ深く掘り下げればそれが障害になる！　思いっきりいけ!!」

『了解!!』

　アウグストの号令に一斉に答えるアルティメット・マジシャンズ。

　すると、各国の魔法師団では感じたことがないほどの膨大な魔力が彼・彼女たちの周りに集まり始めた。

「こ、これは!?」

「なんという膨大な魔力だ……」

「これがアルティメット・マジシャンズ……」

　驚愕し、呆然とする魔法使いたち。

　そんな彼らを尻目に、アルティメット・マジシャンズたちは、先ほどシンが言っていた数値を思い浮かべる。

　高さ三十メートル、厚さ五メートル、幅は……できる限り。

　イメージを完成させた彼らは、一斉に地面に手をつき、魔法を起動した。

　その途端……。

「うお!?」

「じ、地震!?」

「あ、あれを!!」

　突如揺れだした地面。

　その直後に、まるで地面から生えるように土魔法でできた壁がそそり立った。

　先ほど、厚く大きすぎると言ったサイズの土壁。

　そのサイズの壁が、一瞬で出来上がっていく。

　そして、その幅には個人差があることに気が付いた。

「そうか……先ほどの申告は、一度にどれだけの幅の壁ができるかの申告だったのか……」

「そういうことだ。今ならまだ確認できるから、壁の向こう側を見てみろ」

　色々納得した指揮官たちに、魔法を行使し終わったアウグストが声をかける。

　すると、その言葉が気になったのか、指揮官たちは壁の向こう側に走っていった。

「あ、気を付けろ。その向こうは崖になってるぞ」

　先ほどまで平坦な平原であったそこを指して崖になっていると言うアウグスト。

　その言葉を受けた指揮官たちは、走る速度を緩めて壁の向こう側を覗いた。

　そこで見た光景は……。

「う、うおっ！」

「こ、これは！」

「すごい……」

　このそそり立つ壁を作るための材料になった土は、壁の向こうの地面から調達した。

　その結果、壁の内側にとても深い空堀ができていたのだった。

「だから、気を付けろと言っただろ？」

　その言葉を信じなかったら、危うく崖下に転落しているところであった。

　その事実に冷や汗をかいた各国指揮官たちは、先ほどのアウグストたちの態度にもようやく納得がいった。

「これほどの魔法を行使できるのであれば……先ほどの余裕も頷うなずけますな」

「本当に……まるで夢でも見ている気分です」

　指揮官たちの後ろから見ていた兵士たちもその成果が信じられないのか、どよめきが起きている。

　しかし、そんな賛辞を送られているアウグストたちは少し複雑な心境だった。

「まあ、褒ほめてもらえるのは嬉しいのだがな」

　そう言って、苦笑するアウグスト。

「え？」

　そんなアウグストを、不思議そうな顔で見る指揮官たち。

「そうですね、正直、シン殿ならどういうことになっていたのかと考えると、そう素直に喜べな……」

　シンと比べたらどうなのか？

　そんな思いがある以上、アルティメット・マジシャンズの面々は魔法を誇る気にはなれない。

　そんなことをトールが言おうとした矢先に、遙か遠くに土煙が上がった。

　そしてその土煙は、凄まじい勢いで横にスライドしていき、旧帝都と魔物の群れを囲うように動いていた。

「あれは、まさか……」

　嫌な予感がしたアウグストが、遠見の魔法を使ってその土煙の正体を探ると……。

「やっぱりか……」

　土魔法によって巨大な壁を作成しながら、飛行魔法によって地面スレスレを飛んでいるシンを見つけた。

　自分たちが五メートルや十メートルの壁を作るのに割と苦労しているというのに、シンのあれはなんだ？

　一度に、一体何十メートルの壁を作っているのか。

　そして、それをどれだけ連続で行使しているのか。

　アウグストたちは、やはり呆れ顔になり、指揮官たちは、顎あごが外れんばかりに大口を開けて驚きよう愕がくしていた。

「私たちも負けずに壁を作り続けるぞ！　ほら、お前たち！　そんなところにいると壁の内側に取り残されるぞ！　早く避難しろ！」

　揃って驚愕していた各国の指揮官やガランは、アウグストのその言葉に、災害級の魔物がひしめく壁の内側に取り残される未来を想像し、大慌てで退避した。

「シンにばかり負担を掛けさせるな！　私たちもできる限り壁を作るんだ！」

　そのアウグストの言葉に、皆が再度壁を作り始めた。

　高速移動で巨大な壁を作っていたシンが、突如その作成をやめ、魔物の群れとアウグストたちの間を横切っていった。

　そして、ある程度のところまで辿り着くと、今度は旧帝都方面に向かって壁を作り出した。

（あとは任せたということか）

　全部をシンが一人でするのではなく、アウグストたちにも仕事をさせる。

　そうすれば、この成果は皆のものになる。

　恐らくシンはそう判断したのだろうとアウグストは察した。

「まったく……世間知らずのくせに、妙な所で気が付くなアイツは」

「不思議な人ですね、相変わらず」

「まったくだ」

　シンのお陰でなんとかなりそうだ。

　そう思ったアウグストの口から笑みが溢こぼれた。

「さあ、あと少しだ。しっかりやるぞ！」

「はい！」

　こうして、シンが途中まで作っていた壁とアウグストたちが作っていった壁が繋がり、旧帝都を完全に包囲する壁が完成したのであった。
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　旧帝都を完全に包囲する形で、デカイ壁を作ることができた。

　これでしばらくは時間を稼げる。

　その間に、この災害級の魔物に対する対策を練ることもできるだろう。

　もちろん、最終的な目標は魔物の根絶だけど、その方法なども話し合わなくちゃいけないし、ついにシュトローム側の魔人も出てきた。

　それの対策も考えなくちゃいけない。

　そんなことを考えながら、俺はオーグたちの下まで戻ってきた。

　浮遊魔法を解除し、地面に降り立った俺を出迎えたのは、各国軍兵士たちの大歓声だった。

「凄かったぞ！　魔王！」

「いや！　これはもう魔王様と呼ぶべきだろう！」

　なんだと!?　魔王だけでも大概なのに、さらに様付け!?

「魔王様！　なんだ!?　妙にしっくりきやがるぜ！」

「魔王様！　魔王様！」

　突如起こった魔王様コールに俺は呆然としてしまった。

　なんだこれ？

　今後は、魔王様ってのが俺の呼称になるのかと絶望していると、シシリーと、ついでにオーグもやってきた。

「シン君！　凄かったです！」

「まったくな……なんだあれは？　正直、怪奇現象にしか見えなかったぞ？」

「怪奇現象って……魔物の群れが到着する前に包囲しなきゃいけなかったからな。急いでやったらあんな形になった」

「まったく。やっぱり自重は知らなかったか」

「あれ？　あれはダメだったか？」

　派手な攻撃魔法は使ってないし、兵士さんたちにも受け入れられているから大丈夫だと思ってた。

「あれは、あまりの超常現象に理解が追いついていないだけだ。一種の現実逃避だな」

　現実逃避って……と、オーグとそんなやり取りをしていると、指揮官たちも集まってきた。

「いやはや、さすがは魔法使いの王、魔王と呼ばれるだけはありますな」

「本当に。アウグスト殿下方の魔法も凄まじいと思いましたが、これはちょっと……」

「桁が違うだろう？」

　言葉を濁した指揮官さんのセリフのあとを、オーグが引き継いだ。

　言いにくいことをズバッと言ったオーグに、指揮官たちは目を丸くしている。

「何をそんなに驚いている？　シンと私たちの間に途と轍てつもなく大きい実力の差があることは、私たちが一番知っているんだぞ？」

　こともなげにそう言うオーグに、またしても指揮官たちは驚きの表情をする。

　それはそうか。

　オーグって、忘れがちだけど王族だ。

　王族の人間が他の人間より劣っているなんて、面と向かって口にはできない。

　それを自分の口で言うことなど、本当ならありえないことなんだろう。

「実力差がありすぎると、別に悔しくもなんともないからな。気にするな」

「それはそうとオーグ、これから……」

　オーグに、さっき考えていたこれからのことを尋ねようとしたときだった。




『フッフフ、アハハハ！　アハハハハハ!!』
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　拡声魔法だろう。

　突貫で作り上げた壁の前にいる俺たち全員に聞かせるように、突如楽しげな笑い声が響き渡った。

『いやはや、相変わらず、とんでもないことをしでかしますね』

　そして、その声には聞き覚えがあった。

「オーグ！　これは！」

「分かっている！」

『フフ、久しぶりですねえ。アウグスト殿下、シン＝ウォルフォード君』

「貴様！　シュトローム!!」

　そう、魔人どもの首しゆ魁かい、オリバー＝シュトロームの声だった。

　突如響き渡ったシュトロームの哄こう笑しよう。

　その声を聞いたことがある俺たちはすぐにシュトロームだと分かったが、この場にいるほとんどの人間が初めてその声を聞いたようで。

「お、おい、シン。シュトロームって……」

「ガランさんは初めてでしたか。この声の持ち主が魔人たちの首魁、オリバー＝シュトロームです」

「マ、マジかよ……！」

　ガランさんの質問に答えたことによって、各国の指揮官たちの間に緊張が走った。

　それはそうだろう。

　なんせ魔人の首魁ということは、自分たちが敵対している勢力のトップ。

　いわばラスボスだ。

　強制的に魔物を生み出し、人間すら魔人に変えてしまう。

　そんな存在が、突如としてこの場に、声だけとはいえ現れたのだ。恐怖を感じないわけがない。

　恐怖と困惑が広がる中、拡声魔法によってシュトロームの声が再度響いた。

『いやはや、魔物をけしかけたらどんな反応をするのかと思ったら……とんでもないことをしますね、シン＝ウォルフォード君？』

　魔物をけしかけたらって……遊び半分でこんなことをしでかしたのかよ！

「相変わらず、ふざけた野郎だな！」

「落ち着け、シン。奴がわざわざ出てきたんだ、何か思惑でもあるのかもしれん」

　シュトロームのふざけた行動に怒りを抑えられず、思わず声を荒らげてしまったが、オーグに宥なだめられた。

　オーグも、内心では相当怒っているのが分かる。

　だが、今まで行動がよく把握できていなかった魔人たちの今後の動向を探ることができるかもしれない。

　そう判断したのだろう、大人しくシュトロームが次の言葉を発するのを待っている。

　怒りを抑えて、冷静に敵の動向を探ろうとするオーグの姿に俺も少し落ち着き、シュトロームの言葉を聞くことができた。

『さて、これで私たちの周りが全て壁に覆われてしまって、隔離されてしまいましたね』

　ひとまず現状を確認していくシュトローム。

　確かに、大量の災害級の魔物の対策のために急遽壁を建設したけど、結果的にはシュトロームたち魔人を隔離した形になるわけだ。

『壁の中は、災害級の魔物たちがひしめき合ってとても楽しい状況になってますねえ』

　そういえば、まだ壁の上から囲いの中を確認していないけれど、一体中はどうなっているんだろう？

　壁の材料としたことで、壁の内側には深い空堀ができているから壁には近寄れないはずだけど。

『フフ、この壁が決壊したら……どうなるんでしょうねえ？』

「なっ!?　壁を壊す気か!?」

　不吉なことを口走るシュトロームに対し、過剰に反応する指揮官の一人。

　しかし、俺にとってそれは想定の範囲内だ。

　シュトロームは当然、壁を崩すことを考えるだろうし、それを簡単に行える力も持っている。

　しかし、他の人たちにとっては予想外のことだったらしく、この場に集まっている各国軍に動揺が広がっていく。

『おや？　ウォルフォード君は焦った顔をしませんね？　予想してましたか？』

　なんだ？

　シュトロームはどこかから見ているのか？

　俺は、さりげなくシュトロームがどこにいるのか捜しながら、シュトロームの問いに答えた。

「ああ。そう考えて当然だろ？」

　俺たち……というか直接戦ったことがある俺は、シュトロームを過小評価などしない。

　こんな壁など、苦もなく破壊することができるに決まっている。

　今さら驚くようなことじゃない。

　それでも壁を作ったのは、この事態を打開するために、協議をする時間が少しでも欲しかったからだ。

　俺は、シュトロームに少しでも弱味を見せまいと、努めて冷静に言った。

『さて、今日皆さんに声をかけたのは、一つ提案があるからです』

「……」

　やっべ、俺の声、シュトロームに届いてないわ。

　恐らく、どこからか遠見の魔法でこちらを見て、拡声魔法で俺に声をかけてきたと思われるのに、拡声魔法を使わずに普通に返答してしまった。

　キメ顔で返答したら実は相手に聞こえてなかったという、非常に恥ずかしいことをしてしまった俺は、冷静な表情のまま顔を赤くしていた。

　隣ではオーグが必死に奥歯を嚙み締め、険しい顔をして笑わないように苦労している。

　他の皆は堪えきれずに俯うつむいたり、口を手で覆ったりしている。

　俺の声は周りにいた人間にしか聞こえていないため、オーグたちのこの反応は指揮官たちには別の意味に見えたらしい。

「アウグスト殿下があんなにお怒りになってらっしゃる……」

「アルティメット・マジシャンズの方々があんな反応をするとは……一体何を吹っ掛けてくるのだ？」

　敵のボスが現れ、今まさに宣戦布告をされるかもしれない状況で、絶対に笑ってはいけない。

　だから頑張って険しい顔をしているのに、俺たちがシュトロームの要求に怒ったり恐怖を感じたりしていると思ったらしい。

　やばいな。

　もし誰かが噴き出したら、士気の低下につながらないか？

　そんな危機感を抱いていると、シュトロームがその提案とやらを話し始めた。

『実はですね、私はこの度ある決意をしたのです』

　決意？

「決意か……この状況を見るに、ついに世界征服でも決意したか？」

　シュトロームの言葉に意識が向き、ようやく落ち着きを取り戻したオーグがそう呟く。

　この状況での決意表明だ、そう考えて当然だろう。

　周りの人たちもそれを予想したのか険しい顔になっている。

　だが、次に発したシュトロームの言葉は、俺たちの予想を上回っていた。

『世界を滅ぼす決意をね』

　……。

　その言葉を聞いた瞬間、俺たちの時が止まった。

　今……シュトロームはなんと言った？

　世界を……滅ぼす!?

『な!?　馬鹿な！　そんなことをして何になるというのだ!?』

　オーグが思わず拡声魔法を起動し、シュトロームに届くように大声で叫んだ。

『おや、アウグスト殿下。ご機嫌麗うるわしゅう』

『そんなふざけた挨拶に付き合っている暇はない！　貴様、今なんと言った!?　世界を『征服』するのではなく『滅ぼす』だと!?　そんなことをして何になる!?』

　シュトロームの空気を読まない挨拶にオーグが苛立ち、先ほどの発言の真意を聞き出そうとする。

　そもそも、魔物や魔人を大量に生み出しているのは、シュトロームの仲間を増やすための行動じゃないのか？

　そうやって増やした仲間との居場所を作るために、世界を『征服』しようと考える方がよっぽど自然に思える。

　ところがシュトロームは、こともあろうにこの世界を『滅ぼす』と言いやがった。

　一体何を考えているのか？　俺たち人間によほどの恨みでも持っているのだろうか？

　シュトロームの真意を測りかねていると、シュトロームは実にあっさりとその心情を吐と露ろした。

『何にもなりませんよ？』

『な……は？』

　あまりにもあっさりと断言されたため、一瞬惚ほうけるオーグ。

　そんなオーグを気にも留めず、言葉を続けていくシュトローム。

『別に、世界を滅ぼしたくて滅ぼそうというのではないのですよ』

『い……意味が分からん……』

『意味などないですからねえ……この世界が存続していく意味も』

『な、何を言っている!?』

　ますます意味が分からなくなっていく。

　滅ぼすことに意味はないけど滅ぼす？

　なんだよ？　その禅問答みたいな答えは!?

　それに、世界が存続していく意味がないってどういうことだ？

『さて。私の言葉をどのように解釈するかはあなた方の勝手ですがね。私が、世界を滅ぼす決意を固めた。そのことだけ理解しておけばいいんじゃないですか？』

　あまりにも身勝手な言い分。

　自分が滅ぼしたいから、世界を滅ぼす。

　理由は意味不明。

　それを聞いている皆も、恐怖より困惑の方が強くなっている。

　しかしシュトロームは、困惑している俺たちのことなど全く気にも留めずに話を進めていく。

『さて、世界を滅ぼすと決めたのはいいのですが、このまま私が各国に攻めていっても面白くないんですよねえ』

『お、面白くない……だと！』

　世界を滅ぼすための行動を、面白いとか面白くないとかで決めようってのか!?

『そこで、一ヶ月』

『は？』

『一ヶ月の猶ゆう予よをあげます。その間に戦力を増強させ、一ヶ月後にこのウォルフォード君が作った囲いの中で雌し雄ゆうを決しようではありませんか』

　俺たちが魔人の、シュトロームの異常さに憤っていると、シュトロームがそんな提案をしてきた。

　軽い口調で、それはまるで……。

『……まるでゲームでもするみたいな言い草だな？』

　オーグが言ったことが皆の気持ちだろう。

　シュトロームの言葉は、まるで皆でゲームでもしようと言っているかのようであった。

『その通りですね。これはゲームです』

『なっ！』

『フフフ、精々楽しませてくださいねえ。いい加減、私も今の状況に退屈してきていますので。それでは一ヶ月後、楽しみにしていますよ』

『お、おい！　そんなこと、我々が承諾するとでも思っているのか!?』

『承諾いただけなかった場合は……そうですね、各国を順番に殲せん滅めつしていくことになりますねえ』

『き、貴様!!』

　ゲームに参加しなかった場合、シュトロームは各国に攻め入ると宣言した。

　これで、俺たちに選択の余地はなくなった。

　一ヶ月後、この災害級の魔物がひしめく囲いの中に攻め入り雌雄を決するというゲームへの強制参加が決定してしまった。

『それでは皆さん、ご機嫌よう』

『待て！　シュトローム!!　まだ話は終わっていない！　おい!!』

　別れの挨拶を済ませたシュトロームが、その後オーグの呼びかけに答えることはなかった。

　正直、最悪の展開だぞ、これ。

　できれば、日和ひより見みの魔人たちとは関わらずに、共存とはいかないまでも不干渉の関係を築きたかった。

　だが、魔人側からの一方的な宣戦布告と共に、全面戦争に移行することになってしまった。

　それが回避できなかったことが痛恨だったのだろう、オーグが険しい顔をして天を仰いでいた。

「オーグ……とりあえず王都に戻ろう。このことを報告しないと……」

「……そうだな……それに、各国にも報告が必要だな……」

　魔人との戦争を避けたかったオーグは、落胆の色を隠せていない。

　さらに、この場には各国の指揮官たちが集まり、先ほどの推移を全員で見てしまったので、隠いん蔽ぺいすることもできない。

「早急に首脳会議が必要だ。それに、一ヶ月後に対する備えもな」

　さっきまで落ち込んでいたオーグは、すぐに気を引き締め直したのか、各国の指揮官たちに今後についてどうするかを伝えた。

　あと一歩で世界に平穏を取り戻せると思っていたところで、一転して滅亡の危機だ。

　指揮官たちだけでなく、各国の兵士たちの驚愕と絶望を浮かべた表情から、こんなはずじゃなかったという思いが伝わってくる。

　いくら俺たちアルティメット・マジシャンズが人類の枠を逸脱しかけているといっても、総勢十二人だ。

　数百か数千かの災害級の魔物と、そのアルティメット・マジシャンズですら苦戦した魔人が相手となると……人類の未来に絶望しか感じられないんだろう。

　本当に……どうしようか……？

「でも……なんで急にこんな提案をしてきたんでしょう？」

　今後のことについて頭を悩ませていると、根本的なところが気になったのか、シシリーがその疑問を口にした。

「私たちが彼らから分裂した魔人たちと戦っているときでも、全く手を出してこなかったのに……なんで急にこんな……」

　シシリーが、思わずそう口にしてしまうほどの急展開だ。

　もし最初から世界を滅ぼすつもりなのであれば、世界を征服したがっていたあの平民魔人たちと袂たもとを分かつこともなかっただろうし、放置もしなかっただろう。

　それが、なぜ急に？

「……人間を辞めた者の考えなど分からんが……」

　しばらく考えたあと、オーグがおもむろに口を開いた。

「案外、何か世界に絶望するような出来事でもあったのかもしれんな」





　　　　◆






「ゼスト隊長」

　シュトロームが人類に対して宣戦布告をしたあと、それを聞いていた魔人の一人が、元諜報部隊の隊長であったゼストに声をかけた。

「なんだ？」

「は。あの、私たちはシュトローム様に魔人にして頂いた、いわば駒ですからその決定には従います。ですが……」

「……なぜ、急にこんなことを言い出したか……か？」

「はい」

　シュトロームの宣言は、ゼストのような側近以外の魔人にとっても予想外だったようで、その真意を測れずにいた。

　そして思いきってゼストに聞いてみたのだ。

　その質問を受けたゼストは、小さく息を吐はき出し、その魔人に答えた。

「シュトローム様が、とある実験をしていたのは知っているか？」

「実験……ですか？　それは、動物を魔物化し、さらに災害級にまで強制的に至らせるというあの……」

「それも実験の一つなのだが、それではない。我々の……今後に関わる実験だ」

　その魔人にとって、ゼストの言葉は初耳だった。

　シュトロームが、アールスハイドに潜伏していた頃から生物を強制的に魔物にする実験をしていたのは知っていた。

　そしてそれがさらに発展し、災害級にまで強制的に至らせるという実験にシフトしていることも。

　しかしこの実験は、特にこれといって今後の展開も目的も持たない、いわばシュトロームの趣味みたいなものであることを、その魔人は知らなかった。

　まさか、その裏で別の実験が行われていようとは。

「それで、その実験がどうしたのですか？」

「ああ……その実験の結果がな……」

　そこまで言ったゼストは、数日前にシュトロームから聞いた実験の結果を思い出していた。




　ミリアからある実験が提案され、それが実行されていた。

　そしてついに、その結果が出たと、ゼストはシュトロームから聞かされた。

　実験の内容を知っているゼストは、その実験の成否に今後の魔人の未来がかかっていると知っていた。

　なので、緊張した面持ちでシュトロームの言葉を待った。

「実験は……」

　そしてついに、シュトロームの口から、実験の結果が告げられた。




「失敗です」




　シュトロームの言葉を聞いたゼストは、一瞬その言葉を受け入れられず呆然としてしまった。

　しばらくそうしていたゼストだが、シュトロームの言葉に込められた意味を理解して思わず叫んだ。

「それでは！　それでは我々魔人の行く末は!!」

「絶望。それしかありませんねえ」

「そ、そんな……」

　魔人の未来をかけた実験は失敗に終わった。

　その結果を受けて、シュトロームは魔人の未来に絶望しかないと言い切った。

　その言葉は、魔人の未来だけでなく、ゼストにも絶望を与えた。

　そんな落ち込んでいるゼストに慰めの言葉をかける素振りもなく、シュトロームは言葉を続ける。

「この実験が失敗したとなると、我々はなぜ存在しているんですかねえ？」

「なぜ……ですか？」

　シュトロームの質問の意味がゼストには分からない。

　考え込むゼストに、シュトロームは答えていく。

「この世界にとって、我々は害悪でしかありません」

「そっ！　そんなことは……」

　ないと、ゼストは否定したかった。

　自分たちの存在は害悪。

　そんな言葉を肯定したくなどなかった。

　しかし、今回の実験の結果がシュトロームの言葉を肯定してしまっている。

　世界の害悪という言葉を否定しきれないゼストを見ながら、シュトロームは言葉を続ける。

「我々が存在することに意味がない世界。そんなもの、必要ありますか？」

　その言葉を聞いたゼストは理解した。

　シュトロームは世界を滅ぼす気だ。

　自分たちの存在を許容しない世界など、存続していても意味がないと判断したのだと。

　そうなると、シュトロームが次に取る行動は……。

「世界の征服……いえ……破滅ですか？」

「フフフ、さすがゼスト君。察しがいいですねえ」

　そう楽しげに答えるシュトロームを見ながら、ゼストはもう一言、言いかけた言葉を呑み込んだ。

　それは……。




（もしくは……ご自身の破滅を……望んでおられるのでしょうか？）
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　シュトロームから世界の命運を懸けたゲームへの参加を半ば強制的に承諾させられた俺たちは、各国の兵士たちを数名見張りに残し、それ以外の兵士たちはゲートで国へ帰した。

　旧帝都を含む一帯を巨大な壁で囲ってしまったし、シュトロームはこの事態を楽しんでいるように見えることから、壁を破って攻めてくることはないだろうという判断が下されたからだ。

　兵士たちを国へ送り返した俺たちは、ガランさんや各国の指揮官たちと共に、アールスハイドの王都に戻ってきた。

　首脳会議の前に、ひとまずあの現場にいた指揮官たちと協議をするためだ。

　もっとも協議といっても、指定された期限である一ヶ月の間に、どうやって戦力を増強させるかって話なんだろうけど……。

　一ヶ月という、そんな短い間になんとかなるもんなのか？

　そんな絶望的ともいえる状況であるため、会議室に向かって王城の廊下を歩いている各国の代表者だけでなくチームの皆の表情も、一様に暗かった。

　……こうなったら、皆からどんな目で見られてもいいから、俺が全力で……。

「すまなかったな、シン」

　どうしようもない状況で、俺が最後の手段を考えていると、オーグから唐突に謝られた。

「なに謝ってんだ？」

「お前が作った馬車の初乗りを、私たちが奪ってしまったことだ」

　ああ、そのことか。

　聞けば相当な緊急事態だったみたいだし、とやかく言うつもりなんかない。

「そんなことで謝んなよ。緊急事態だったんだから仕方ないだろ。ああ、でも……」

「……なんだ？　やはり、何か気になることでもあったか？」

　一つだけ心残りがあるんだよな。

「いや……初めて皆があの馬車に乗ったときの驚く顔が見られなかったのが残念だなあと」

　そう言ったら、オーグから白い目で見られた。

「……ああ、十分驚いたさ……なんなのだ、あの馬車は？　揺れないのとスピードが出ることは聞いていたが……」

「温度は快適ですし、なんか冷蔵庫もありましたよ？」

「室内も明るかったね！」

　オーグに、サスペンションとパワーアシストのことは教えてたけど、それ以外は思い付くままに作ったからなあ。

　トールがエアコンと冷蔵庫に、アリスが照明に気が付いたようだ。

「あの装備いいわねぇ、ウチの宿屋でも使いたいなぁ」

「あ、それ私も思いました」

「客室が常に快適な温度に保たれるし、照明ってどうしても油使うから火事とか怖いしねぇ」

「ウォルフォード商会から買った冷蔵庫がお父さんたちに凄い好評なんですけど、時々氷を作るために魔力を流さないといけないんで、ちょっと面倒なんですよね」

　家が客商売を営んでいるユーリとオリビアが、あの馬車の装備に興味津々だ。

　そうか。

　需要があるなら……。

「良かったら提供しようか？」

「え？　本当!?」

「いいんですか!?」

「ああ、それくらいなら……」

「いいわけないだろ！」

　ユーリとオリビアが俺の提案に前向きだったので請け負おうかと思っていたら、オーグに止められた。

「なんでだよ？　内々なら別にいいだろ？」

　別にあれを売り出そうっていうわけじゃなくて、身内の家に付けようかって提案だろ？

　何が問題なんだ？

「お前、カールトンの家とストーンの家が、アールスハイドでも有名な宿と店だということを忘れていないか？」

「忘れてないけど。それがどうしたんだよ？」

「有名な宿と飲食店に特別な魔道具が設置されていると知れたら、当然その魔道具が欲しいと言ってくる者が出るだろ」

「それは……確かにそうか」

「そうなってみろ。お前が世に出すつもりがなくても世間が勝手に引っ張り出す。それに、カールトンとストーンはアルティメット・マジシャンズだ。その魔道具の出所などすぐに推察できる」

　オーグの説明に、ぐうの音も出ない。

　自分にそのつもりがなくても、周りが勝手に騒いじゃうのか……。

「大体、あの魔道具は全て魔石の使用が前提だろう？」

「ああ」

「そうなると、その魔石の出所にも疑問を持たれるぞ」

　そうかぁ……。

　自分で魔石が作れるようになってから、前世での電池みたいな感覚で作って使ってたから感覚がずれてたな。

　一般的には、魔石はまだ高価で希少なものなんだよなあ。

　子供のときにこの世界の常識に触れてこなかったから、どうしても前世の感覚が抜けきれない。

「分かったよ。ユーリ、オリビア、期待させて悪かったけど、この話はなしで」

「うーん。残念だけどしょうがないかぁ」

「私も、あったらいいなくらいだったんで大丈夫です」

　ユーリとオリビアは物分かりがいいな。

　まあ、普段から使い慣れてるものじゃないから執着も薄いのかな？

「それにしても……」

「ん？」

「お前、あの馬車に一体いくつの魔石を使っているのだ？」

　一連の流れから、俺の作った馬車に使われている魔石の数を聞いてきたオーグ。

　えーっと……。

「……いくつだったかな？」

「はあ……売りに出したら、一体どれほどの値が付くのか想像もできんな」

　取り付けた魔石の数を指折り数えていると、オーグが溜め息と共にそんなことを言った。

「安心しろ、売らないから」

「当たり前だ！　既存の馬車業者から仕事を奪わないというから、サスペンションとベアリングを黙認しているというのに、あんな物を売り出したらいくつの業者が倒産するか分からんわ！」

「いや、だから自分用の馬車に付けたんじゃん」

「まったく……お前という奴は……照明と冷蔵庫、それに温度調節か、それ以外は付けてないだろうな？」

　失業者を出すわけにはいかないから、売りに出さない自分用の馬車を作ったというのに、オーグから怒られた。

　なぜだ？

　そして、他に付与しているものがないか確認されたけど……。

「……ああ、そういえば……」

「なんだ!?　なにを付けた!?」

　色々と思い出していると、今回の目玉というべきものを付与していたことを思い出した。

　すると、それに異常にオーグが食いつく。

　そんな大したもんじゃないよ？

　皆もよく知ってる魔法さ。

「浮遊まほ……」

「おまっ……！」

「着きましたよ、二人とも」

　馬車が轍わだちにはまったときなんかの脱出用に付与した浮遊魔法のことを話そうとしたら、オーグが食い気味に突っ込んできた。

　けど、丁度会議室に着いたところだったので、トールからストップがかかった。

「……仕方がない。シン、そのことについては後ほどじっくりと話を聞かせてもらうぞ？」

「ええ？　緊急用だぜ？」

「本当か？　あとで必ず確認するからな」

　今は報告と協議の方を優先したんだろうけど、あとで必ず確認するとオーグから怖い目で見られた。

　だから、緊急脱出用だってば。

　今のところは……。

　会議室の前に立っていた兵士さんが、中にいる人たちに声をかけ、了承が出たので扉を開ける。

　中にいたのは、ディスおじさんとガストール軍務局長、それにオルグラン魔法師団長だった。

「戻ったか、アウグスト。ああ、それと各国の指揮官たちだな。連絡は受けている」

『は！』

　現場から付いてきていた、ガランさんを初めとした指揮官たちが、ビシッと背筋を伸ばして返答した。

　ディスおじさんから声をかけられて緊張してるみたいだ。

　こういう他国の人から恭しい対応をされているのを見ると、ディスおじさんが大国の国王だって感じがする。

　……ほとんど普段の姿しか見てない俺には凄い違和感だけど。

　そんな、なんとも言えない気持ちになっていると、国王モードのディスおじさんがオーグに話しかけた。

「通信兵から先んじて状況報告は受けているが……大変なことになったな」

　俺たちが報告するまでもなく、すでにディスおじさんに報告は入っていたみたいだ。

　使い始めて大分経つから、アールスハイドは通信機の運用に大分慣れてきてるな。

「はい。一ヶ月後、お互いの存亡を懸けたゲームへ強制参加させられてしまいました。このような事態を回避できず申し訳ありません」

　オーグがこの事態を防げなかったことを詫びた。

「謝罪は無用だ。シュトロームからの一方的な話だったと聞いている。それよりも、この事態をどうするかだが……」

　ディスおじさんが、今後のことについてどうするべきかと頭を悩ませている。

　恐らく千は超すであろう災害級の魔物に、今までより強い魔人。

　魔人は俺たちで対応するとしても、災害級の魔物を放置するわけにもいかない。

　かといって、アールスハイドを初めとする各国の兵士だけで災害級の魔物の群れを相手にするのは……。

「今回、数十体の災害級の魔物相手に、我がアールスハイドの軍勢は全滅しかけました。その数十倍の規模となると……」

「……絶望しか感じられんな……」

　今回の規模の魔物ですら全滅しかけたことをオーグが指摘すると、ディスおじさんは絶望という言葉を口にして頭を抱えてしまった。

　大国アールスハイド王の絶望という言葉に、この場に同席している各国の指揮官たちも重く口を閉ざしたままだ。

　どうしようもない事態に、会議室に重苦しい空気が流れる。

　そんな絶望的な状況であるならば、やっぱり俺が全力でどうにかしようかと言いかけたとき、口を開いた人物がいた。

「恐れ入ります、陛へい下か。よろしいでしょうか？」

「なんだ？　ドミニク」

　口を開いたのは、ガストール軍務局長だった。

「はい。こと、ここに至っては、もはや騎士としての矜きよう持じだのなんだのと言っておられません。そこで、ウォルフォード君にお願いしたいことがあるのですが……」

「俺に？」

　軍務局長が俺に頼み？　なんだろう。

「ウォルフォード君には、すでにジェットブーツという機動力を大幅に上昇させる魔道具の供きよう与よを受けています。さすがにこれ以上魔道具の力に頼るのは、騎士としての矜持に反すると拒んでいたのですが……」

「魔道具？　ああ、バイブレーションソードか」

　言い淀んだガストール局長の言葉を、ディスおじさんが引き継いだ。

「さようでございます。正直、この剣にだけは頼るまいと思っていたのですが……もはや、そんな小さなプライドに拘こだわっている場合ではありません。そんなものに拘っていたら世界が滅んでしまう。なのでウォルフォード君、どうか……」

　ガストール局長はそう言うと、机に手をつき深々と頭を下げた。

「どうか、我々の剣にその付与を施してもらいたい」

「ちょっ！　やめてください、ガストール局長！」

「そうだな。シン君、私からも頼む」

「ディスおじさんまで!?」

　大国アールスハイドの王と軍務局長が揃って頭を下げるという異常事態に、各国の指揮官たちは仰天していたけど、何を思ったか彼らも俺に頭を下げてきた。

「ウォルフォード君！　この付与を我々の剣にも施してくれ！」

「頼む！　この通りだ！」

「シン。付与ってんならハルバードにもできるんだろう？　頼む！　俺らのハルバードにも付与してくれ！」

　大の大人が、それも各国のトップクラスが俺に頭を下げる光景に、俺は大いに戸惑った。

「分かりました！　分かりましたから、頭を上げてください！」

「そうか！　なら早速……」

「ああ、でも」

「なんだい、シン君。何か気がかりなことでもあるのかい？」

　早速付与を頼もうとしたディスおじさんを制して、どうしても言っておかなければいけないことを告げる。

「この戦いが終わったら、全て回収するか付与を取り消します。なので、管理の徹底をお願いします。でないと……」

「でないと？」

「……ばあちゃんに殺される……」

「全員聞いたな!!　シン君が付与を施した武器は徹底的に管理しろ!!　いいか！　絶対だぞ!!」

『は、はい！』

　俺の言葉を聞いたディスおじさんが、ものすごい形相でガストール局長や各国の指揮官たちに管理の徹底を要求した。

　そのあまりの形相に、皆戸惑いを見せている。

「ウォルフォード君のお婆様というと、導師メリダ様ですよね？　殺されるとは大おお袈げ裟さな……」

　指揮官の一人が、そんな幻想を口にする。

　ばあちゃんのことを知らないのか？

「お前たちは本や舞台でのメリダ師しか知らないだろうが……現実は酷なものなのだよ」

　現実のばあちゃんを知っている中でも、特にディスおじさんはばあちゃんの恐ろしさが身に染みているんだろうなあ。

　少し遠い目をしながら、現実は無情なものだとしみじみと語っている。

「とにかく、本物のメリダ師は相当に厳しいお方だ。孫であるシン君の不利益になることには特にな」

「そ、そうなんですかい？」

　ディスおじさんの言葉に、ガランさんがゴクリと息を呑む。

　本や舞台の美化された二人しか知らないと、中々受け入れられないのかもしれない。

　それに、長く爺さんと共に隠居していたばあちゃんの本質を知らなくても無理はない。

　とにかく……。

「本当に管理は徹底してください。殺されるのは大袈裟にしても、どんな折せつ檻かんを受けるか……」

　想像しただけで背筋が震えた。

「神の御使いと言われるウォルフォード君がそこまで恐れるとは……」

「そんなに恐ろしいのですか？」

　いまいちピンと来ていない皆さんに、具体的に分かりやすい例えをしてやろう。

「じいちゃんが恐れるくらいですね」

「け、賢者様が!?」

「わ、分かりました！　管理の徹底をお約束します！」

　ばあちゃんは魔道具で有名だけど、爺さんの名は、今まで最強の代名詞だった。

　その爺さんが恐れるという言葉は、今までピンと来ていなかった指揮官たちの心に響いたようだ。

　全員、管理の徹底を約束してくれた。

「そうか、良かった。これでどうにか光が見えてきたな」

「はい、陛下。まだ実際のバイブレーションソードに慣れるという作業がありますが、ここには実際にバイブレーションソードを利用しているウォルフォード君がいます。彼にレクチャーを受けながら練習すれば、使いこなせるようになるのも時間の問題でしょう」

「あ、トニーも使ってますよ」

「おお、そうか！　それは心強い！」

「もう一人いますよ」

　ようやく解決の糸口が見えたというディスおじさんとガストール軍務局長。

　俺だけじゃなくてトニーも使えると言ったところ、マリアからもう一人いると声があがった。

　そういえば、もう一人バイブレーションソードをあげた子がいたっけ。

「そういやミランダにもあげたんだっけ」

「ずっと私と一緒に魔物討伐していたからね。あの子、相当使いこなしてるよ」

　ほう、ならミランダにも手伝ってもらうかな。

　今年度、騎士養成士官学院二年の首席になったっていうし。

　俺の頭の中で、ミランダの訓練への強制参加が決定した瞬間だった。

　訓練生ではなく、教官として。





　　　　◆






　その頃、アールスハイド騎士養成士官学院では。

「ハックション！」

「どうした？　ミランダ。風邪か？」

「……そうかも。ちょっと寒気がするわ」

　シンからバイブレーションソードを譲り受け、その剣で日々魔物討伐に明け暮れるミランダが、原因不明の寒気に襲われていた。





　　　　◆






　シュトロームとの人類の存亡を懸けたゲームへの対策として、各国兵士の武器をバイブレーションソード化することが決定した数日後。

　アールスハイド王城内にある会議室に、世界連合七ヶ国の国家元首、そして俺とばあちゃんが呼ばれていた。

　その会議室の空気は重く、誰一人口を開こうとする者はいない。

　ただ一人を除いて……。

「で？　ディセウム。今日アタシをここに呼んだのは、その話をするためなのかい？」

　国家元首が集まる会議に参加したばあちゃんの圧力に、ディスおじさん、エカテリーナ教皇、アーロン大統領の元弟子トリオが完全に威い圧あつされた。

　三大大国の国家元首がばあちゃんの圧力に負けているさまを見て、周辺国の国家元首たちもその空気に呑まれたという図式だ。

　実際に魔法の付与を行うのは俺だけど、ばあちゃんの意向を無視してことを起こすと、後々どんな恐ろしいことが起こるか分からない。

　なので、ばあちゃんの承諾を得るためにこの場に呼んだのだが……。

「は、はい！　世界が滅亡の危機に晒されている今、この状況を打開できるのは、シン君のバイブレーションソードをおいて他にはないと考えます！」

「……」

「ど、どうか……お許しを頂けないでしょうか……」

「……」

　ディスおじさんの必死の説得を聞いても、ばあちゃんは睨にらむだけで何も言わない。

　その無言の圧力に、ディスおじさんは負けそうになるが、ここで引いてはこの世界の危機を打開できない。

　その思いで臨んでいるのだろう。普段全く頭の上がらないばあちゃんに、脂汗を流しながら対たい峙じしていた。

　しばらくそうしていたが、やがてばあちゃんの方から口を開いた。

「どうやら軽い気持ちで言っているんじゃなさそうだね……シン」

「なに？」

「皆の剣に付与をしてやりな」

「いいの!?　ばあちゃん！」

「ああ。構わないよ」

「……はあぁぁ……ありがとうございます、メリダ師」

　ようやく出たばあちゃんの許しに、ディスおじさんは長い溜め息を吐ついたあと、感謝の言葉を述べた。

　そのディスおじさんの感謝の言葉を聞いて、各国国家元首たちからもホッとしたような声が聞こえてきたのだが……。

「浮かれるんじゃないよ！」

　ほっとした顔を見せる国家元首たちをばあちゃんが一喝し、その剣幕に皆ビクリとし、再び緊張の表情になってしまった。

　いや……ここにいるの、国家元首……。

　ばあちゃんは、なに一喝してんの？　そして王様たちは、なに気け圧おされてんの？

　ある意味異常な光景だが、まだばあちゃんのターンは続く。

「話を聞く限り、確かに今回の事態を打開するには、バイブレーションソードを各国の兵士に使わせるのが一番有効だし手っ取り早いだろう。だけどね……」

　そこで言葉を切ったばあちゃんは、皆をゆっくり見渡したあと言葉を続けた。

「アンタたちは、この武器がいかに強力でどれだけ危険な物か、ちゃんと理解しているのかい？」

　黙ってしまった国家元首たちに、ばあちゃんはバイブレーションソードの危険性を話し始めた。

「この剣の効果はさっき見ただろう？　この剣で物を切るときに力なんざいらない。技術だって必要ない。これを持ったら……誰でも鉄が切れるんだよ」

　この会議に参加している国家元首たちはバイブレーションソードの効果を知らないので、会議の初めにデモンストレーションをした。

　なのでバイブレーションソードの切れ味は皆が知っている。

　その利便性も。

「この剣はね、手にした者なら誰でも……そう誰でも使えるんだよ。魔道具だからね。しかも、特別な金属で作られた伝説の剣じゃない。そこらにある普通の剣が、この強力無比な剣に生まれ変わっちまうんだよ」
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　ばあちゃんの言う通り、大量生産が可能である。

「そんな武器が世に出回ってごらん。一体どういうことになるのか……想像できるだろう？」

　バイブレーションソードに関しては、本当に信頼できる人間以外に渡しちゃいけないと、散々釘を刺されていた。

　なので、今のところ同じアルティメット・マジシャンズのトニーと、マリアの親友で実際に面識もあるミランダにしかバイブレーションソードは渡していない。

　ディスおじさんとジークにーちゃんとクリスねーちゃんは身内だしな。

　安価で大量生産が可能、かつ簡単に使える強力な魔道具であるというばあちゃんの指摘に、安易に喜んだ国家元首たちが項垂うなだれ、言葉をなくす。

　いや、だから……国家元首……。

「気軽な考えでいると、必ず痛いしっぺ返しを食らうよ。そのこと、くれぐれも忘れるんじゃない」

『はい！』

　とうとう、全員で返事しちゃったよ、国家元首たち……。

　まあ、ばあちゃんとしては、そんな危険性があったとしても、バイブレーションソードが魔人たちとの決戦の切り札になることは分かっているだろうから、最終的に反対するつもりはなかったんだと思う。

　ただ、安易な気持ちで取り扱うとのちのち問題になる可能性があるので、初めに釘を刺したかったんだろう。

　俺も、まさかこんなに大量に作って他人に使わせることになるとは夢にも思ってなかったから、そんな危険性については全く考えてこなかった。

　前々から危惧していたばあちゃんの指摘に皆が頷き、ようやく話が進むと思われたそのとき……。

「しかし導師殿。そんな危険な物なら、なぜウォルフォード君が利用していることは咎とがめられないのですか？」

　ばあちゃんに苦言を呈する者が現れた。

　誰だ、ばあちゃんが納得したというのに、水を差す奴は？

　あれは……。

「ああ、確か新しいダーム王だね」

「……ええ、そうですよ、導師殿」

　先日、ダームからの使者がエカテリーナさんを刺してしまうという大事件が起こった。

　幸いエカテリーナさんは一命を取り止めたし、魔法の実力が大したことないダームの使者が魔人化しかけたことから、その使者の行動は魔人に操られたものと判断され、それ以上ダームの責任が追及されることはなかった。

　イースの警備体制にも問題があったみたいだしな。

　しかし、先日の魔人領攻略作戦以降の度重なる不祥事に、先代ダーム王は責任を取って王位を辞し、息子にその座を譲り渡した。

　新しいダーム王にとっては、国王になって初めての外交。

　それも、今まで行われていなかった世界首脳会議だ。

　立て続けに起こった不祥事で責任は問われなかったが、世界各国からの信用を失墜させたダーム。

　そのため、なんとか自分たちの立場を取り戻したい気持ちで一杯なんだろうけど……嚙みつく相手を間違えてるよ。

「我々が所持し続けることは駄目で、孫であるウォルフォード君はいい。やはり英雄殿も孫が可愛いですか？」

　なんというチャレンジャー。

　ばあちゃんにそんな口を利く奴がいるとは……。

　国家元首ですけども！

　だが、ばあちゃんはそんなダーム王の言葉を一蹴した。

「はあ？　何を言ってるんだい、アンタは？」

「ア、アンタ……」

「シンには幼い頃からことの善悪については厳しく躾しつけてある。孫贔びい屓きと言われるかもしれないけど、シンが悪さをしようだなんて考えるはずもないよ」

「ばあちゃん……」

　いつも厳しいばあちゃんだけど、そんなに俺のことを信頼してくれてたのか……。

「た、確かに、孫贔屓ですな」

　せっかく感動しているのに、ダーム王はまだ食い下がってくる。

　なんでそんなに食い下がってくるんだ？

　そんなに俺のことが嫌いなんだろうか？

　そう思っていると、ばあちゃんがさらに言葉を続けた。

「そもそも」

「なんですか？」

「バイブレーションソードはシンが独自に開発した物だよ？　自分が開発した物を持っていて何が悪いんさね？」

「ググッ……」

「それに……」

　自分が開発した物を自分で持っていて何が悪いと言うばあちゃんに、言い返せなくなったダーム王。

　そしてばあちゃんは、俺を見ながらさらに続けた。

「この子の本質からすれば、ただのよく切れる剣なんて、あってもなくても一緒だよ」

　……あれ？　さっきは感動していたのに、一気に落とされたような気が……。

　感動していた気分が急激に引っ込み、やっぱりそんな評価なのかいと思っていると、ディスおじさんが声をあげて笑いだした。

「ハッハッハ！　確かに、シン君がバイブレーションソードを持っていようがいまいが何も変わらんか！」

　ばあちゃんの失礼な言い分はディスおじさんのツボに入ったらしい。

　笑いが収まらない。

「な、何を呑気に笑っているのですか!?　この剣を持っていようがいまいが同じ!?　ということは、そこのシン＝ウォルフォードは危険極まりない力を持っているということではないですか！」

　うん。ダーム王の言うことはもっともだ。

　だけど、それは言わない方が良かったかな？

　俺を危険視する発言をしたことで、この場にいる三人の雰囲気が変わってしまった。

「アンタ……救世の英雄に向かって、ようそんなこと言うたな？」

「なるほど。ダームはシン君を危険視していると、そういうことか？　今まで、散々私たちを救ってくれたシン君を」

　アーロン大統領もディスおじさんも、ばあちゃんの元弟子だ。

　その師匠の孫を危険視しているというのが気に入らないのだろう。

　睨むようにダーム王に話しかけた。

　二つの大国の国家元首に睨まれ、一瞬たじろいだダーム王だが、すぐに持ち直して言葉を返した。

「こ……これはこれは、大国と呼ばれるアールスハイドの王とエルス大統領ともあろうお方が、この少年の危険性を感じていないとは驚きですな」

　まるで挑発するようにディスおじさんとアーロン大統領に食ってかかる。

　いや、アーロン大統領はともかく、ディスおじさんは十分知ってると思うよ？

　それでも俺を危険視していないのは、付き合いが長いから俺がそんなことをしないと信じてるっていう、身内贔屓で間違いないだろう。

　けど、この二人にそんな口の利き方をするのは、大国に喧けん嘩か売ってると思われかねないよ？

　ああ、ホラ。ディスおじさんとアーロン大統領の雰囲気が剣けん呑のんな感じになってるよ。

「これはちょっと、ダームとの付き合い方を考え直した方がエエかもしれへんなあ」

「そのようだな」

「な!?　何を!?」

　いや、何を？　じゃないよ。

　俺的には、ばあちゃんに頭の上がらない情けないおじさんたちだけど、世間的に見たら三大大国の国家元首だよ？

　そんな人に挑発するような口を利いたら、気分を害するに決まってるじゃん。

「あなたたちは分かっていない！　この強力な剣が霞むほどの力を持っているのですよ!?　そんな力が我々に向いたらどうするのです!?」

　いっつも思うけど、権力者ってのは、なんで自分の味方の力を恐れるのかね？

　もしもの話で悪者にされたら、たまったもんじゃないよ。

　正直、ダーム王の言い分に腹が立ってきた頃、ある意味ダーム王にとって一番頭の上がらない人物が口を開いた。

「いい加減にしなさい」

「き、教皇倪げい下か……」

　エカテリーナさんが発言したことで、ダーム王は一気に縮こまった。

「シン君は、私たちイースが認定した神の御使いです。その御使い様が世界に災いをもたらすと、本気でそう思っているのですか？」

「そ、それは……」

　ダームもイースも創神教を篤く信仰する宗教国家で、イースの国家元首が創神教の教皇だ。

　ダームとイースには明確な上下関係がある。

　その上位国の国家元首であり創神教の教皇に苦言を呈されれば、ダームとしてはもう何も言えなくなるんだろう。

　さっきまでの勢いはどこに行ってしまったのか、ダーム王は黙り込んでしまった。

「しかも、シン君は私の命を救ってくれた大恩人です。その恩人を、あなたは自分の思い込みで悪者にしようというのですか？」

「い、いえ！　決して思い込みなどでは……」

「それに」

　必死に言い訳しようとしているダーム王の言葉を遮さえぎったエカテリーナさんは、とどめの一言を放った。

「私を刺したのは、あなたの国の人ですよ？」

「あ……そ、それは……」

「魔人に操られていたとはいえ、あなた方の国の人間がしでかしたことです。それを棚に上げてシン君を悪者にするとは……一体どういうつもりですか？」

「……そ、それは……あの者は魔人に操られていたのであって、我々の責任では……」

「本気でそんなことを言っているのですか？　あなたの国の内部が乱れ、魔人に付け入る隙を与えたと、そういうことでしょう？」

「くっ……」

　まさに、ぐうの音も出ないんだろう。

　俯うつむき、顔を真っ赤にして歯を食いしばっている。

　……ちょっと追い込みすぎじゃない？

　一国の国家元首がこんな恥を掻かされて黙っていられるんだろうか？

　そんな危き惧ぐを抱きかけたとき、仲裁の声がかかった。

「アンタたち、その辺にしな」

　この言い争いを見かねたのだろう。ばあちゃんがこのダーム王フルボッコの現場に割って入った。

「一対一の討論ならともかく、よってたかって一人を攻撃するのは感心しないねえ。まるでイジメじゃないかい」

「「「い、いえ！　そんなことは！」」」

　三人の声がハモったよ。

　そんなにばあちゃんのことが怖いか？

　……怖いな……。

「イ、イジメ……私がイジメられただと……」

　ダーム王の方も、自分がイジメられていると見られたことがショックなのだろう。

　さっきからブツブツ呟いている。

　一国の王子として育てられてきて、今までイジメなんて遭ったこともないんだろう。

　そんな今までありえなかったことが自分の身に起きた。

　そのことが許せないのでは？　だとすると、ダーム王の状態はちょっと危険なことに……。

「正直に言えば、シンの力は異常だよ。シンがちょっと野心を持てば、世界征服なんてあっという間にできちまうほどにね」

「うおい！　ばあちゃんはどっちの味方なの!?」

　ダーム王のことを心配していると、ばあちゃんからまさかの裏切りにあった。

「話は最後までお聞き。だけどそれは、シンが力の使い方を間違えた場合だよ。さっきも言ったけど、アタシはシンを厳しく躾けた。今、その結果が出ているんじゃないのかい？」

　ばあちゃんは、ダーム王に向かって語りかけ、顔を上げたダーム王を真っ直ぐに見てこう言った。

「人類の危機に、自らの知識を提供することで。そして、自らが最前線に立つことでね」

「そ……それは……」

「ここにいる者の中にも、シンの力を危惧している者がいるかもしれない。けど、ここはアタシを信頼しちゃくれないかねえ。もし、シンが道を誤ったら、アタシとマーリンが命を懸けてシンを止めるよ」

「お、俺、そんなことしないよ！」

「分かってるよ。アタシたちはアンタのことを信用してる。だから命を懸けるなんて簡単に言えるのさ」

「ばあちゃん……」

　やべ……泣きそう……。

「どうだろう、アタシを信じてくれないかい？」

　泣きそうな俺を放っておいて、ダーム王に再度語りかけるばあちゃん。

　ダーム王はしばらくばあちゃんを睨み付けると。

「……フン」

　と言ってそっぽを向いた。

　正直、なんだよその態度と思ったが、ばあちゃんはそれでダーム王が矛ほこを収めたと判断したらしい。

「ホレ、アンタたちもこれまでだ。さっさと話を進めるよ」

「「「は、はい！」」」

　相変わらず、ばあちゃんに従順な三人。

　この三人がばあちゃんに従順だったことで、その後の会議はスムーズに進んだ。

　バイブレーションソードを使うのに特別な技術はいらない。

　ただ、注意点や使い方のコツはある。

　それを、実際の利用者である、俺、トニー、ミランダの三人で教えることになった。

　トニーは、今回の決戦にバイブレーションソードを使うことが決まったときにその場にいたので大丈夫だけど、ミランダにはまだ言ってないんだよな。

　あとで言っとかないと。

　スムーズに進んだ会議だったが、そんな中で気になることがあった。

　矛を収めたと思われたダーム王だったが、会議の途中「ああ」とか「了解した」とかの短い言葉しか発しなくなったのだ。

　これは……やっぱり心の底から納得はしてないんだろうなあ……。

　そんな若干の不安を残しつつ、一ヶ月後の魔人との決戦に向けた首脳会議は終了した。

　ちなみに……。

　爺さんは、魔導具のことに関しては戦力外なので家で留守番してた。
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　シンがゲートを利用し、会議が終わった国家元首たちを各国へと送り返した。

　その中にはダームの新しい王も含まれている。

　ダーム王国まで戻ってきたダーム王は、自室に戻ると近くにあったクズカゴを蹴り飛ばした。

「おのれ！　余がイジメられているだと!?　平民風情が導師などと呼ばれて調子に乗りおって!!」

　英雄と崇められ、導師として慕われているメリダだが、身分は平民。

　その平民に言い負かされ、庇かばわれ、諭さとされた。

　王族としてこれまでチヤホヤされてきたダーム王にとって、これ以上ない屈辱であった。

　それでも会議の場で抑えることができたのは、創神教の教皇であるエカテリーナが、メリダに恭きよう順じゆんしていたからである。

　エカテリーナが神み子ことしての修行時代、当時から英雄であったメリダに師事していたのは有名な話。

　その旅に、のちのエルス大統領となるアーロンや、当時すでにアールスハイドの王太子であったディセウムが含まれていることもよく知られている。

「三つの大国のトップを手て懐なずけて、世界を掌しよう握あくしたつもりか!?　あの女め狐ぎつねめ!!」

　ダーム王は、七ヶ国もの国家元首がいる中で、まるで自分が一番偉いかのように振る舞っていたメリダがとにかく気に入らなかった。

　自室で鬱うつ憤ぷんを晴らすように暴れ、荒い息を吐いていると、不意に扉がノックされた。

「誰だ!?」

「私です。カートゥーンです」

「……入れ」

　一瞬顔をしかめるがすぐに取り繕つくろい、入室の許可を出して訪問者を招き入れる。

「失礼しま……わっ！　なんですか!?　これ」

「うるさい。で？　なんの用だ？」

「え？　ああ、はい。軍部を預かる責任者としては、会談の結果をいち早く知る必要があると思いまして」

　ヘラヘラと薄い笑みを浮かべながら、入室してきた男はダーム王にそう答えた。

　その国王にするとは思えない態度に眉を顰ひそめるダーム王。

　しかし、ダーム王はその態度については言及しなかった。

　この入室してきた男、名をヒイロ＝カートゥーンといい、元々ダーム騎士団に所属する剣士だったのだが、ここ半年の間に急に魔法の才能に目覚めた。

　剣の腕前は大したことがなかったカートゥーンだったが、剣と魔法を併用することで周囲を圧倒。

　瞬く間にダーム軍の戦力トップに躍り出た。

　先の魔人領攻略作戦の際に、軍のトップが精鋭を巻き込んで暴走し、著しい戦力低下を招いていたダームにとって、これは嬉しい出来事のはずであった。

　だが、このヒイロ＝カートゥーンという男には、あまりいい評判がなかった。

　その評判とは。

　曰いわく、自分のことを特別な存在だと思い込んでいる。

　曰く、時々突拍子もないことを言いだしたりやりだしたりする。

　曰く、シンを異常なまでに敵視している。

　などである。

　国の中で最強の武力集団である軍を束ねる人物を選出する際には、実力も当然必要だが、それ以上に人間性を重要視する必要がある。

　だが、今このダームにおいてカートゥーン以上の実力者はいない。

　そのため人間性に多少の問題はあっても、ダーム王は仕方なくこの男を軍部の最高責任者である軍務司令長官に任命したのである。

「それで陛下。結局、どういう結果になったのです？」

「ああ、それがな……」

　個人の好き嫌いはともかく、軍部の責任者に任命したのは自分で、この会議の結果を伝えないわけにはいかない。

　ダーム王は、会議で決まったことをカートゥーンに伝えた。

「へえ……そんなに凄い武器があるんですか……」

「ああ。しかも、その後の所持を我々には認めず、孫にだけ認めるという。おまけに教皇猊下まで味方に付けて……」

　会議での様子を思い出したのか、また不機嫌な顔になるダーム王。

「まあまあ、そのことはあとでゆっくり話し合いましょう。それより……」

　カートゥーンは、さっきまでのヘラヘラした笑みを引っ込めて呟つぶやいた。

「ジェットブーツに続いて今度は凄い武器……」

　そう呟いたカートゥーンは、チッと舌打ちをした。

「その凄いチート武器……早く見たいもんですな……」

　会議の様子を思い出してイライラしていたダーム王は、カートゥーンがまた意味の分からない単語を呟いているなと、特に気にも留めなかった。
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　アールスハイド王都にある三大高等学院の一つである騎士養成士官学院。

　この学院は、騎士団の士官を養成する学院である。

　騎士団の士官は指揮能力だけでなく、それ相応の実力も求められる。

　そのため生徒たちは、日々辛く苦しい訓練を受けている。

　そんな伝統ある騎士養成士官学院で、今や騎士団のアイドル的存在であるクリスティーナ＝ヘイデン以来、学院史上二人目となる女子生徒の学年首席が誕生した。

　その名をミランダ＝ウォーレスといい、同級生たちは彼女に追い付き追い越すことを目標に日々切せつ磋さ琢たく磨ましていた。

　そんなある日。

「おい、ミランダ」

「なに？」

　ミランダは、同じＳクラスに所属する男子から声をかけられた。

　何の用かと問いただすと、男子生徒は憤慨したように声を荒らげた。

「なに？　じゃねえよ！」

　苛立った様子の男子生徒の叫びに、眉を顰めるミランダだったが……。

「いつになったら魔法学院の女子を紹介してくれるんだよ！」

「……」

　その男子生徒の叫びに、言い知れぬ脱力感に襲われてしまった。

　二学年進級時に学年首席となったミランダは、その座を奪い返そうとする男子生徒から、常に勝負を挑まれるものと思っていた。

　ところが、揃いも揃って勝負ではなく、魔法学院の女子を紹介しろという男子の欲に満ちた言葉ばかりかけてくる。

　確かにミランダは、高等魔法学院の生徒でアルティメット・マジシャンズであるマリアと仲良くなり、今では親友と言っていい間柄だ。

　女子との接点が少ない騎士学院の男子学生からすれば、同級生であるミランダが魔法学院の女子と接点を持ったという状況は、またとないチャンスに見えた。

　そのため、ミランダの同級生たちは執拗に魔法学院の女子を紹介しろと迫っているのだった。

「……はぁ」

「な、なんだよ？」

　あまりに必死な男子学生の表情に、思わず溜め息を吐くミランダ。

　騎士学院の生徒は、自らの肉体を鍛え剣技を鍛え上げるという性質上、対外的には質実剛健な気風だと思われがちだ。

　だが、ここにいる生徒たちは十五歳から十八歳。

　思春期真っ盛りなのである。

　しかも男女比を考えると、在学している男子生徒のほとんどは女子に飢えているのである。

　ミランダは、そんな男子生徒の一人にジト目を向けて言った。

「あのさ、確かにアタシは魔法学院のマリアと仲いいよ。でも、他の魔法学院の知り合いの女子も全員アルティメット・マジシャンズなんだけど？」

「そ、そうなのか？」

「何？　アルティメット・マジシャンズの女子を紹介しろっての？」

「い、いや、それは……」

　アルティメット・マジシャンズといえば、今やアールスハイドだけでなく世界的にも知らない者がいないほどのアイドル的存在である。

　そんな存在に手を出したとなれば……。

「命知らずだね」

「むぐぅ……」

　マリアたちアルティメット・マジシャンズの中でフリーの女子たちは常に彼氏募集中なのだが、世間からは神聖視されており、もし手を出す者がいたら周囲からどのような制裁を受けるか分かったものではない。

「くそぉ……せっかく女子とお近づきになれるチャンスだと思ったのに！」

　自分に学年首席を取られたとき以上に悔しがる男子生徒。

　その情けない姿に、思わずミランダは溜め息を吐いた。

「はぁ……だったらさぁ、その周りの目を納得させてやろうとか思わないわけ？」

　アルティメット・マジシャンズの女子たちと比べられても、遜そん色しよくがないように努力しようと思わないのかというミランダの呆れた言葉に、目を見開く男子生徒。

「そうか！　アルティメット・マジシャンズの女子と付き合っても、文句を言われないような人間になればいいのか！」

　その男子生徒の叫びに、周りで聞き耳を立てていた男子生徒たちが反応した。

「おい！　その話は本当か？」

「頑張れば、アルティメット・マジシャンズの女子を紹介してくれるだと!?」

「え？　いや、そんなこと一言も言ってな……」

　自分の言葉を曲解して受け取った男子生徒たちに戸惑いの声をあげるミランダ。

「うおおおっ！　俺はやるぞおっ！」

「ふざけんな！　紹介してもらうのは俺だ！」

「いや俺だ！」

　ミランダはそんなことは一言も言っていないのだが、とにかく女子とお近づきになりたいという強い願望がある男子生徒たちは、ミランダの言葉をそう受け取り、突然張り切りだした。

　その光景を見ていたミランダは……。

「……なんて馬鹿なんだろう……」

　心底、馬鹿を見る目で男子生徒たちを見ていた。

　そして、勝手に盛り上がる男子生徒を見ながら、ミランダはある人の言葉を思い出していた。

『女子はここにもいるでしょうに、私は女子ではないのですか!?』

　ミランダが尊敬してやまない、騎士団のアイドル、クリスティーナの叫びだ。

　今では誰もが憧れてやまない騎士団のアイドルも、学院生時代は周りの男子から女子扱いを受けておらず、いまだにそのことを引きずっている。

　ミランダは今、そのクリスティーナの言葉に心底共感していた。

「アタシも女子なんですけど……」

　その呟きを聞いた一部の男子生徒は、一瞬ミランダを見るが「何言ってんだコイツ？」という顔をしたあと、また騒ぎに戻っていった。

　その態度に内心でブチキレたミランダは、何があっても絶対こいつらに女の子は紹介しないと心に誓っていた。

　そんなことも知らずに男子生徒が騒いでいると、不意に教室のドアが開いた。

「この騒ぎは何事だ！」

　入ってきた教官は、騒いでいる男子生徒たちを見て一喝した。

　その教官は、騎士学院で教えているだけあって、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで迫力がある。

　静かになった教室を見渡した教官は。

「まったくお前たちは……もう少し栄光ある騎士学院の生徒である自覚を持て！　馬鹿者が！」

　教官に逆らう者などおらず、皆項垂れて静かになった。

　その光景を、ますます情けないなあと思っていたミランダに教官が声をかけた。

「そんなことより、ミランダ＝ウォーレスはいるか？」

「あ、はい！　ここにおります！」

「学院長がお呼びだ。至急学院長室に行くように」

　突然名前を呼ばれたことにも驚いたが、その内容に更に驚いた。

　学院長室への呼び出し。

　驚きのあまり返事ができないでいると、教官が声を張り上げた。

「返事はどうした！」

「は、はい！　了解致しました！　ミランダ＝ウォーレス、直ちに学院長室に向かいます！」

　慌てて敬礼すると、ミランダは教室を飛び出し学院長室に向かった。

　それを見届けた教官が教室を出ていったあと、教室では残された男子生徒たちが困惑していた。

「ミランダの奴、何したんだ？」

「分からんが……学院長に呼ばれるとか相当だろ」

「まさか……退学になったりしないよな？」

　教官に呼び出されることはたまにあるが、学院長に呼び出されるなど滅多にあることではない。

　男子生徒たちの間で、学院長に呼び出されたミランダに対して心配する声があがる。

「ミランダが退学になったら……アルティメット・マジシャンズの女子との繋がりが……」

「ああ……そうなったら……」

「由ゆ々ゆしき事態だな……」

　相変わらず、女子のことしか頭にない男子生徒たちであった。




「うぅ……一体なんだろう？」

　教室で男子生徒たちからあまりに非ひ道どい心配をされているとは知らないミランダが、学院長室の前で、なんでこんなところに呼び出されたのかと不安に思いながら立っていた。

　中々、学院長室のドアをノックできないでいたが、意を決してドアをノックした。

「はい」

「ミ、ミランダ＝ウォーレスです！」

「おお、来たか。入れ」

「し、失礼します」

　中から聞こえてきたのは意外にも上機嫌そうな学院長の声。

　そのことに疑問を感じつつも学院長室のドアを開けて中に入る。

　そこには、元騎士団員の学院長がいた。

　引退してしばらく経つとはいえ、元騎士団員の大きな身体と戦場に身を置いてきた者独特の鋭い眼光を持つ学院長に、気圧されそうになるミランダ。

「来たな。まあ座りなさい」

「は！　し、失礼します」

　そんな緊張しきりなミランダに気を遣ったのか、見た目とは裏腹に優しい言葉でソファーへの着席を促す学院長。

　呼び出されたのになぜ？　という疑問を抱きながらもソファーに座るミランダ。

　一向に硬さの取れないミランダに対して、学院長は苦笑しながら声をかけた。

「まあ、急に学院長室などに呼び出されたのだ、緊張するなというのが無理な話かもしれんが、安心しなさい。別に君を罰しようと呼んだのではない」

「そ、そうなのですか？」

「なんだ？　何か罰せられるような心当たりでもあるのか？」

「い、いえ！　決してそんなことは！」

　慌てて立ち上がったミランダを見て笑いながら学院長は話を続ける。

「はっはっは。そんなことは分かっている。たゆまぬ努力で学年首席にまでなった君のことは色々と聞いている」

「は、はぁ」

「アルティメット・マジシャンズの『戦乙女』マリア殿と懇こん意いにしているとか」

「ご、ご存じでしたか」

「それに『魔王』ウォルフォード殿から、特別な武器を譲り受けたこともな」

　そう言って、学院長はミランダの顔をジッと見つめた。

　その視線に、ミランダは落ち着かなくなった。

　何故なら、シンから譲り受けたバイブレーションソードという代物は、騎士団では邪道な武器として受け入れを拒否されているものだったからだ。

　そんな武器を譲り受け、使用していることを咎められるのではないか？　いや、さっきは叱るために呼んだんじゃないと言っていたし……でも、なんでそのことを今話すんだろう？　など、色んな考えが頭のなかでグルグル回っていたのだった。

　そんな混乱しきったミランダを見て、フッと笑みをこぼした学院長。

「安心しなさい。叱ったり罰したりするために呼んだのではないと言っただろう？」

「で、では、どのようなご用件でしょうか？」

「うむ。先日、旧帝都にて災害級の魔物が多数出現し、新しい魔人まで現れただろう」

「はい。今、王都中その話題で持ち切りです」

「そして、魔人の首しゆ魁かいオリバー＝シュトロームから人類の存亡を懸けた戦いを挑まれたこともな」

「はい……」

　今、アールスハイド王都のみならず、世界中がこの話題で持ち切りだ。

　人類の存亡を懸けた戦い。

　それに勝利すればいい。

　だが負ければ……。

「この戦いには、絶対に勝たなければならない」

「はい」

「そこで各国首脳が協議した結果……君がウォルフォード君から譲り受けたという武器、それを各国軍に配布することが決まったのだ」

「そ、そうなんですか……」

　先日の首脳会議で決定した内容を、ただの学生であるミランダに話す学院長。

　話が見えないし、そもそもそんな超国家機密みたいなことを自分に話してもいいのだろうか？

　聞いてはいけない話を聞かされた気がしたミランダは顔を引きつらせる。

　そんなミランダの様子に気付いていないのか、更に話を進める学院長。

「うむ。非常に強力な武器だと聞いているのだが、その使い方の指南ができる人間がいなくてな」

　そこまで聞いて、ミランダはやっと理解し始めた。

　そして、ありえない結論を導き出したのだが、すぐさまその考えを頭から振り払う。

　だって、自分が各国軍にバイブレーションソードの使い方の指南をするなんて……。

「そこで、普段からこの武器を使用しているウォーレスに、各国軍への指南をしてほしいという要望がきた」

「ありえない展開きた!?」

　先ほど、あまりにありえないので頭から振り払ったことを、学院長からそのまま提示された。

「なんだ。すでに予想していたか。なら話は早い。しばらく学院は公休にしてやるから、存分に人類のために働いてくるがいい。王城からの使いが自宅に行くそうだから、詳しいことはその使いの者から聞くように。話は以上だ」

　ミランダに拒否する権利はなく、すでに決定事項であったようだ。

「し、失礼します……」

　フラフラと学院長室を出たミランダはしばらく呆然としていたが、こうなった要因に思い至り、怨みを込めて呟いた。

「ウォ、ウォルフォード君めぇ……」

　ミランダは、あとでシンに文句を言いに行こうと心に決めていた。
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　ばあちゃんの独どく壇だん場じようだった首脳会議が終わり、各国の国家元首たちをゲートで送り届けてから自宅に戻ってきた。

　国家元首たちは、迎えにも使ったゲートの魔法を便利なものだと感心してくれたのだが、ダームの王様だけは非常に警戒した目で見てきた。

　簡単に攻めてこられるではないか、とかずっとブツブツ言っていたな。

　いい加減、こちらにそんな意思がないことは理解してほしい。

　っていうか、ゲートが使えるのは俺たちしかいないんだから、ゲートを使って襲撃したら犯人は俺たちだってすぐバレるじゃん。

　そんな馬鹿なことはしないって。

「はあ……疲れた……」

「そういえば、あんなに直接的な敵意を向けられたのは初めてじゃないかい？」

　自宅に戻った途端に、どっと疲れが出て溜め息を吐つくと、ばあちゃんからそんなことを言われた。

「そういやそうかも」

　そういえば、俺のいない会議では色々と言われたことはあったみたいだけど、直接言われたのは初めてだな。

　皆、何故か過剰なほどに俺のことを褒ほめてくれるから、それが当たり前だと思って増長していたのかもしれないな。

「シン君、どうしたんですか？」

「なんじゃ。何かあったのか？」

　俺とばあちゃんの会話を聞いていたシシリーと爺さんに、なにかあったのかと尋ねられた。

　俺は、心配させるのもどうかと思ったので、話すかどうか迷ったけど、ばあちゃんが全て説明した。

「なるほどのう……」

「そんな！　非ひ道どいです！　シン君のことをそんな風に言うなんて!!」

　妙に納得顔の爺さんに比べて、シシリーは非常に憤慨している。

「シン君は、その凄い力を人類の役に立てるように頑張ってるのに！」

　涙目になって俺のために怒ってくれているシシリー。

　そんなシシリーの態度は嬉しいが、怒り続けている姿はあまり見たくなかったので、隣に座っているシシリーの頭を撫でて宥なだめる。

「うう……」

　頭を撫でられて少しは落ち着いたのか、声を荒らげなくなったが、まだ怒っている様子のシシリー。

　そんなシシリーを見た爺さんが、諭さとすように声をかけた。

「シシリーさん、そうやってシンのために怒ってくれるのは非常に嬉しいんじゃがの、これはある程度予想できていた出来事なんじゃよ」

「予想できていた……ですか？」

「そうじゃ。シシリーさんの目には、シンの存在はどういう風に見える？」

「え!?　そ、それは……強くて、優しくて、か、格好よくて、頼りがいがあって、それから……」

「ああ、うん。そうではなくて、シンの魔法とか、作り出す魔道具とか、そういったものをどう見るという意味じゃったんじゃが……」

「あ、あ！　そ、そうでしたか！」

　爺さんの言葉を誤解して答えちゃったシシリーが真っ赤になってる。

　可愛いなあ、もう。

「そ、そうですね……私たちの誰も予想しないことをいつも思いつくので、凄いなあと思いますけど……」

「ふむ。おそらく、シンに近しい者ならそう思うじゃろう。特にシシリーさんのシンへの想いは特別強そうじゃしの」

「あぅ……」

「ほっほ、それはいいことじゃ。じゃがのう……」

　赤くなっているシシリーを見て満足そうだった爺さんが言葉を切る。

「シンをよう知らん者からすれば、その異常ともいえる力がどういう風にその目に映るのか……想像できるかの？」

「そ、それは……」

　爺さんのちょっと意地悪な質問に、シシリーは言葉を詰まらせる。

「味方であるうちはいいんじゃがの、これが敵に回ったらと想像する者は……残念じゃが必ず出てくるもんでな」

「そ、そんな！」

「そんなことはあるんじゃよ。歴史がそれを証明しておる」

「……皆さん非道いです。シン君が皆さんの敵に回ることなんて絶対にないのに……」

　よっぽど悔しいんだろう、もう涙が溢あふれ落ちそうだ。

「そんなことは分かってるさ、アタシたちはね。だからバシッと言ってやったよ。だけどねえ……」

　ばあちゃんは実際に、国家元首相手にバシッと言ってくれた。

　見ていた俺ですら信じられないことに。

　だけど、やっぱりばあちゃんも言葉を濁にごす。

「一度芽生えちまった猜さい疑ぎ心しんは、そうそう消せるもんじゃない。あのダームの国王、妙なことを考えなければいいんだけどねえ……」

　ばあちゃんの言葉に、一同口を閉じてしまった。

　あの去り際の様子は、まだ納得できていない様子だった。

　この魔人との決戦が無事俺たちの勝利に終わっても、なんか一ひと悶もん着ちやくありそうな予感がするな。

　例えば……。

「バイブレーションソードを真似して複製されたりして」

　魔法を付与して貸与したら、特性を調べて複製されたりしないだろうか？

　まさか、あんな反応をする人がいるとは思わなかったから、だんだん心配になってきた。

　そんな懸け念ねんを口にしたところ、ばあちゃんから思い切り呆れた視線を向けられた。

「そもそも、どんな文字を付与したら、あんな超高速で微細な振動をするのか原理が分かってないのに、そんな心配するだけ無駄だね」

「そうなの？」

「そうさ。まったく、どこでそんな知識を仕入れてきたのかねえ……」

　そういうことか。

　この世界にも超音波はあるけど、その知識はない。

　索さく敵てき魔法だって、俺はレーダーのイメージで使っているけど、他の皆は自分の魔力に別の魔力が触れるから分かるって程度だ。

　それなら、バイブレーションソードを複製されるかもっていう懸念は大丈夫か。

　そもそも、魔道具って、真似はできてもコピーはできな……。

　ん？

　あれ？　コピーできない？

　そうなると、一つどうしても納得できない魔道具があるぞ。

「ねえ、ばあちゃん」

「なんだい？」

「市民証って、誰が作ってるの？」

　最初に魔力を認識させた者以外に起動させることができない、これだけは前世よりも優れていると言える、完全無欠の身分証明証、市民証。

　あんな凄い魔道具、一体誰が付与しているのだろう？

　市民証を手に入れた当初は、まだ現在の魔道具士の一般的なレベルを知らなかった。

　ばあちゃんは隠居してたから、現役の魔道具士たちはもっと高い技術を持っていて、その人たちが付与をしているのだろうと、そう思っていた。

　ところが、現実は今でもばあちゃんが魔道具士の最高峰。

　他の魔道具士たちは、ばあちゃんを越えるどころか技術は頭打ちで閉塞感すらある。

　そんな現状で、どうやってあんな高性能な魔道具を作っているのか？

　そんな疑問を投げ掛けたところ、ばあちゃんはちょっと困った顔をした。

「市民証はねえ……」

　なんだろう、答えにくいことなんだろうか？

　ばあちゃんはしばらく考えたあと、市民証について話してくれた。

「あの市民証はね、今はもう失われた技術で作られているものなんだよ。だから、どうやって？　と聞かれても、さあ？　としか答えようがないんだよ」

「失われた技術？」

「ああ、市民証は、他の魔道具に比べて随分と高性能だろう？」

「そうだね」

　身分証明だけでなく、魔物の討伐記録に銀行口座の管理まで。

　こんなの前世にもなかったから、凄い技術だなと思った記憶がある。

「今から二百年も前かね。ある小さい国に天才と言われた魔道具士がいたのさ」

「ん？　なんか聞いたことがあるような話だな……」

「お婆様、それってひょっとして、天才魔道具士マッシータのお話ですか？」

「ああ！　それだ！　小さい頃、トムおじさんが持ってきてくれた本で読んだ！」

　かつて実在したという、天才魔道具士コーノ＝マッシータ。

　その偉業はお伽とぎ噺ばなしとなって絵本や童話の元になっている。

　俺も小さいときに、この世界の文字を覚えるために読んだことがある。

　でも、なぜ今その話をするんだ？

「市民証はね、そのマッシータが作った魔道具なのさ」

「ええ!?」

　そんな馬鹿な！　いくら天才魔道具士が開発したとはいえ、実際に市民証を作るとなれば誰かが魔法を付与しないといけないはずだ。

　まさか……。

「ひょっとして、マッシータは今も生きてる？」

「なに馬鹿なことを言ってるんだい、そんなわけないだろう」

「じゃあ、どういうことなのさ？」

　実はマッシータが今も生きていて、市民証の付与を続けているのかと思った。

　でも、もしそうなら二百歳を超えていることになる。そんなはずはない。

　じゃあ、誰が付与をしているんだ？

「マッシータの作る魔道具は、どれも素晴らしいものだった。だけど、一つ問題があった」

「それは俺も知ってる」

「私も知ってます。確か……」

　そう、これも有名な話だ。

「「付与の技術が特殊すぎて、誰もその技術を継承できなかった」」

「その通りさね」

　これが元で、マッシータの話は、伝記ではなくお伽噺として伝わっている。

　実在したかどうか怪しむ人までいるほどだ。

「マッシータの作る魔道具には、非常に危険な物もあったらしいね。だからだろう、マッシータは生涯弟子を取らずに、その技術を誰にも継承しなかった」

　孤高の天才。唯一無二の存在。そんな風に伝えられている。

「そんなマッシータの魔道具だが、その中に危険性がなく、世界中から是非にと乞われたものがあった」

「それが……」

「そう、市民証さ。それまで、自分の作る魔道具が世界に危機をもたらすかもしれないと懸念していたマッシータは、ようやく世間のためになる発明ができたということを喜んだ。だから世界各国、各街からの大量の依頼を受けることにした」

　今まで争いの道具である魔道具しか作ってこなかったのが、一般市民のためになる道具を作れたことが嬉しかったんだろうな。

　なんとなく、マッシータの気持ちが分かる。

　そして、ばあちゃんは話の核心を語りだした。

「だけど、マッシータが生きている間はいいけど、人間は常に増え続ける。マッシータが死んだあともね。そのことを危惧したマッシータはある物を作った」

「ある物？」

「市民証の自動魔法付与装置さ」

「自動魔法付与装置!?」

　なんだそれ!?　二百年も前に!?　オーバーテクノロジーもいいところじゃないか！

「その自動付与装置を量産して各国に配ったことで、今でも市民証は作られ続けてる。だけど、結局その自動魔法付与装置のことも秘ひ匿とくしたまま亡くなったから、今もよく分からない技術のままなんだよ」

「でも、それじゃあ万が一壊れたりしたら……」

「過去に何度か壊れたり壊されたり、盗まれたりしたことがあったらしいね。そういう場合は、近隣の街に市民証を作りに行かないといけなくなるから、市民証自動魔法付与装置が壊れた街では、新規発行に時間がかかる」

　そうだったのか。

　市民証にそんな話があったとは……。

「シシリー、知ってた？」

「いえ……初めて聞きました。というか、マッシータの魔道具は一切残っていないという話でしたから……」

「俺も本で読んだことある。まさか、こんな身近にあったとはね」

　シシリーも知らなかったという市民証の発明者。

　山奥育ちの俺だけが知らないんじゃなくて、一般的に知られていない話なんだろう。

「それにしても、ばあちゃん、よくそんな話知ってるね」

「アタシは元々魔道具士だよ？　過去にいた天才魔道具士のことを調べるのは当たり前だよ」

「ホンに苦労したわい。マッシータの話が少しでも残っとるところなら戦時中の国にも平気で行きよるしな……」

「はんっ！　戦争なんぞで、アタシの探究心を止められるもんかね！」

「お婆様、戦時中って？」

「ああ、マッシータの生まれた国が、当時帝国の侵略を受けていてねえ。戦争の真っ只中だったのさ」

　戦争中の国に、わざわざ出掛けていったのか！　相変わらずとんでもないな。

　そして、この話を聞いたシシリーが、何故かクスクス笑っている。

「どうした？　シシリー」

「いえ。前に、シン君は血が繋がってないのにお爺様とそっくりだって、お婆様が仰ってたじゃないですか」

「ああ、言ったねえ」

「今のお話を聞いてると、シン君とお婆様も似てるなあって」

「似てる？」

　どこが？

「探究熱心なところとか、戦争中だろうと突き進んじゃう行動力とか。やっぱりシン君は、お二人を見て育ったんだなあって」

　なんか微笑ほほえましいものを見る目で、俺とばあちゃんを見てる。

　なんだよ、そんなこと言われたら恥ずかしいじゃん。

「なんだい、似てほしくないところばっかり似ちまって」

「ホッホ、素直じゃないのお」

「なんだい！」

「いや……」

　ばあちゃんも照れてる。

　照れ隠しのメンチが凄い迫力だ。

　爺さんをアッサリ引き下がらせた。

「んんっ！　とまあ、そういう事情でね、市民証については、その自動魔法付与装置で作られているから、詳しいことは分からないのさ」

「そうだったんだ」

　まあ、別にどうしても市民証の謎を解明したかったわけじゃないから、別にいいんだけどね。

　ちょっと気になっただけだし、市民証がどういう物かは分かったし。

「それを考えると、シンの発明で一番評価できるのは、付与同士を繋げる回路を発明したことかねえ。アンタ、最近ビーン工房で魔法付与してないだろう？」

「うん。俺一人で付与してたら、どれだけ時間があっても足りないからね」

　今ビーン工房で生産されている魔道具の量を一人で付与し続けるとなると、それだけで一日が終わってしまう。

　さすがにそれは避けたかったので、この世界の言葉でも、俺が付与するのと同じ効果が出せるように発明したのが回路だ。

　おかげで、ビーン工房での魔法付与は、俺がいなくても成り立っている。

「それでいいさ。あの回路を発明してから、シンしかできなかった付与が他の人にもできるようになった。そして、皆が創意工夫をするようになった。これは凄いことなんだよ。これに関しちゃ誇っていい」

　おお、滅多に褒めてくれないばあちゃんから褒められた。

　それは嬉しいんだけど……。

　滅多に褒められないから恥ずかしくなって、ふと市民証に視線を落とした。

　俺の視線の先には、今までと見る目が違ってしまったもの。

　まさかメチャクチャ身近にあるものが、お伽噺に出てくる天才魔道具士が作ったものだとは。

　そういうことなら、今まで確認したことはなかったけど、ちょっと調べてみようかな？

　伝説の技が垣かい間ま見えるかもしれないし。

　そんなことを考えてじっと市民証を見ていたら、ばあちゃんが不審に思ったらしい。

「シン。アンタ……」

「え？」

「シン様、騎士学院のミランダ様がお見えでございます」

　ばあちゃんが何かに勘付きそうになったところで、メイド長のマリーカさんが来客を伝えに来た。

「あ、はいはい。通してください」

「かしこまりました」

「ミランダ？　あのミッシェルの弟子になったっていう娘かい？」

　どうやらうまくばあちゃんの意識を逸そらせることができたみたいだ。

　何の用かは知らないけど、ミランダはナイスタイミングで訪問してくれた。

　リビングで待っていると、メイドさんの一人に連れられたミランダがリビングに入ってきた。

「あ、マーリン様、メリダ様。本日は突然の訪問、誠に申し訳ございません」

「ほっほ、シンとシシリーさんの友人じゃ、何も気にせんでいい」

「その通りだね。ところで、今日はどうしたんだい？」

「そのことなんですけど……」

　そう言ったミランダは、挨あい拶さつしていた爺さんとばあちゃんから俺に視線を移した。

　その表情は、さっきまで爺さんとばあちゃんに向けていた朗らかな表情とはまるで別人の……般はん若にやのような怒り顔だった。

「さっき王城から、アタシに連合軍の教官やれって正式に依頼がきたんですけど!?」

「おお、もう連絡行ったのか。さすがディスおじさん、仕事早いな」

　さっき会議が終わったばかりなのに、もう連絡してくれたのか。

「仕事早いな……じゃないわよ！　連合軍よ!?　正式な軍人よ!?　なんでまだ学生で騎士にもなってないアタシが教官なのよおっ!?」

「なんでって……そりゃバイブレーションソードを使ってるのが、俺とトニーとミランダしかいないからじゃないか」

　別に剣術の指南に行くわけじゃない。むしろそれなら俺たちが指南を受ける立場だ。

　でも今回のこれは……。

「今回の仕事は、バイブレーションソードの使い方を教えるだけの簡単な仕事だから」

「教える相手が問題だって言ってんのよお!!」

　うーん、ミランダが情緒不安定だな。

「シシリー！　アンタからも何か言ってよう！」

「何かって言われても……シン君の中ではすでに決定事項みたいだから……無理かな？」

「旦那ラブのアンタに聞いたアタシが馬鹿だったよ！」

「旦那さんって……」

「そこじゃないわよ！」

　おお？　シシリーとミランダのやり取りがすごく気安い感じがするぞ？

「シシリー、いつの間にミランダと仲良くなったんだ？」

「ミランダがマリアの家にもよく遊びに来てて。私の家はその隣ですから、よく会うようになったんです」

「へえ」

「三人でお泊まり会とかもするんですが……ふふ、ミランダって男勝りな感じですけど、実はパジャマが可愛い……」

「ちょっとおっ！　恥ずかしいことバラシてんじゃないわよ！」

「あはは、ごめんね」

　マリア以外とこうやって話してるシシリーって珍しいな。

　ミランダに初めて会ったときはどう対応しようかと思ったけど、こうやってシシリーやマリアと仲良くなれたのはいいことだな。

「まあ、そんなに難しく考えなくていいよ。剣術を教えるわけじゃない。魔道具の使い方のコツを教えるだけなんだからさ」

「うう……プレッシャーで胃が……」

「お腹痛い？　治癒魔法かけてあげようか？」

「その腹痛じゃなあーい！」

　シシリーとミランダという異色の掛け合いが面白くて、さっきまで真面目な感じだったリビングの空気があっという間に笑いに包まれた。

　突然来て騒いでいたミランダだが、急にとんでもない事態に巻き込まれたから、一言文句が言いたかったらしい。

　自分には荷が重いとも言っていた。

　だけど、俺とトニーも一緒だからと説得し、なんとか了承して帰っていった。

　帰る際の背中に哀あい愁しゆうが漂っていたなあ。

　そういえば、ミランダはトニーと昔からの顔見知りだそうだ。

　騎士学院にいなくて不思議に思っていたら、魔法学院にいてびっくりしたらしい。

　何気に、トニーって有能だよな。

　そしてミランダが帰ったあとシシリーも家に帰り、今俺は自分の部屋に一人でいる。

　実は、俺には一つ試してみたいことがあった。

　だけど、それは他人に知られちゃいけないことなので、一人になるまで待っていた。

　試してみたかったこと。

　それは……市民証に付与された文字を確認することだ。

　市民証の不正な改造は重罪だけど、文字を確認するくらいなら……いいよね？

　とそういう言い訳を考え、早速市民証に付与された文字を浮かび上がらせた。

　すると……。

「!!　マ、マジかよ……」

　浮かび上がった文字を見て、俺は自分の目を疑った。

　目を擦り、何かの間違いじゃないかと何度も見直した。

　しかし間違いではなく、俺は驚きを隠すことができなかった。

　何故なら、そこに浮かび上がった文字は……。




「日本語……」




　そう、日本語だったのだから。

　俺以外にも転生者がいた。

　いや、正確には、俺以外に前世の記憶を取り戻した者がいたと表現した方がいいか。

　過去に存在した天才魔道具士、コーノ＝マッシータが作ったとされるハイスペック魔道具『市民証』に付与された文字を調べたところ、浮かび上がった文字はまさかの日本語だった。
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　この文字を見た瞬間、市民証のハイスペックさも理解できたが、同時にいくつかの疑問も出てきた。

　まず、マッシータが存命していたのは二百年も前である。

　俺の前世の記憶から二百年前といえば、まだ江戸時代だ。

　となると、出てくる疑問がある。

　その時代の日本人に、市民証のような個人認証システムを思い付けるとは思えない。

　ということは、マッシータは俺の前世時代と近い時代から転生したと思われる。

　しかし、転生したのは今より二百年も前だ。

　これはどういうことなんだろう？　転生に時系列は関係ないのか？　それともこの世界と、俺が元いた世界では時間の流れが違うのだろうか？

　こればっかりは、魔石のときみたいにこれが答えだ！　っていうのは出せないな。

　輪りん廻ねも含めて『世界そのものの謎』だ。

　これの答えを知っているのは、それこそ神様しかいない。

　今回のことで分かったことといえば……。

　地球とこの世界の輪廻は繋がっている。

　時系列は関係なさそう。

　これくらいかな。

　ひょっとしたら、また別の世界とも輪廻は繋がってるかもしれないけど、それは実証のしようがない。

　それにしても、たまたま覚醒したのが日本人か。

　他の国からの転生者もいたんだろうか？

　いたとしても、前世の記憶が甦よみがえるなんて、そんなことそうそうあるんだろうか？

　俺とマッシータは本当にレアケースで、偶然一致するなにかがあったのだろうか？

　そういえば、トムおじさんに貰った本には、マッシータの他にも昔の偉人とか英雄とかの話がいくつかあった。

　その話の中に、実は覚醒した転生者の話があったり……。

「あ、もしかしたら、あれって……」

　いくつか所持している本を思い返しているうちに、ある一冊の本を思い出した。

　それは、マッシータが活躍した時代の少しあと、アールスハイドの海で活躍した男の話。

「えっと……確か持ってきてたはずだけど……あ、あった！」

　ようやく本棚から目当ての本を捜し出し、その表紙を見た。

　そこに記載されているタイトルは……。

『ソーロ船長とイーグル号』

　主人公であるハリー＝ソーロの幼少期がプロローグとして語られ、イーグル号という機動性に富んだ小型の帆船を、船大工と共に自ら建造し海に出た男の物語だ。

　初めは、その自分で造った船の小ささから同業者に馬鹿にされていたソーロだったが、彼は全く気にしていなかった。

　なぜなら、彼には秘策があったから。

　その秘策とは……。

　風の魔法を、帆船の帆に当てて船を動かすというものだ。

　今でもそうだけど、魔法とは攻撃というイメージが強い。

　当時の人たちに、船を動かすために魔法を使うという発想はなかった。

　そんな誰も思いつかない方法でどの船よりも高速で船を動かすことができるソーロは、瞬く間に海運業でのし上がったのだ。

　今では船乗りたちの常識となっている技術だが、当時は誰も帆船の帆に風の魔法を当てて推進力を得ることなど、思い付きもしなかった。

　ここで注目すべき点は『誰も思い付いていなかった技術を、当然のように使い始めた』ことだった。

　当時、まだ誰も行っていないことを、海に出ていきなり使用するなんてありうるだろうか？

　恐らく、海に出る前から風の魔法をそういう風に使おうと決めていたんだろう。

　そして、風の魔法を使用するなら、それを前提とした船が必要だった。

　だから自分で船を造った。

　つまり『最初から知っていた』んだ。

　そして、幼少期のプロローグにある記述。

『ごく普通の少年だったソーロが、ある日誤って崖から転落し重体に陥おちいった。何日も昏こん睡すい状態が続き、もう目覚めることはないかと皆が諦めかけたそのとき、ソーロは奇跡的に目を覚ました。その後、ソーロは突如天才となり周囲の大人たちを驚かせた』

　……これは、俺とソーロ船長の共通点だ。

　俺も赤ん坊のときに、両親だと思うけど一緒に移動していた馬車が魔物に襲われた。

　その際に、俺は衝撃から仮死状態に陥り、魔物の目を掻い潜ることができた。

　そして、爺さんに助けられて仮死状態から回復し、命を取り留めた。

　前世の記憶というものを思い出したのもそのときだ。

　おそらくソーロ船長もそうだったんだろう。

　崖から落ちて瀕ひん死しの状態……死の一歩手前まで行った。

　そしてその状態から回復した際に、前世の記憶も一緒に思い出したのではないだろうか？

　さっき考えた、俺とマッシータとの共通点。

　ソーロ船長と俺にはそれがあった。

　しかし、ソーロ船長の本には幼少期の話が載っているが、物語に出てくるマッシータは登場時からすでに成人している。

　幼少期のエピソードが物語の中で書かれていないのだ。

　それが分かれば、共通点が見えてくるかもしれないのにな。

　なにか、そんなエピソードが載っている本はないか……。

　あ、そうだ。

　ばあちゃんが、昔マッシータのことを色々調べてたって言ってたな。

　もしかしたら、幼少期のマッシータの話とか知ってたり資料を持ってたりするかもしれない。

　明日、ばあちゃんに聞いてみよう。

　それはともかく、このソーロ船長が覚醒した転生者だと確信した最大の理由。それは……。

「……隼はやぶさじゃマズイから鷲わしにしたのかな？」

　ソーロ船長だしな！





　　　　◆






「マッシータの幼少期の話？」

「うん。ばあちゃん、マッシータのこと調べたんだよね。そういう話とか知らないかなって思って」

「急にどうしたんだい？」

　マッシータが転生者だと知った翌日、俺はばあちゃんにマッシータの幼少期の話を知らないかと聞いてみた。

　案の定、なんでそんなこと聞くのかと訝いぶかしがられた。

「昨日、久し振りにマッシータの本とソーロ船長の本を読んでみたんだよ。そしたら、ソーロ船長の本には子供の頃の話が載ってるのに、マッシータの本には載ってないなって思ってさ」

「ああ、そういうことかい」

　最近、俺がなにかしようとすると、ばあちゃんが過剰に反応するんだよな。

「そういえば、マッシータの幼少期の頃の話は本には載ってないねえ」

「なんで？　ソーロ船長の本には載ってるのに」

「ソーロは子供のときから神しん童どうだって言われてたからね。幼少期のエピソードも結構あるのさ。だけどマッシータは、成人して初めて魔道具を作るまであまり目立った動きをしていないんだよ」

　……ソーロ船長の中の人……自重しなかったな？

　マッシータは、子供の内から目立つような行動をしちゃまずいと思って自重したんだろう。

　でも、そうなると幼少期の話なんて出てこないか……。

　そう思っていると、ばあちゃんから凄い情報が飛び出した。

「ただ、マッシータの日記なら持ってるね。それでもいいのかい？」

「そんなの持ってんの!?」

「ああ、マッシータは付与魔法の技術は伝えなかったけど、ちゃんと子孫は残していたのさ。その子孫が、偉大な先祖の日記を代々受け継いでいたんだよ。それを戦火から逃してくれと頼まれて預かったのさ。マッシータはマメな人間だったらしくてね、幼少期からの日記が残ってるよ」

　へえ、そんなことが……え？

「預かった？　でも、今でも持ってるんだよね？」

「持ってるさ。返したくても返せなくなったからね」

「返せない？」

「帝国の侵略さ」

　あ、そうか。マッシータの生まれた国は帝国に侵略されていたんだったか。

　こんなときこそ出番だろ、ソーロ船長！

　……やめとこ……。

「その国が帝国に侵略されたあと、情勢が落ち着いた頃にもう一度行ったんだけどね、残念ながらマッシータの子孫たちは……」

　そう言って首を振るばあちゃん。

　そんな、消された……のか。

　マッシータの子孫ってだけで……。

　帝国は、昔からそんな理不尽だったのか。

「マッシータの遺した魔道具を使って、帝国軍を相手に大暴れしたらしくてね。かなりの死傷者を出して、帝国が激怒したんだよ。だけど、最後は多勢に無勢。マッシータの遺した魔道具も全て壊れて、あえなく全員討ち取られたってわけさ」

　そりゃ狙われるわ。

　っていうか、マッシータの魔道具が残ってないの、子孫のせいだった。

「さて、マッシータの日記だったね。ちょいとお待ち」

　ばあちゃんはそう言うと、自分の異空間収納の中をゴソゴソと捜し出した。

「ああ、あったあった。これだよ」

「わ！　さすがに子供のときからの日記だね、結構な量だ」

「貴重な資料だからね、大事に扱うんだよ」

「うん。ありがと、ばあちゃん」

　こうして俺は、マッシータの日記という非常に貴重で、俺にとって有用と思われる資料を手に入れた。

「ああ、それと」

「なに？」

「一部、暗号みたいな文字が書かれているけど、残念ながら解明できてなくてね。なんて書いてあるのか分からない箇所があるからね」

「へえ、そうなんだ。じゃあ、そこは読み飛ばすよ」

「そうしな」

　ばあちゃんから、日記に記載されている内容について聞いたあと、早速自分の部屋に行ってマッシータの日記に目を通す。

　幼少期の日記は、やっぱり子供の字だ、読みにくい。

　だけど、ある日からしばらく日付が飛び、久し振りに書かれた日記の文字は……。

「……格段に綺麗になってる」

　子供が書いたとは思えない、綺麗な文字が並んでいた。

　そして、しばらく日記を書かなかった理由について述べられている。

　それは……。

『そのときの記憶は定かではないが、どうやら私は馬車に轢ひかれたらしい。頭を強く打ち、死の淵をさまよっていたようだ。そして目覚めてみると、今の私と昔の私が混在している……私は、この事実を受け入れることができていない』

　そう書かれていた。




　……日本語で。




「やっぱり……」

　マッシータにも死の淵から帰還した経験があった。

　それに、ばあちゃんの話を聞いたときからピンときていたけど、暗号のような文字とはやはり日本語だった。

　死の淵から甦り、前世の記憶が甦ったところの記述は日本語で書かれてあった。

　それ以外はこの世界の文字で書いてあるのだが、他人に読まれたときのことを考慮したんだろう、とても信じてもらえないような真実は、この世界の人が読めない文字で書かれていた。

　でも、これで前世の記憶が覚醒する条件が分かった。

『幼少期に死の淵から帰還すること』

　これで間違いないと思う。

　その際に、極ごく稀まれに前世の記憶を思い出す人間がいるんだろうな。

　全員が全員思い出すわけじゃない。

　幼少期に死の淵から帰還する人間は、多くはないがいないわけではない。

　なのに前世を思い出した人間が少ないっていうのはそういうことだ。

　まあ……そんなこと分かってもどうしようもないし、絶対に知られちゃいけない。

　なぜなら、この情報は悪用されると最悪なことになる。

　悪用しようと考えたなら……。

　子供を瀕死の状態に陥らせて、別の世界の記憶が甦ることを期待しながら回復させる。

　そういうことを考える奴が、多分出てくる。

　まさに悪魔の所業だ。

　そんなこと、絶対させてはいけない。

　これは、永遠に封印しなきゃいけない真実だわ。

　死ぬまでこの秘密は喋らない。

　そう心に決めてマッシータの日記をばあちゃんに返した。

「どうだった？　なにか面白い話でも載ってたかい？」

「いや、ほとんど本に載ってたね。それに所々載ってた文字は読めなかったよ」

「そうかい。そういえば……あの暗号、アンタが付与の際に使ってるオリジナルの文字によく似てるような……」

「き、気のせいだよ」

「……本当かねえ……」

　ばあちゃんのジト目が怖い。

　けど、これは絶対に知られちゃいけない秘密だ。

　ついこの前までは、信じてもらえないだろうし、なんだかカンニングがバレてしまう気分になるから言い出せなかった。

　けど、今は違う。

　絶対に知られちゃいけない理由ができた。

　なんとかばあちゃんの不審の目を逃れ、また自分の部屋に戻ってきた俺は、今のこの世界での状況について考えてみた。

　過去に二人、別世界の記憶が覚醒したと思われる者がいた。

　それ以外で覚醒した者はいないと思われる。

　思われるだけで、本当はいたのかもしれない。

　今の世には、多分いないだろうな。

　だって……。

　今の世界に、目立った活躍をしてる人はいないからね。





　　　　◆






「ねえ、ウォルフォード君」

「なに？　ミランダ」

　並んで同じ方向を見ていた騎士学院のミランダが、俺に声をかけてきた。

「魔道具の使い方を教えるだけの、簡単なお仕事って言ってたわよね？」

「言ったねえ」

「この……」

　そこまで言ったミランダは、俺の方を向き、大声で叫んだ。

「この人数のどこが簡単なお仕事なのよっ!?」

　軍務局の練兵場にズラリと並んだ騎士たち。

　その数、数百人。

「連合軍とはいえこの人数……ありえない……」

　数百人の正規騎士を前にブツブツ言ってるミランダだが、なにか勘違いをしている。

「なに言ってんだ、ミランダ」

「え？　なに？」

「これ、連合軍じゃないぞ」

「え？　ちょっと、まさか……」

「ああ、これ、アールスハイドだけ」

「ウソデショ!?」

「これと同じ規模なのがエルスとイース。もうすこし少ないのがスイードとダームとカーナンとクルトな」

「ウソデショオオオッ!?」

　ミランダが壊れた。

　でも、アールスハイドだけで騎士と剣士は数万人いる。全員を一度に教えることなんてできない。

　今回の訓練は、言ってしまえば魔道具の使い方のレクチャーだ。

　一度覚えてしまえば、自分の部下たちに教えることができる。

　なので、最初に教える人を選別してもらい、アールスハイド全土から隊長格だけを集めて数百人だ。

　それに、今回だけではない。

「そのあとは、実地訓練だな。各国の」

「……!!」

　ミランダが口をパクパクさせてる。

　さっきから様子がおかしいな。

「ミランダ、どうしたんだ？」

「あれじゃないか、シン。休みがないからじゃないかい？」

　今回、一緒に騎士たちにバイブレーションソードの使い方を指南するトニーが、ミランダの心情を推測した。

「あ、そうか」

　七ヶ国あるから、全部にレクチャーして一週間。

　そのあと、実地訓練にまた一週間だ。

　合計で二週間休みなしのスケジュールになってる。

　十四連勤とか、労働基準法があったら完全にブラック企業だ。

　そりゃ文句も出るか。

「ゴメン、ミランダ。休みを考えてなかった。各国に掛け合って、最初の一週間が終わったら休みをもらうよ」

「そんなこと言ってんじゃないわよおっ！」

「「ええ!?」」

「たしかに連合軍にバイブレーションソードの指南をしてくれって言われたわよ!?　でも、こんな人数だとは聞いてない!!」

　うん？　連合軍なんだから、これくらいの数だろ？

「そんなに不思議なことかい？　連合軍全員じゃないんだから、こんなもんでしょ？」

　ほら、トニーだってミランダの言いたいことが分からなくて戸惑ってるよ。

「ウォルフォード君はともかく、フレイド君までおかしくなってる!?」

「それは非道いな、シンとだけは一緒にしてほしくなかった」

「トニーもヒデエなっ！」

　おかしくなってるってなんだよ？

　そんなにおかしいこと言ったか？

「はあ……二人とも全然理解してない……やっぱり英雄扱いされると違うのかしら？」

「なんだい？　僕は自分ではまだ普通だと思ってるんだけどね」

「普通って。トニー、お前、魔法に加えてバイブレーションソードを使っての近接戦闘までやってんじゃん。攻撃力でいえば、ウチの四席だからな？」

　次席はオーグで、三席はマリアだ。

「うそ？」

「ホント」

「……天上人の会話だわ……」

　ミランダが呆れた声を出す。

「あのね、世界に名だたるアルティメット・マジシャンズの首席様と四席様には分からないでしょうけど、アタシはまだ騎士学院の生徒なの」

　俺たちもまだ魔法学院の生徒だけど……。

「騎士のタマゴなの。ヒヨッ子にすらなってないの。それなのに……」

　そこで言葉を切ったミランダは、バイブレーションソードの使い方を教わるために集まった騎士さんたちを見る。

　第一回目に集まってるってことは、ここで教わったことを部下に指導していく立場の人たち。

　隊長格ってことだ。

「こんな、本来アタシの上司になるような人たちに指南することすらおこがましいのに！　しかもそれがこんな人数なんだよ!?　荷が重すぎるよ!!」

　ああ、そういうことか。

　騎士としては、皆ミランダより高みにいる人ばかり。

　一人二人ならともかく、それを自国だけでなく他国までこんな人数を指南するとは思っていなかったと。

「ああ……胃が痛い……」

「大丈夫か？　治癒魔法かけてやろうか？」

「嫁とおんなじ行動とってんじゃないわよ！」

　それは覚えてたか。

　でも、そうか。ミランダからしたら、ここにいるのは、今後自分の上司になるかもしれない人たち。

　そして、他国の騎士たちは自分よりはるか高みにいる人たち。

　そんな人に教えるなんて、そりゃ胃も痛くなるか。

「あー、悪い。そこんとこ全然考えてなかった」

「まったく、そんなことだろうと思いましたよ」

　ミランダに謝ったら、違う方向から声をかけられた。

「あ、クリスねーちゃん、ガストール局長も」

「うむ。色々と無理を言って済まないな、ウォルフォード君」

　クリスねーちゃんと、騎士団総長で軍務局長のドミニク＝ガストールさんが連れだってやってきた。

「あれ？　クリスねーちゃん、近衛このえでしょ？　なんでここにいるの？」

　クリスねーちゃんも戦場に出るのだろうか？

　そう思って聞いたら、俺にジト目を向けながら言った。

「シンのことだから、ミランダになにも説明しないで連れてきたのでしょう？」

「失敬な、説明したよ？」

「なんと言ったのです？」

「魔道具の使い方を教えるだけの簡単なお仕事ですって」

　ありのままを話したら、クリスねーちゃんが額を押さえて深い溜め息を吐いた。

「シン。ガストール局長やオルグラン師団長ですら頭が上がらない、賢者様、導師様、剣聖様に指導を受けたシンと、他の人間は違うのですよ？」

「確かにその通りだがな……もう少し言い方があるだろう？　ヘイデン」

　俺の師匠連に頭が上がらないと言われたガストール局長が、こめかみをピクピクさせながら、クリスねーちゃんに他の言い方をと修正を求めた。

「事実ではないですか？」

「確かにその通りなんだがな！　はあ……もういい……」

「そうですか？　まあそれはともかく、ミランダは最近剣聖様に指導を受けているとはいえ、まだ騎士団に所属すらしていないのです。配慮してしかるべきでしょう？」

　クリスねーちゃんに、苦情をサラリと流されてしまったガストール局長が項垂うなだれている。

　軍務局長の扱いが雑だな、クリスねーちゃん。

　それはともかく、確かにミランダに対する配慮は足りなかったかも。

「ごめんな、ミランダ」

「はあ……もういいよ。そもそも、ここに並んでいるってことは、騎士団の皆さんも納得済みってことでしょ？」

「そうなの？　クリスねーちゃん」

「そうなんですか？　局長」

「ウォルフォード君はともかく、なぜお前が疑問形なのだ、ヘイデン……その通りだよ。今回、魔人との決戦に向けた魔道具、バイブレーションソードの使用方法を伝授するのは、ウォルフォード君たち三人だとすでに通達している」

　ここにいるってことは、その通達を聞いた上で、納得して並んでるってことか。

「だそうだ、ミランダ」

「もう、分かりましたよ……教えればいいんでしょう、教えれば」

「安心しなさい、ミランダ。アナタだけでは荷が重いだろうと、私が参じたのです。もっと肩の力を抜きなさい」

「ありがとうございます、クリスティーナ様！」

　さっきまで悲嘆にくれていたミランダが、クリスねーちゃんの参加を知って急に元気になった。

　まあ、プレッシャーに押しつぶされて青くなってるよりいいか。

　こうして、対魔人＆災害級の魔物との決戦に向けた特訓が始まった。




「む？　こうか？」

「はい、そうです。難しいのは、魔道具を起動しながら剣を振るうという、そのことに尽きます。慣れてしまえばどうということはないんですが……」

「むう……なまじ剣技が身体に染みついておるから、身体を動かすときに魔道具の起動を切ってしまうな」

「そこはもう、慣れて頂くしか……」

　少し懸念していたミランダは、意外とうまく騎士たちにバイブレーションソードの使い方を指南してる。

　しかし、意外とバイブレーションソードの扱いに四苦八苦している人が多いな。

　元々騎士になる人は、魔法使いの素質がない人が多い。

　トニーみたいに魔法使いの素質がある人もいるけど、魔道具を起動しながら剣を振るうってことに戸惑っているのが見て取れる。

「ダメですね、先輩。こうですよ、こう」

「……お前は、なんでそんなに扱いが上手いんだ？」

「これのナイフバージョンは、随分前にシンに貰いましたからね。結構使って慣れているんです」

　ミランダ一人で年上の騎士たちを指導するのは大変だろうとフォローに入ったクリスねーちゃんが、意外なほどバイブレーションソードを使いこなしてる。

　その姿を見て、先輩騎士も負けじと剣を振るう。

　お。今のは起動したままちゃんと振れたな。

「難しいのはそれくらいです。あと、気を付けないといけないのが、横からの衝撃ですね」

「横から？　そうか、この剣に使われているのは薄刃の剣身だ。横から衝撃を受ければ……」

「はい。簡単に折れてしまいます」

「そうか。しかし、こうなるとアールスハイド軍の制式装備を、このエクスチェンジソードに変更していたのは好都合だったかもしれんな」

　アールスハイド軍の制式装備は、柄つかの部分は俺やトニー、ミランダが使っているものと同一で、剣身の部分だけ違う。

　俺とトニーが使っている金型があるから、それを使えばバイブレーションソード向けの薄刃の剣が大量に作成できる。

　バイブレーションソードは鍛たん造ぞうでなくていい。鋳ちゆう造ぞうでいいんだ。

「それにしても、魔王殿は凄いな。これだけの量の魔道具を、この訓練に間に合わせてしまうのだから」

「そうですね。正直、色々と意味の分からない子です。凄すぎて嫉妬心すら生まれませんよ」

　クリスねーちゃんから指導を受けていた騎士さんは俺のことを褒めてくれたけど、クリスねーちゃんのは褒めてんのか？　それ。

　まあ、騎士さんとクリスねーちゃんが言わんとしていることは分かるよ。

　今回の大量発注に伴い、ビーン工房では、昼夜を問わない二十四時間体制でバイブレーションソード用の薄い剣身を用意した。

　そっちも大変だったけれど、もっと大変だったのはそれに魔法効果を付与するのは俺一人だということ。

　正直、マッシータの話を聞いてあるものを開発していなかったら、絶対におかしくなってたね。

　それくらい、大量に付与した。

「ウォルフォード君。答えられる範囲でいいのだが、質問していいかい？」

「どうぞ」

　さすがにガストール局長に教えるのは、トニーとミランダでは荷が重いとのことで、俺が教えている。

　その局長から質問があると言われた。

「これだけの量をこれだけ短い期間で、どうやって付与したんだい？」

「それは秘密です」

　いきなり答えられない質問だ。

　今回、短期間に大量の付与をすることができた方法は、実は固く口止めされている。

「教えられない？」

「ええ、ばあちゃんから固く口止めされてますので」

「そ、そうか。ならば聞かん。むしろその質問を忘れてくれ」

　魔法師団長だけでなく、騎士団総長まで。

　どんだけばあちゃんが怖いんだ。

「べ、別の質問をしてもいいかな？」

「それも答えられるかは分かりませんが……」

「いや、導師様の意向に背くことではないよ！　うん！　質問というのは、明日以降に訓練を行う他国のことだ」

「他の国？」

「うむ。我が国の騎士団の剣に付与をしたのと同じペースで、他国の武器にも付与を施すことはできるかい？」

　これくらいならいいかな？

「ええ、可能です」

「……本当に凄いな、君は」

「そんなことないですよ」

　この短期間に、大量の付与ができた理由。

　マッシータの話がヒントになったその方法とは……。

　付与の転写機を作ったこと。

　構造自体は凄く単純だ。

『超音波振動』と『概念転写』のイメージを込めた文字を、付与しやすい鋼の板に付与。

　それを、魔道具を起動しながら剣に押し当てると……。

　バイブレーションソードのできあがりだ。

　その付与転写機を作ったとき、ばあちゃんは今までの中で一番驚愕していた。

　そして、それを絶対に口外するな、見られるな、これは絶対守れと鬼の形ぎよう相そうで言われたことを思い出す。

　今思い出しても恐ろしい……。

　しかし、ばあちゃんに言われるまでもなく、この魔人との戦闘が終われば廃棄する予定の道具である。

　なんせ『誰もが』簡単に鉄が切れる剣を、『誰でも』大量生産できてしまう魔道具だから。

　ばあちゃんが一番懸念してたことを具現化できるものを作ってしまった。

　だが、これを作らなければ訓練に間に合わないというのも実情。

　ばあちゃんには、戦後すぐに廃棄すると約束することでなんとか了承してもらった。

　他国の剣に付与を施すときは、天幕を張り見張りを立て、その中で行うことになっている。

　正直、今回の作戦で一番の問題だったのは、このバイブレーションソードの大量生産そのものだった。

　本当にマッシータ様々だ。

　それに目途が立った今の時点で、実は俺にはもう一つ考えなければいけないことがある。

　それは……。

「ところでウォルフォード君、話は変わるのだが……」

「なんでしょう？」

「……シュトロームには勝てそうかね？」

　それがまさに、俺が今考えなきゃいけないことだ。

「そうですね……どうでしょうか？　以前に警備隊の練兵場でやり合ったときは互角でしたけど……」

「正直……世界の命運を十六歳の少年に委ねなければいけないのは、我々大人としては痛恨の極みだ」

　本当に申し訳なさそうな顔でそう言うガストール局長。

「だが、今のこの世界でシュトロームに勝てる見込みがあるのは君だけだ。どうか……どうか頑張ってほしい」

　そう言って、俺の手を力強く握るガストール局長。

「局長……分かっています。これに負けたら、本当に世界が滅んでしまう。そんなことはさせません」

　勝負に絶対はない。

　だけど、俺はあえて言った。

「絶対に勝ちます」

「……そうか」

　ガストール局長はそれだけ言うと、すぐにバイブレーションソードの訓練に入った。

　半分は意地でそう言ったけど、実際シュトロームに勝つにはどうすればいいのだろう？

　警備隊の詰所でシュトロームとやり合ったときの感触でいえば、シュトロームは本気ではなかったと思う。

　もちろん、俺も周りへの被害を考えて全力での魔法行使は控えた。

　つまり、お互いが手の内を隠したまま戦ったわけだ。

　今度は魔人領で、旧帝都が戦場だ。

　もうすでに人間の住んでいない都市。

　周りへの被害は考えなくていい。

　おそらくお互いの全力を出しての戦いになる。

　そうなったとき、俺の全力は、シュトロームの全力に届くのだろうか？

　……あまり気が進まないけど、あの魔法を試しておくべきかな……。

　魔法効果の指向性という、俺にとっての安全装置はできた。

　あとは試してみる必要があるのだが……。

「やっぱアレも検証しないとダメかな……」

　対シュトローム用の魔法を試してみるのと同時に、もう一つ確かめておきたいことがある。

　それが実証されれば、シュトローム戦は有利に進められるはずである。

　新しい魔法も検証も、どちらもあまり気乗りしないことではあるけど……。

　試さないで後悔するよりいいだろう。

　この訓練が終わったあとは、その実験と検証に取り掛かろうと決めた。




　参加した騎士さんたちはバイブレーションソードを使いこなせるようになるのに四苦八苦していたが、結局難しいのは魔道具を起動しながら剣を振るうということだけ。

　難しいことがそれだけであるならば、歴戦の騎士たちは皆あっという間にバイブレーションソードを使いこなし始めた。

　そして。

「よし。各自この剣の特性、使い方は熟知したな？」

『はっ!!』

「よろしい。それでは各自自分の部署に戻り、部下たちにこの剣の使い方を教えていけ」

『はっ!!』

　朝から始めた訓練は、昼過ぎには全員が剣を使いこなせるようになったので終了した。

　そして、俺が大量に付与した剣を持って帰る。

　それぞれ何本所持するのか、全て細かくチェックするのを忘れない。

　全てが終わったあと、このリストをもとに剣を回収、付与を取り消す予定だからだ。

　このチェックに、とにかく皆神経を使っている。

　そういえば、結局剣の管理とガストール局長に教えただけで、俺ほとんどなにもしてないわ。

「ふう……滅茶苦茶緊張したけど、なんとかうまくいきそうね？」

「そうだね。クリスティーナ様にも手伝って頂けましたし」

「実は、メリダ様の要望を受けて、ガストール局長についてきたのですよ」

　ミランダが安堵の息を吐き、トニーが急遽参加したクリスねーちゃんを労うと、そのクリスねーちゃんから意外な言葉が出た。

「ばあちゃんの要請？　なんで？」

　魔導具の使い方を教えるだけなら、俺らだけで十分だと思うけど。

「だってシン。アナタ……」

　そう言いながら、自分の剣に視線を落としたクリスねーちゃんは、もう一度俺の顔を見て言った。

「明日から毎日、何百、何千という付与を行わないといけないんですよ？　訓練に参加できると思っているのですか？」

「はあぁ……それが憂ゆう鬱うつなんだよな……」

　実際、そんな光景は見たことないし経験したこともないけど、大量に山積みされた書類にハンコを押していく、マンガみたいな光景が展開されるんだろうな……。

「要は魔導具の使い方のレクチャーだけですからね。他国の許可が得られれば、すでに習得した者が教える側に回ることも可能です。ですから、バイブレーションソードの指導は私たちに任せて、シンは魔導具の付与に全力を傾けなさい」

「はーい」

　そんなやり取りをしている俺とクリスねーちゃんのことを、ミランダとトニーが見ていた。

「なに？」

「ウォルフォード君とクリスティーナ様って、本当に姉弟みたいね」

「羨ましいねえ」

　そうか、クリスねーちゃんは騎士団のアイドルとまで言われている人だ。

　騎士学院生のミランダと、元剣士のトニーからすれば憧れの存在だろう。

「そうですね。もう何年も面倒を見ているのです。手間はかかりますが、可愛い弟ですよ」

「ジークにーちゃんもいるしね」

「「羨ましい！」」

　もう一人、兄もいると告げると、ミランダとトニーの二人は羨ましいと言い、クリスねーちゃんは思い切り嫌そうな顔をした。

「アレは身内ではありません」

　……本当に仲が悪いな、二人とも……。





　　　　◆






　第二回目はスイード王国の訓練なのだが……。

「はい!!　終わったよ!!」

「魔王殿！　次はこちらです！」

「はいよ！　ちょっと待ってて！」

　ランチタイムの食堂における、厨房の会話ではない。

　スイード王国側に用意してもらった付与を行うための天幕の中で剣に付与を施し、それが終わったことを告げる俺の声と、その俺に次の武器だと新しい剣を渡すスイード王国軍の兵士さんの声。

　そして、やけくそ気味にそれを受け取り、再度天幕の中に戻る俺の声だ。

　スイード王国を訪れたあとは、まさに修しゆ羅ら場ばだった。

　アールスハイドのときとは違い、事前に付与を施した剣を用意できなかったため、その場でバイブレーションソード（持ってきた武器の中には槍もあったから、もう魔道具でいいか）を製作し、位の高い人から順番に渡して訓練を開始した。

　訓練自体は滞りなく進んでいる。

　クリスねーちゃんの提案を、スイード王国側……というより他の国も認めてくれたため、先に訓練が終わったアールスハイド軍の騎士さんや剣士さんが、ヘルプとして参加してくれたからだ。

　順調でないのはその供給の方だ。

　訓練に参加している人たちだけじゃなく、戦闘に参加する人たちの武器全てに付与するため尋じん常じようじゃないくらい多かった……。

　全ての付与を終えたときには、開始から数時間が経過していた。

「ぅあぁ……疲れた……」

「お疲れ様です、シン君。こちらで休憩してください」

　明日から大量の付与を訓練中に終わらせないといけないと家で愚ぐ痴ちったら、シシリーが心配してついてきてくれた。

　付与用の天幕の近くにもう一つ、運動会のときの役員席みたいなものが設けられており、シシリーにその席を勧められ、俺は腰を下ろした。

「お茶とお菓子をどうぞ」

「ありがと……はぁぁ、生き返る……」

　いい香りのする紅茶と、甘いお菓子を口にしてようやく人心地がついた。

「お疲れ様です。無理してないですか？」

「無理はしてないけど、量がね……ああ、肩凝った」

　ずっとハンコを押すみたいに付与の複写機を剣に押し当てていた。

　その回数が凄いことになったので、かなり凝っている右肩をグルグルと回してほぐす。

　これを、まだ五ヶ国分やんないといけないのか……。

「大丈夫ですか？」

　今後のことを考えて憂鬱になっていると、シシリーが後ろに回り、肩を揉んでくれた。

「ん……ああ、そこ……」

「フフ、気持ちいいですか？」

　そんなに力が強い方じゃないけど、シシリーに揉んでもらっているという行為自体が気持ちいい。

　そうやって、シシリーとイチャイチャしていると、横から声をかけられた。

「魔王殿と聖女殿は、噂通り仲なか睦むつまじいな」

「さようですな陛へい下か」

　スイード王国の国王陛下と、スイード王国軍の長官だ。

　訓練の様子を視察するために現場を訪れていた二人が、俺が天幕から出てくるのを見てこちらにやってきたらしい。

「あ！　も、申し訳ございません！　お見苦しいところを！」

「いやいや、聖女殿。気にしなくてもよい。今、世間で評判だという魔王殿と聖女殿の仲睦まじい姿を見られたのでな」

「そんな評判が!?」

「おや、魔王殿はご存じなかったですかな？　今、民衆の間ではベストカップルといえば魔王殿と聖女殿のことなのですぞ」

　シシリーが慌てて俺の横に移動して謝罪をするが、スイード国王が俺たちの恥ずかしい情報を口にし、それを軍の長官が補足した。

　マジかよ、そんな評判が立っているのか。

　シシリーも初耳だったのだろう、隣で真っ赤になって俯うつむいている。

「はっはっは、初々しいな。そなたらを見ておったら、儂わしまであてられてしまうわ」

「そうですな。お二人を見ていますと、妻に優しくしてやらねばと思いまする」

「おお、それよ。儂もまさにそれを思っておったわ」

　からかっているのか本当にそう思っているのかは分からないけど、二人は楽しそうに笑っていた。

「そ、それで、視察の様子はいかがでしたか？」

「うむ。アールスハイド軍の皆様の助力もあってスムーズにいっているようだ。これなら此こ度たびの困難も乗り越えられよう」

「まさにその通りでございますな。魔王殿には感謝してもしきれませぬ」

「そうだな。魔王殿、訓練の方は兵たちにまかせ、しばらく休憩するがよい。なんなら城の厨房から食事でも持たせようか？」

「いえ、大丈夫です。お気持ちだけで十分です」

「ふむ。魔王殿は無欲だな」

「誠に、並び立つ者がいないほどの力を持ちながら謙虚な心も忘れない……兵たちに見習わせたいものです」

　食事を断っただけでも褒められるのか……だんだんしんどくなってきたな……。

「陛下、そろそろお時間でございます」

　スイード国王の相手がしんどくなってきたころ、お付きの人が国王に声をかけた。

「そうか、もうそんな時間か。悪いが魔王殿、儂は他の公務があるでな。これで失礼するぞ」

「はい。お声がけありがとうございます」

「ありがとうございます」

「うむ」

　シシリーと二人でお礼を言うと、スイード国王はこの場を去っていった。

「それでは私も訓練の様子を見て回りますので、これで。魔王殿はそのままお休みくだされ」

「はい、ありがとうございます」

　長官もこの場を離れた。

　っていうか、二人とも最後まで二つ名でしか呼ばなかったな……。

「はあ……他の国の国王様だと気を遣うし緊張するな……」

「シン君でも、他の国の国王様には緊張するんですか？」

「当たり前だよ。国王様だよ？　その国のトップだよ？　緊張するに決まってんじゃん」

　何を当たり前のことを言っているのだろうかと見ると、シシリーは首を傾かしげている。

「ディセウム陛下も国のトップですよ？　しかも、この周辺のどの国よりも大きい国の」

　シシリーはそう言うが、俺にとってはそのことの方が不思議だ。

「ディスおじさんは叔父さんだからいいの」

　あの人は親戚の叔父さん。そのポジションから揺るがない。

　どんなに王様っぽいことしててもだ。

「確かに……シン君の家での陛下の様子を見ていたら、そう思うのも無理はありませんけど……」

　シシリーは最近花嫁修業でウチにずっといるから、ディスおじさんにもしょっちゅう会う。

　ウチの家では完全にオフモードだからな、威い厳げんなんてこれっぽっちもない。

　俺はそんな姿を昔から見ていて、ずっと親戚の叔父さんだと思っていたんだ。

　いい服着てるから、それなりに成功している人だとは思っていたけどね。

　今さら国王だとか言われてもな……。

　エルスのアーロン大統領とイースのエカテリーナ教皇もそうだ。

　爺さんとばあちゃんが身内扱いしているから、あの二人が国家元首だという意識が薄い。

　最初こそ緊張したが、今ではあの二人も身内みたいな感じだ。

　ところが、それ以外の国の国王はそうじゃない。

　ほぼ知らない人だし、他国のトップの人だし、正直フレンドリーに話しかけられても対応に困る。

　だから、小さい国の国王の方が接し辛いんだよな……。

　視察にくるのはいいんだけど、できればそのまま挨拶しないで帰ってほしい。

　まあ、明日は話しかけてきそうにないからいいけどね。

「シシリー、明日どうする？」

「明日ですか？　……あ」

　明日はダーム王国だ。

　アールスハイドで行われた首脳会議で、俺にイチャモンをつけてきた国。

　あの国王が俺に挨拶しにくるとは思えない。

　そのことは多少気が楽だ。

「……ダームの王様って、シン君に文句を言った人ですよね？」

「そうだけど、どうする？　明日は家にいる？」

「いえ！　疲れたシン君を癒すのは私の役目ですから！」

　力強く宣言するシシリー。

　だが、その声が大きすぎたようで、スイード王国軍とアールスハイド軍の兵士さんたちの視線がこちらに集中していた。

　その顔は、微笑ましいものを見たというそんな表情だ。

「あう……」

　それに気付いたシシリーは、頭から湯気が出そうなほど真っ赤になり、俺の後ろに隠れてしまったのだった。




　そして迎えた翌日。

　国王と一悶着があったダーム王国にやってきた。

　ダームでも、アールスハイドからの事前通達により、付与を行うための天幕が張られている。

　その天幕の横には、付与を施すための武器が、名札をつけて積み上げられている。

　今あるのは、訓練に参加する人たちの分。

　それが終わっても、今度の戦闘に参加する全員分の付与もしないといけない。

「はあ……今日もこの数の付与をしないといけないのか……」

「が、頑張ってください……」

　昨日の疲労ぶりを見ているので、シシリーはちょっと心配そうな顔をしている。

　実は昨晩、シシリーから付与を手伝うという申し出があった。

　転写機を使えば誰でも付与ができるから、シシリーに手伝ってもらうことも可能ではあるんだけど……。

　そんなことをすると、誰でも付与ができる転写機の存在がバレる。

　なので、この付与は俺しかできないと思わせるため、どんなにしんどくても俺一人でやらないといけない。

　シシリーの気遣いに感謝しつつも、その手伝いの申し出は断った。

　とにかく、この大量に積まれた武器に付与をしないと訓練にならない。

　憂鬱だが早速付与に取り掛かろうとしたとき、ダーム側から声がかかった。

「ちょっといいかな？　シン＝ウォルフォード君」

「え!?」

　まさか、国王から難癖をつけられた国から声がかかるとは思いもしなかったので、ビックリして声をあげてしまった。

「どうした？　そんなに驚くことか？」

　驚きながらも声をかけてきた男性の方を見る。

　そこにいたのは、黒髪の短髪で細面の男性。

　騎士の鎧を身につけ、周りに護衛と思われる騎士がいることから、上位の騎士と思われる。

　そして……目が細長く、蛇みたいな印象を受ける人だった。

「あ、いえ。なんでもありません。それより……なにかご用でしょうか？」

　そのダーム騎士団のお偉いさんだと思われる男性に、なんの用かと問いかけると、その男性は少し不思議そうな顔をした。

「あの……なにか？」

「ん？　ああ、いや。少し意外だなと思ってな」

「はあ……」

　なにが意外なのかは知らないけど、初対面なのにやけに馴れ馴れしいな、この人。

「そうそう、声をかけた理由だったな。この前の会議ではウチの陛下が失礼なことを言ったみたいで、悪かったね」

「……え？」

「世界を救う英雄様相手にねえ。何考えてるんだろうね、ウチの陛下」

　おいおい。

　今この人、思いっきり国王批判したよな？

　思わず冷や汗が出た。

　恐らくこの人はダーム騎士団のお偉いさんだ。
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　それが自国の国王をけなすような発言。

　なんだ？　王族と親しい人なのか？

　まだ二十代後半と思われた国王と同年代っぽいし、幼馴染みの貴族かなんかだろうか？

「おっと失礼、自己紹介がまだだったな。俺はヒイロ＝カートゥーン。ダーム王国軍の司令長官だ」

　ダーム王国軍の司令長官!?　つまり軍のトップか！　この若さで!?

　それに名前……。

　この人、平民だ。

　平民なのに王族のことを貶けなす？　しかも軍のトップ？

　なんだ？　このちぐはぐな感じ？

　それに、軍のトップだというけれど、鎧に包まれた身体を見る限り、周りにいる護衛騎士たちの方が体格的には優れている。

　そんなに強そうには見えない。

　もちろん、司令官が最強でないといけないという法はダームにだってない。

　指揮能力に優れていればいいはずだけど……。

　あ、しまった。あまりの異様さに返答するのを忘れてた。

「す、すみません。アルティメット・マジシャンズ代表のシン＝ウォルフォードです」

「はは、知ってるさ。だから声をかけたんだから」

「はあ……」

　本当に馴れ馴れしいな。

「それでカートゥーンさん。御用はなんでしょうか？」

「うーん、堅苦しいな。ヒイロって呼んでくれないか？　敬語も禁止で。俺もシンって呼ぶからさ」

「は!?　いやいや、初対面で年上の人とそんな態度で話せないですよ！」

　本当になんなんだこの人。

　年上の人に敬語をやめてくれと言われ、ハイそうですかと応じることなんてできるはずもない。

　とんでもない提案を全力で拒否すると、ますます不思議そうな顔をした。

「ふーん……そうか。分かった、ウォルフォード君。俺からは一つ言っておきたいことがあっただけなんだ」

「はあ、なんでしょうか？」

「ダームで君のことを敵視しているのは陛下だけだから。ウチの者が二度に渡って最悪の不ふ祥しよう事じを起こしかけたときに、君が防いでくれたのは他の者は分かっているからね」

「そうなんですか？」

　国王がアレだったから、皆、俺のこと嫌いなんだと思ってた。

「当たり前じゃないか。君は世界を救う英雄、希望、それに可愛い婚約者までいる。正に勇者じゃないか」

　可愛い婚約者のところで、シシリーを上から下までなめるように見た。

　その視線が気持ち悪かったんだろう。シシリーは少し身を強ばらせた。

　本当になんなんだ？　この人。

「そんな君を堂々と批判するなんて、本当になにを考えてるのかねえ？」

　それにしても、さっきから他の人もいるのにそんなに堂々と国王批判をしていいのか？

　馴れ馴れしい態度といい、シシリーに向ける不ぶ躾しつけな視線といい、堂々と国王批判をする神経といい、正直あんまり好きになれない人だな……。

「それだけ言いたくてね。それじゃあ、付与、頑張って。俺も参加するからさ」

「はい、分かりました」

　言いたいことを言ってカートゥーン司令長官は去って行った。

　結局あの人、自国の王の悪口を言っただけで帰ってしまった。

　思わずシシリーと、アールスハイドから来た護衛騎士さんたちと顔を見合わせてしまった。

　なんだったんだ？　あれ。





　　　　◆






　シンの下を訪れたダーム軍の司令長官、ヒイロ＝カートゥーンは、さっきまでの軽薄そうな顔はどこへやったのか、眉み間けんにしわをよせてブツブツ独り言を呟つぶやいている。

「……なんだよ。普通こういうのは、相手が誰でもすぐタメ口になるもんだろ……」

　その声が聞こえている護衛騎士たちは、長官がなにを言っているのか聞こえてはいるし言葉も分かるが、意味が分からなかった。

「それに……くそっ、そこはテンプレなのかよ、あんな可愛い子を婚約者にしやがって……」

　護衛騎士たちもそれは分かった。

　シンの隣にいた少女は、巷で噂の聖女だ。

　美しく、慈愛に溢れた、まさに聖女。

　そんな少女が、シンの隣に寄り添っていた。

　正直、かなり羨ましかった。

「……まあいい。気に入らんがアイツを敵に回すのは愚策だ。まったく、それくらい陛下も考えてもらいたいものだが……」

　自国の国王を批判する軍のトップ。

　その構図に、護衛騎士たちは非常に危険なものを感じつつも、立場と実力差により誰もカートゥーンに意見ができない。

　そんな護衛騎士たちの葛藤をよそに、カートゥーンの独り言は止まらない。

「まあ、あんな陛下だからこそ、この騒動が終わったあとは……」

　くふっ、くくく。

　なにかを堪えるような笑い。

　先ほど、国王を批判する姿を見ているだけに、護衛騎士たちはこの司令長官の考える未来に危険な思想があるのではと警戒した。

「さて、それじゃあしばらくは、チート勇者君自慢の魔道具の訓練でもしようかね」

　最後にまた意味の分からないことを言った。

　護衛騎士たちは、目の前にいる不審者丸出しの長官を警戒したが、実力差を考え、ただ見つめることしかできないでいた。





　　　　◆






　ダームでのバイブレーションソードの使い方の指南は、意外なほど順調に進んでいた。

　なぜなら、ダーム王が姿を見せなかったからだ。

　もしかしたら、付与の様子を見せろとか難癖をつけてくるかもしれないと思い、スイードで魔法付与をしたときよりも付与用の天幕の護衛を増やしたのだが、そもそも天幕に近寄る者すらいなかったらしい。

　さっき、あの変な司令長官が言ったように、妙な敵対心を持っているのは、国王だけみたいだ。

　ダームの騎士さんと兵士さんたちは、予想外に俺のことを歓待してくれた。

　そして、ほとんどの人はダーム国王が会議の席で俺に難癖をつけてきたことを知らなかった。

　別に皆に聞いたわけじゃない。

　だけど、俺に挨拶にきた騎士さんが「陛下も来られればよかったのですが、急に外せない公務が入ったとかで……」と、この場にダーム国王がいないことを申し訳なさそうに言ってきたのだ。

　そのことから、皆は国王が俺に難癖をつけてきたことを知らないんじゃないかと推測したのだ。

　だけど、あの変な長官は知っていた。

　ということは、あの国王は長官には言ったということだ。

　さっきの自国の国王を貶す発言といい、やっぱり国王と仲がいいのか？

　最近王位に就いたはずだし、王太子時代は市井の民に交じって活動していたとか、その間に知り合ったとかそんな関係だったんだろうか？

　でも……それにしては、あの国王の考えは自分たちとは違うと、決別するようなことを言っていたし……。

　ああもう！　本当なら今度の戦いのことを考えないといけないのに、変な人が出てきたから気になってしょうがないわ！

　もういいや。実際に戦闘に参加するのは騎士さんや剣士さんだ。

　国王や長官は戦闘に直接参加したりはしない。

　軍の皆さんが友好的に訓練に参加していることだけでもよしとしよう。

　国王と軍の司令長官が不仲でも、それは他国の内情だし。口を出したら内政干渉だと言われるかもしれない。

　そもそも俺が口を出す問題じゃないし、自国の問題は自分たちで解決してもらおう。

　色々と余計なことを考えながら作業していたため、昨日以上に疲れてしまった。

「うああ……疲れた……」

「お、お疲れ様です……」

　ヘロヘロになって付与用の天幕から出てきた俺を、今日もシシリーが迎えてくれた。

　いつも以上に疲労している俺に、今日は治癒魔法までかけてくれた。

　ああ……癒されるわぁ……。





　　　　◆






「ふーん……これが今回の作戦の秘密兵器ね……」

　ダーム軍の司令長官であるカートゥーンは、シンが付与を施したバイブレーションソードを手に持ち、魔力を込めて起動した。

「なるほど、超音波振動か……」

「分かるのですか!?　カートゥーン長官！」

　ポソリと呟いたカートゥーンの言葉に、護衛騎士が食いついた。

「ああ、魔力を込めると刃が微細に振動するだろう？　すると切れ味が抜群に良くなるんだ」

「へえ……」

　護衛騎士は、分かったような分からないような微妙な顔をしていた。

「まあ分からなくても無理はない。それより問題はどうやってこの付与をしているのか……」

「長官も分かりませんか？」

「この効果を付与しようとすると、文字がいくらあっても足りない。そもそも無理な付与なんだよ」

「しかし……実際に付与されてますし……御使い様が天才だからなのでは？」

　宗教色の強いこの国では、シンのことを御使いと呼ぶ者が多い。

　そのシンの行うことなので、御使い様は天才の言葉で片付けようとする護衛騎士に、カートゥーンは（この脳筋が）と内心で罵ののしっていた。

　だが、カートゥーンにも付与の方法が全く分からない。

「ちっ……ホントの意味でのチートかよ……」

　理屈は分かる。だが付与の方法が分からない。けれど実際に付与はされている。

　そのことに、カートゥーンはなにか秘密があるのではと疑った。

　カートゥーンは自分の目的のためにシンに笑顔で近寄ったが、内心ではシンのことをかなり嫌っている。

　そのシンとの差を、理不尽に感じたカートゥーンは……。

「なんでアイツばっかり……不公平だよな……」

　護衛騎士たちにも聞こえないほど小さな声で、そう言葉を漏らしたのだった。





　　　　◆






　最大の懸念だったダーム王国での訓練が無事に終わった。

　これで残るはカーナンとクルトのみ。

　エルスとイースは、送られてきた武器に付与を行うだけで、訓練は各国からバイブレーションソードの使い方を習得した兵士さんが指導しに行ってくれるらしい。

　カーナンでの最大の懸念であった、ハルバードに『超音波振動』の付与をして正常に機能するのかという点も、問題なく機能した。

　ただ……。

「こいつはスゲエ！」

　ガランさんがそう言いながら、付与をされたハルバードで練習用の丸太をスパスパ斬っていた。

　本人が言うからちゃんと付与は機能してるとは思うんだけど、正直見た目ではよく分からなかった。

　羊飼い……強すぎだろ。




　さらにその翌日、クルトでの付与と訓練も問題なく終わった。

　そして、エルスとイースから受け取った武器の全てに付与することも終わり、武器を運搬する人たちと指導を担当する兵士さんたちを爺さんのゲートで送って行った。

　俺、エルスには行ったことがないし、イースはエカテリーナさんの私室しか知らないしね。

　実はこのあと実地訓練も予定されていたんだけど、これはキャンセルになった。

　バイブレーションソードの使い方で、難しいのは魔道具を起動させながら剣を振るうということだけ。

　それが習得できれば、あとの訓練は自分たちでできるとの申し出があったからだ。

　正直、これはありがたかった。

　なんせここ数日、夢の中でまで剣に魔法を付与していたからなあ……。

　そして、俺以上に喜んでいたのがミランダだった。

　本来なら、教えを請こう立場の人に実地訓練までしないといけなかったのがなくなったかららしい。

　実地訓練がなくなったことを伝えたときの、ミランダの晴れやかな笑顔が忘れられない。

　……そんなにプレッシャーだったのか。

　というわけで、実地訓練がなくなったことで、俺はやるべきことを前倒しして考えることにした。

　それは、ガストール局長にも約束したこと。

　絶対にシュトロームに勝ってみせると言った言葉を、現実のものとするための検証だ。

　……正直、俺が最終兵器として考えている魔法は、この戦い以降使うつもりは毛頭ない。

　それくらいヤバイ魔法だし、魔法効果の指向性という物理法則無視の裏技が使えることが分かるまで、試すつもりすらなかった魔法だ。

　しかし、これはシュトロームとの最終決戦。

　俺たちがこれに負ければ、シュトロームは世界を滅ぼしにかかると宣言しやがった。

　そして、高い壁に囲われた旧帝都……今では皆が魔都と呼ぶそこに赴おもむくのは世界の精鋭たち。

　俺たちが敗れた瞬間に、世界にシュトロームに対抗できる戦力がなくなる。

　帝国の人間を、王侯貴族だけでなく一般市民に至るまで無慈悲に皆殺しにしてしまった相手である。

　慈悲など望めない。

　絶対に勝たないといけない。

　出し惜しみなどしている場合ではない。

　やり残したことがないように全て試してみる必要がある。

　正直、今回時間ができたことは俺にとって喜ばしいことである。

　今回試しておきたいことは二つ。

　まずその魔法。

　これは危険すぎるので、いつもの荒野でも試せない。

　これの実験場所は決めてあるので問題ない……と思う。

　そしてもう一点。

　これが正直、気が進まない。

　気が進まないけど、試せることは何でも試しておかないと、あとでやっておけばよかったと後悔することだけはしたくない。

　……はあ、この検証をするのもこれっきりだ。

　シュトロームを無事に倒すことができたら二度とやらない。

　……でもやっぱ抵抗あるなあ……。





　　　　◆






「シンの様子が変？」

「はい……殿下は何かご存じないですか？」

「何かと言われてもな……ここ一週間は、私よりクロードの方が一緒にいただろう？　何か思い当たる節はないのか？」

「それが全く……」

「そうか。で？　どういう風に変なんだ？」

「えっとですね……最近ブツブツと独り言を言うようになったんです」

「独り言？」

　アールスハイド王城にあるアウグストの私室。

　その場所を、珍しくシシリーがシン抜きで訪れていた。

　男であるアウグストの私室に一人で行って変な誤解をされないように、アウグストの婚約者であるエリザベートも一緒である。

　どうやらシシリーは、シンのことでアウグストに相談に来たらしい。

　その相談の内容とは、バイブレーションソードの製作と使い方の指南が終わり時間ができた、するとシンは難しい顔をしながらブツブツと独り言を言うようになった……というものだった。

　シンがあまりに大量の付与を施し疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなっていたので、シシリーが心配して一週間ずっと一緒にいた。

　だが、その間に様子がおかしくなる兆候などなかった。

　シシリーに相談を受けたアウグストは、独り言をブツブツと言い出しただけという相談内容なのにもかかわらず真剣な顔で相談を受けている。

　横で聞いていたエリザベートは、その様子がおかしくてつい笑ってしまった。

「ちょっとお待ちくださいな、シシリーさん。アウグスト様に相談があるというから何事かと思ったら、シンさんが独り言を呟いているって……心配するようなことですの？」

「それで？　どういった内容の独り言なんだ？」

「それが……魔力がどうとか、粒がなんだとか……」

「魔力？　粒？　なんだそれは？」

「全く分かりません」

「ちょ、ちょっと、お二人とも、無視しないでくださいまし」

　エリザベートは、自分を無視して話を進めるシシリーとアウグストに抗議した。

　二人の顔が真剣そのものなのは分かっていたが、どうしてもそこまで深刻になる理由が分からなかったからだ。

　エリザベートの言葉にようやく気付いたシシリーが、申し訳なさそうにエリザベートの方を向いた。

「あ、すみません、エリーさん。ちょっと気になりすぎて……」

「たかだか独り言が増えただけでしょう？　今度の戦いは人類の命運を懸けていると言うじゃないですか。プレッシャーを感じているのではなくて？」

「甘いな。エリーはシンのことが何も分かっていない」

　エリザベートの言葉を一刀両断に否定するアウグスト。

　その様子に、エリザベートは頰を膨ふくらませる。

「……アウグスト様は随分と理解されているようですわね？」

「茶ちや化かすな。シンはプレッシャーで潰れるほど柔な奴じゃない。アイツの頭の中は、シュトロームをどうやって倒すかで一杯のはずだ」

「では、その考えが口に出ているのでは？」

「私もクロードもそう考えている。そして、今までの経験上アイツが新しい何かを考えているとき……ロクなことになった例ためしがない」

「……独り言を喋るまで考え込んでいるのは初めてですから……どんな突拍子もないことを考えているのかと……」

　今までシンのやることは無条件で受け入れてきたシシリーが、そこまで言った。

　そのシシリーの言葉に、エリザベートは今までのシンの所業を思い出した。

　それは、辺り一面を吹き飛ばす魔法だったり、空を飛ぶ魔法だったり……。

　おおよそ人智を超えているとしか思えない魔法の数々。

　そのシンが独り言を呟くまで考え込んでいる。

　その事実にたどり着いたエリザベートは、一瞬で顔を真っ青にした。

「アアアアアアウグスト様！　すぐ！　今すぐシンさんを尋問するべきですわ！」

　ことの重大さにようやく気付いたエリザベートが、アウグストに提案する。

「……尋問は大おお袈げ裟さだが、事情は聞いておいた方がいいか……」

「そうですね。それとなく聞いてみましょう」

　たかだか独り言を呟いていただけで事情聴取。

　普通なら何を言っているのかと言われるところだが、今までの行いのせいで全く信用されていないシン。

　シシリーですら、事情を聞くべきだと反対しない。

　アウグストたちは、シンにそれとなく事情を聞くことにした。





　　　　◆






　ウチにオーグが遊びに来た。

　なぜかエリーを伴って。

「どうした？　もしかして、また変な誤解でもされたか？」

「いや、たまにはエリーも遊びに行きたいと言うのでな。一緒に連れてきただけだ」

「ふーん、そっか。エリーは二回目だっけ？　ウチ来るの」

　前は俺たちの誕生日に来たきりだから、随分と久しぶりだ。

「そそ、そうですわね！　久しぶりですわ！」

　……なんだろう、エリーが挙動不審だ。

「エ、エリーさんは遊びに来るとしたら私の家かマリアの家が多いですから！　男性の家に来るのは緊張しちゃうんですよね!?」

「そ、そうですわ！　お、お気になさらず！」

　シシリーの説明でなんとなく理解した。

　今までの言動からつい忘れがちだけど、エリーの家は公爵という貴族の最高位。

　準王家と言っていいお家柄だ。

　まさに純粋培養のお嬢様で、婚約者のオーグの家である王城以外、男の家になんて行ったことがないんだと思う。

　前に来たときはパーティーだったし、他にも客が大勢いたから大丈夫だったんだろうな。




　まあそれは分かるんだけど、男の家って言ったってオーグもいるし、色々と行動を共にしてきてるから、そこまで緊張しなくてもいいのにな。

「そっか。まあシシリーもいるし、そんなに緊張しなくてもいいんじゃない？」

「ええ！　緊張なんてしていませんわ！」

　いや、メッチャ緊張してんじゃん。

「エリーのことは気にしなくていい。ところで、今回のことはご苦労だったな」

「ん？　ああ、付与しなきゃいけない武器の数が多くてね……夢の中でも付与をしてたよ……」

　あれは本当に大変だった……。

「そ、そうか。まあ無事に付与ができたのならいいが……」

　今回、大量の付与を行うにあたって、付与転写機を作ったことはオーグやディスおじさんには話した。

　ディスおじさんは、自分たちが依頼したことだけに何も言わなかったけど、顔が引きつっていたのは分かった。

　オーグも、父親で国王でもあるディスおじさんが何も言わなかったので、何も言ってこない。

　まあ、緊急時だしな。

　それより、その話題を出すってことは、労いにでも来てくれたのだろうか？

「これで、兵士たちも災害級にまで至った魔物と対等に戦えるだろうが……」

　そこで言葉を切ったオーグは、俺をじっと見て話を続けた。

「……我々の方はどうなのだ？　シュトロームと対等に戦えるのだろうか？」

　やっぱりそこが気になるか。

「そうだな……一応色々と考えてはいるんだけど……」

　そう言ったところで、さっきから妙に緊張していたエリーがさらに硬直し、それだけでなくオーグやシシリーも緊張しだした。

「ど、どうした？」

「何でもない。それで？　何を考えているんだ？」

「そうだな……ちょっと聞きたいんだけど、オーグは魔法について考えたことはあるか？」

「当たり前だろう。どうすればお前のように魔法が使えるようになるのかと、日々考えている」

「いや、そうじゃなくて」

「……どういう意味だ？」

　そうじゃなくて、もっと根本的な部分というか……。

「魔法そのものについて考えたことは？」

「魔法そのもの？」

「ああ。なんで魔法なんてものがこの世にあるのか……とか」

　俺がそう言うと、三人は困惑の表情を浮かべ、お互いの顔を見合わせた。

「なんでと言われても困りますわね……そういうものでしょう？　私は魔法は使えませんけれども、魔道具が使えませんと困りますし」

「そうですね。生活の一部に魔法が深く入り込んでますから、昔から当たり前に使ってますね」

「なんだ？　そんなことを考えていたのか？」

　ここ最近、俺が考えていたこと。

　それは、魔法とはなんなのか？　そもそも魔力とはなんなのかということだ。

　これを考えるに至ったのは、魔法についてある疑問があったから。

　その疑問とは、オーグたちの魔法の考え方にあった。

「オーグたちはさ、じいちゃんの魔法鍛錬法を聞くまで、詠唱を工夫して魔法を使ってたって言ってたよな？」

「そうだな。今考えると、安易で間違った考えだと痛いほど分かる」

「……それが、あながち間違いでもないかもしれないんだよな」

「なに？」

　俺が感じていた疑問。

「よく考えてみろよ。オーグは、あまり魔力制御の鍛錬はしていなかったって言ってたよな？　でも詠唱によってそこそこの魔法は使えてた」

「ああ、そうだが」

「なんで？」

「なんでって……どういう意味だ？」

　オーグたちは、じいちゃんから魔法の正式な鍛錬法を聞き、俺から科学的な魔法のイメージを教わることで飛躍的に魔法の実力を上げた。

　それまで、そんな鍛錬もしていなかったし知識もなかった。

　けど、そこそこ強力な魔法は使えていた。

　皆がじいちゃんの話に感銘を受けていたとき、俺は逆の意味で衝撃を受けていたんだ。

「なんで……魔力制御を鍛えないで、そこそことはいえ強力な魔法が使えた？」

「……確かに……なぜだ？」

「なんでと言われても……なんでですか？」

「私にはサッパリですわ」

　オーグは、何かに感付いたが答えが出ないモヤモヤした感じになってる。

　シシリーは全く分からない様子で、魔法が使えないエリーに至っては考えることもしていない。

「確かにそうじゃの」

「ああ……全く考えたこともなかったね……なんでだい？」

　俺の疑問に興味を持ったのか、爺さんとばあちゃんも話に加わってきた。

「マーリン殿やメリダ殿でも分かりませんか？」

「そうじゃな……ワシ等の時代は魔力制御を鍛え上げること、それをもって魔法を行使することと教わってきたからの」

「詠唱が主流になったときは、マーリンのお陰で安易な方法が流行っちまったと考えてはいたけど……確かにシンの言う通りだね」

『賢者』と言われる爺さんや、『導師』と言われるばあちゃんまで、そんなことは考えたことがないという。

「他の人たちは？　マリーカさんやスティーブさんも魔法使えるよね？」

「はい。家事を行う際に有用でございますから、多少の心得はございますけども……」

「私も、執事という立場ではございますが、有事の際には身を挺ていして主あるじをお守りするため、魔法による戦闘も行えます。ですが……」

「「なぜ詠唱をすることで強力な魔法が使えるのか、考えたこともございません」」

　他のメイドさんや執事さんも同じく頷いている。

　俺の疑問はまさにそこだ。

　昔、爺さんの魔法に憧れた人がいた。

　その人は、爺さんの魔法が使いたかったけど実力が足らずに使えなかった。

　そこで爺さんの魔法をイメージして詠唱したところ、同じような魔法が使えた。

　それが、魔法を使う際に詠唱が主流になった要因だと聞いた。

「ばあちゃん。昔、じいちゃんの魔法をイメージして詠唱を作った人って、じいちゃんほどの実力者だったの？」

「いや。名前を聞いたこともない人間だったね」

「ということは、じいちゃんほどの魔力制御はできてなかったってことだよね？」

「ああ。だけど、詠唱を工夫することで確かに同じような魔法を使ってたね……」

　そう、そこがおかしいんだ。

「なんで詠唱を工夫しただけで、自分の実力以上の魔法が使えるようになるのさ？」

「……参ったね、本当に根本的な疑問じゃないか。なんで今まで気付かなかったんだろうね……」

　俺の投げかけた疑問は、本当に誰も気が付いていなかったらしい。

　昔いた転生者たちの時代は、詠唱主流の時代ではなかったのでこんな疑問すらなかったのだろう。

　だけど、その爺さんに憧れたという人が現れて以降、魔法界にある変化が生まれた。

　それが詠唱だ。

　その結果、どうしても拭えない疑問が出てきた。

「魔法はイメージだけで発動する。でも詠唱でも発動する。それはいいよ。だけど、実力以上の魔法が使えるのはやっぱりおかしいと思うんだ」

　オーグたちや爺さんばあちゃん以外にも、いつもは黙って俺たちを見守っているだけの使用人さんたちまで、隣にいる人同士で話をしたり、ちょっとした混乱が起こっている。

　それだけ、誰も気付いていなかったけど大きな問題だということだ。

「シン、そこまで問題提起するということは、それに関する答え、もしくは仮説でもいい、何か分かっていることがあるんじゃないのか？　だから独り言を呟くまで考え込んでいるのではないのか？」

「独り言？」

「シン君、最近独り言が多かったですよ？　だから何か重要なことを考えていると思っていたんですけど……」

「え？　マジで？　声に出てた？」

　ここのところ、ずっとそのことと新しい魔法のことばっかり考えてたからな。つい口に出てしまったんだろう。

　しかし、爺さんやばあちゃんを初めとする周りの人たちは、俺が独り言を言っていたことよりも、俺が何らかの結論を持っているのではないかというオーグの言葉に気を取られている。

　視線が早く教えろと言っているのが分かる。

「あー……まだ本当に仮説だし、実証もまだだよ？　それでもいい？」

「構わんよ。たとえどんなに突拍子もない仮説でも、魔法界に新たな風が吹くかもしれんからの」

「それに、シンのことだからある程度論理的な仮説なんだろう？　聞いて損なことなんかありゃしないさ」

　いまだに魔法の向上に意欲を燃やす爺さんと、妙なところは俺を信頼してくれているばあちゃんの後押しを受けて、ここ最近俺がずっと考えていた仮説を話す。

「魔法ってさ、この世界にある魔力を集めて制御して、イメージを作って発動するよね」

「そうじゃな。それが魔法じゃ」

　魔法の基本を話すと爺さんからの同意を得た。

「じゃあ……そもそもイメージって何？」

「何って……心に思い描いた事象……だろう？」

　俺の質問にオーグが答える。

「イメージは心に描いた事象……ということは、魔力は俺たちの『心』に反応しているってことだろ？」

「確かにそうだね。『心』に反応する……か。考えたこともなかったねえ……」

「シン君、凄いです。そんなこと考えてたんですね」

　ばあちゃんとシシリーが感心してくれている。

　その『心』に反応しているということが、この疑問を解消する上で必要なことなんじゃないかと思っている。

「話は変わるけどさ、言葉ってなんだと思う？」

「それはもちろん、自分の意思を相手に伝えるものですわ」

「急に当たり前のことを聞いてきたな。どうした？」
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　そう、言葉は自分の意思を相手に伝えるものだ。

　当たり前の事実に、エリーとオーグが急になにを言っているのかという表情になる。

　だけど、これが重要なんだ。

「その言葉ってさ、話す人によって受ける印象が違うことがないか？　例えば、情熱が伝わってきて感動するとか、話の内容が入ってこなくて眠くなるとか」

「確かにあるのう。ワシも学生の時分は先生の話が入ってこんくて、よく居眠りをしておったわ」

「アンタは不良学生だったからねえ」

「そ、それは今はエエじゃろ」

　ばあちゃんがメッチャ気になることを言っているけど、それは後回しだ。

「言葉に自分の『意思』を……『心』を込めて話すと相手にも伝わるよね？　だったら……」

　俺は、皆の顔を見渡して言った。

「『意思ある言葉』に魔力を込めたら……どうなる？」

　その言葉に、全員がハッとした顔をした。

　おそらく、コレが正解だろう。




『言こと霊だま』




　前世の日本ではよく耳にした言葉。

　言葉には力があり、口にしたことが現実のものとなる。

　なら、現実に魔法があるこの世界ならどうなる？

　それを偶然、爺さんに憧れた過去の魔法使いが実践してしまったんだろう。

　その結果、実力にそぐわない魔法も、言霊という力を得て発動してしまった。

「多分、それが詠唱。意思を込めた言葉自体に力があり、魔力制御が甘くても言葉の力によって魔法が発動された。これが実力に釣り合わない魔法が使えたカラクリだと思う……んだけど、どうかな？」

　そう言って皆を見渡すと一様に驚きの表情を見せていた。

「よく……よくその結論に行きついたね……そうか、意思ある言葉かい……」

「……イメージとは……心に浮かんだことだけを指すものと思っておった……言葉は、そのイメージを補完するためのものだとばかり……」

「言葉そのものに力が込められている……か。確かにその通りだ」

「やっぱりシン君は凄いです……」

「シンさんって、一体どんな頭をしていますの？」

　口々に感心の声が上がる中で、エリーの評価だけおかしい。

　というか、皆が気付かないのも無理はない。

　言霊という概念自体が日本独特のもので、外国語には翻訳できないと聞いたことがある。

　それが全く別の世界となれば尚更だ。

　言葉に力が込められているなど考えもつかないだろう。

　使用人さんたちも、皆感心したような顔をしている。

　しかし、先ほどおかしな評価を下してくれたエリーだけは、イマイチ納得できない表情をしている。

「詠唱をしたら実力以上の魔法が使えるということは、今使える魔法の威力はもっと上がるのでしょう？　なら全て詠唱をした方がいいのではなくて？」

　魔法が使えないエリーならではの疑問だな。

「良し悪しなんだよ。使う目的が完璧に決まっているものなら、詠唱して魔法を発動させた方が威力は上がると思う。例えば、土木工事とかね」

「やっぱり威力は上がるのでしょう？　なら……」

「ところが、これが戦闘となると、そうはいかないんだ」

「戦闘？」

　エリーは戦闘にも関わりがないから、それも分からないらしい。

「詠唱によってこれから繰り出す魔法がバレる。しかも、言葉に出すことによって一つのイメージしかできないから軌道修正ができない……などだな」

「治癒魔法で治療しているときにも、予想外の怪我が見つかることがあります。そういうときは無詠唱でないと咄とつ嗟さに対応できないですね」

　オーグとシシリーがエリーに説明をしてあげると、エリーも納得したようだ。

　つまり、魔法自体の出力は上がるけれども応用が利かなくなってしまうのだ。

「それで良し悪しですか……使い方しだいで、良い結果も悪い結果も出ると」

「だからシンは、さっき『あながち間違いでもない』と言ったのだな」

「そういうこと。詠唱は悪じゃない。時と場合によっては非常に有用になることもあるんだ」

　これが、気が進まないけど検証しなきゃいけない事項、その一だ。

　今まで恥ずかしくて、詠唱なんて使ったことがない。

　でもそうも言っていられない。

　だから気は進まないけど、試さずに後悔はしたくないので試してみる。

　でも……やっぱり恥ずかしいなあ……。

「お前がまた魔法に関するとんでもない発見をしたことは分かった。だが、戦闘では使えないのだろう？　なぜシュトロームとの決戦の前に悩む必要がある？」

　おっと、オーグが鋭いところをツッコんできた。

　できればそこはスルーしてほしかったんだけどな。

「いやまあ色々と気になったから……」

「答えになっていないぞ。このタイミングで詠唱について考え出したということは……まさか戦闘で使う気か？」

　なんでオーグはこんなに鋭いんだろうな？

　まさにご指摘の通りだ。

「えーっと、一応そのつもり」

「バカな。一体何を考えて……」

　そこまで言ってオーグは動きを止めた。

「……お前まさか……詠唱でバレても問題ないほどの威力の魔法を使うつもりじゃ……」

「いや、それは……」

　オーグの言葉に上手く答えられない。

　確かに使うのが躊躇ためらわれるほどの威力の魔法を使おうと考えている。

　しかも、その詠唱の内容は、恐らくシュトロームには分からない。

　検証しなければいけない事項その二だ。

　けど、シュトロームが分からないと思う理由を、前世の知識を絡めずに説明しにくい。

　ここは誤ご魔ま化かすか。

「ちょっと分からないな。実験してないから」

　そう言うと、オーグは深い……肺の息を全て吐き出すような長い溜め息を吐いた。

「……これがシュトロームや魔人たちとの最終決戦前でなければ実験すら止めるところだが……今回は認めざるを得まい。だがいいか、これだけは約束しろ」

「なんだよ」

　約束？

「絶対に、世界を滅ぼすなよ」

「なっ……」

　なにを馬鹿なことをと言おうとしたけど、オーグは至極真剣な顔で、それ以外の皆の顔も真剣そのものだった。

　なので俺は、いつもみたいに叫んだりせず、オーグの言葉に答えた。

「分かってるよ。ちゃんとそうならないように実験するから」

　しばらくオーグに睨にらまれるが、ようやく納得してくれたのだろう、また長い溜め息を吐いた。

「まったく……頼もしいと感じればいいのか、またフォローに走り回らなければいけないと嘆くべきなのか……」

「ちょっと、シンさん。私とアウグスト様の時間を奪わないでくださいまし」

「はいはい。悪かったよ」

　オーグの言葉で、固かった空気が弛し緩かんした。

　そこでようやく肩の力が抜けた皆は、口々に話しだす。

「魔力は心に反応する……か。これは間違いないだろうね」

「そうじゃな。これならば治癒魔法が得意なものが攻撃魔法を苦手とするのも説明がつく」

「そうなの？」

　爺さんとばあちゃんは、今まで疑問にも思っていなかったが、言われてみると納得できるという事例を上げた。

「ああ、要は心の在りようさ。治癒魔法が得意な者は相手を傷つけることを恐れる者が多い。その心が反映しているんだろう。攻撃魔法の威力を鈍らせるんだろうね」

「好戦的なものほど攻撃魔法が得意なのもそういうことじゃろう」

　俺の仮説を切っ掛けに、賢者と導師と呼ばれる魔法のエキスパートには色々と思い当たることが多いらしい。

　口に出す様々な事柄に皆が揃って頷いている。

「あの、ということは治癒魔法とは優しい心に反応しているということですの？」

「そういうことさね」

「攻撃魔法は攻撃的な心に反応していると」

「そうじゃな。怒りに震えるとき、魔法の威力が上がるのもまた事実じゃ」

　魔法が使えないエリーにとっては、全てが新鮮に聞こえたのだろう。

　色んな心の在りようの際の効果を、矢継ぎ早に質問している。

　それに爺さんとばあちゃんが答えているのだけれど、一つ答えられない質問があった。

　それは……。

「では……深い悲しみや憎しみを感じたときは、どう反応するんですの？」

　その質問には、爺さんもばあちゃんも、もちろん俺も……誰も答えることができなかった。





　　　　◆






「ほえぇ、詠唱にそんな効果があったんだ!?」

「知らなかった」

　Ｓクラスの皆に同じ話をした際の、アリスとリンの反応だ。

　このクラスの中で、話を聞いていたのはオーグとシシリーだけだし、一応有用な話ではあるので皆に知らせておこうということにしたのだ。

　ちなみにオーグの発案です。

　この、詠唱により少ない魔力でも高度な魔法が使えるという事実は、使い道が限定的で、なにより戦闘時にあまり活用されないということから、一般にも公開されることになった。

　実はあのあと、この話をアールスハイド魔法学術院に持ち込んだのだが、そのときの研究員さんたちの顔が面白かった。

　驚いて、呆けて、そのあと興奮しだしたのだ。

　そして、魔法学術院からの発表の前に、チームの皆に発表したというわけだ。

「魔力は心に反応する……魔法に一番大事なのはイメージだと昔から言われているのに、気が付かなかったなんて……」

　トールは今まで気が付かなかったことに、ちょっと悔しそうな顔をしていた。

「それにしても、シンの頭の中はどうなっているんだい？」

「そうで御ご座ざるな。攻撃魔法はまさに規格外で御座るし……」

「魔道具は意味不明だしぃ」

「世界の謎だった魔石の生成も解明したッスね」

　トニーが呆れながら言った言葉に、ユリウス、ユーリ、マークが賛同した。

　皆、同じような呆れ顔だ。

　な、なんだよう。

　皆からの褒めてるんだか貶してるんだか分からない言葉に微妙な気持ちになっていると、昨日説明を聞いていたオーグから別角度の質問が飛んできた。

「そもそも、今回のこの話は、当たり前すぎて皆が疑問にすら思っていなかったことだ。シン、お前いつから疑問に思っていた？」

　いつから？

　いつからって言われると最初からなんだけど……それを言ったら、また変な顔されそうだ。

　ここは少し誤魔化すか。

「えーっと……じいちゃんに魔法を教えてもらったときかな？」

「なっ、なんだと!?　お前、確か初めて魔法を使ったのは三歳のときだと言っていなかったか!?」

　あ、しまった。

　初めて魔法を使ったのって三歳のときだった！

　こうなったら、このまま誤魔化すしかない。

「え、あー……そ、そう。凄く不思議だったんだよ。魔法はイメージだけで発動するのに、なんで詠唱なんてする人がいるんだろうって」

「……天才の発想は我々には理解できんな。三歳の頃の記憶などほとんどないが、魔法や魔道具に関して疑問を持ったことなど一度もない」

「私、三歳だったら記憶すらありませんよ？　一番古い記憶が四歳くらいです。五歳のお披露目会あたりからよく覚えてますけど……」

　お？　なんか、うまい具合に勝手に勘違いしてくれてるのか？

　オーグとマリアが、呆れ気味ながらも自分の中で折り合いをつけてくれたようだ。

「シン君にとって、この世界は不思議に満ち溢れてるんですね。私、そんなこと考えたこともなかったです」

「そうですね。この疑問を感じる能力こそ、ウォルフォード君の凄さの本質じゃないかと思い始めました」

　最近妙に仲がいいシシリーとオリビアは、素直に感心してくれているようだ。

　そんなシシリーとオリビアに癒されていると、最初に感心したあと、何かを考える素振りを見せていたアリスから質問があった。

「ねえねえ、シン君！　魔力が自分の心に反応してるってことは、自分の思い通りになるってことだよね!?」

「まあ、そう言われればそうかな？」

「なるほど！　分かったよ！」

　何かを理解した様子のアリスが、また考える素振りを見せたあと、魔力を集め始めた。

　おい！　ここ教室だぞ!?

　結構な量の魔力を集めてるけど大丈夫か!?

　そう思った次の瞬間、アリスが何やら詠唱を始めた。

『我は求める！　我の心とお腹を満たすべく、甘美にして甘味なるケーキをここに創り出せ！』

　……おい。

『スイーツ!!』

　アリスのその意思ある言葉と共に、霧散していく魔力。

　っていうか、詠唱している段階から霧散し始めてたよな？

　魔力が完全に霧散し、辺りには重苦しい沈黙がおりる。

　呆れているのか、笑いを堪えているのか。

　誰一人言葉を発しようとしない。

　そんな中、一人真っ赤になったアリスがキッと俺のことを睨んだ。

　恥を掻いたことの八つ当たりか？

「シン君の噓つき!!　こんなに心から欲してるのに、ケーキが出てこないじゃない!!」

「アホか!!　そんなもん出てくるわけないだろ!!」

　八つ当たりかと思ったら、まさかのマジギレだった。

　心に反応するって、そういうことじゃないんだよ！

「アリス……」

「なに？　リン」

「……バーカ」

「ムキャー！」

　リンとアリスの追いかけっこが始まった。

　確かにアリスの行動はアホ以外のなにものでもないけど、おかげで一つ分かったことがある。

　それは、魔法では物体を作り出すことはできないということだ。

　いや、正確には『物体のような複雑な物は簡単に具現化できない』って言った方がいいかな？

　恐らく魔力とは、この世界の大気中に充満する精神感応性の高い物質。

　その物質が俺たちの心に反応し、イメージした結果に合わせてその『質』を変容させるものだと推測している。

　ここで注目なのが、変容するのが『質』だけだということ。

　物体は、色んな要素が絡まり合って構成されているので、質だけ変えても物体は具現化されない。

　そして、その『質』を変容させずに結晶化したものが『魔石』なのだろう。

　透明な石のような見た目から『魔石』と呼ばれているけど、本来なら『魔力結晶』と言った方が自然なんだろうな。

　とまあ、そんな仮説は立てていたんだけど、魔石生成以外の実証はしていなかった。

　だってねえ……。

　いくら実験とはいえ、魔法でケーキを創るとか、そんなアホみたいなことを実行するのには結構な勇気がいるものなので……。

　それが、先ほどのアリスの失敗により、ほぼ確証を得る結果になった。

　アリスは残念な子だけど……今の実験結果は大いに褒めていいところだろう。

　何をそんなに褒めているのかと、皆の追及が怖いのでやりませんけどね！

　そして、今の失敗したアリスの魔法だが、その中で一つ気になるところがあった。

「アリス」

「はぁはぁ、なに？」

　リンを追いかけまわして息切れしているアリスを呼び止め、さっきの魔法について聞いてみることにした。

「さっきの詠唱なんだけど、あれって自分で考えたのか？　それとも、なにか参考にした？」

「自分で考えたよ？」

「あの一瞬でか？」

「そう。でも、おかしいんだよね。今まで適当に作った詠唱でも失敗したことなかったのに、なんで今回は失敗したんだろ？」

　適当って……そんなんで発動すんのか？

　アリスの魔法が失敗した理由は分かっているので、それはスルーして詠唱について考える。

　詠唱は適当でもいい。

　そうか、元はイメージの補完として考えられていたって話だっけ。

　そんな曖あい昧まいな認識でも発動はするんだ。

　魔力って、本当に俺たちの心に直接反応しているんだな。

　そして、言葉とは自分のイメージをより明確にする効果が確かにあるみたいだ。

　そういうことなら……ちょっと試してみようかな。

「放課後、荒野に行ってみるか……」

　実験したいことがあるので、荒野に行こうかと考えていると、つい口に出してしまったようだ。

　皆がギョッとした顔をして一斉に俺を見た。

「なんだ？　今度は何をやらかすつもりだ？」

「ウ、ウ、ウォルフォード君！　本当に、マジで！　世界を破滅させることだけは勘弁してください！」

　俺が何かやらかす前提のオーグも非道いけど、それ以上にオリビアが非道い。

　世界を救うための戦いに挑もうっていうのに、その前に壊してどうするよ！

「別に何もやらかさないし、世界を破滅させたりもしないよ！　ただちょっと実験したいことができたんだよ！」

「実験？　ならメリダ様にも報告しなくちゃ」

「あ、そうだったねマリア。シン君、実験はお婆様立ち合いでないと怒られちゃいますよ？」

　シシリーの言う通り、実験にはばあちゃんの立ち合いもいるか。

　なら、放課後は直接荒野に行くんではなくて、一旦家に帰ってからになるな。

　放課後の予定が決まり、どういう感じの実験にしようかと考えていると、アリスに思考を中断させられた。

「ねえ、なんでケーキが出てこなかったの？　ねえ、シン君、なんで!?」

　まだ諦めてなかったのかよ!?

　とりあず、物体は複雑だから無理とか、適当な理由を説明しておいた。

　信じたのでそれ以上説明するのは止めた。

　もっと細かく説明してもいいけど、なんでそんなことを知っているのか、そっちが説明できないからね。




　そして迎えた放課後。

　一度家に戻り、お目付け役のばあちゃんだけでなく、俺のやることに興きよう味み津しん々しんの爺さんも連れて荒野にやってきた。

　ばあちゃんは、すでにこめかみと胃のあたりを押さえている。

「アンタの魔法実験に付き合ってこの場所を訪れる度に、胃が痛くなるよ……」

「小心者の婆さんじゃな。ワシなんぞ、今度はシンが何を見せてくれるのか楽しみでならんわい」

「アンタがそんなんだからシンがこんなことになったんだよ！」

　あ、初めて魔法を披露したときの再現だな。

　爺さんがばあちゃんに締め上げられてる。

「ねえ、二人とも。じゃれ合ってないで、そろそろ始めていい？」

「「じゃれ合ってない!!」」

「息ぴったりじゃん」

　こんなに息が合っているのに何を言ってんだか。

「……相変わらず、あのお二人の喧嘩は止められる自信がないのだが……」

「さすがは身内ですね。ああもアッサリとお二人の喧嘩を止めてしまうとは」

　オーグとトールから、予想しない賛辞が寄せられた。

　そこを褒められても嬉しくないから。

　それはともかく実験だ。

「えーっと、まずは……」

　魔法を起動するために魔力を集める。

　その量は……極小。

　魔法使いとして、魔法を発動させることができるギリギリだ。

「これはまた……今までとは逆の展開だね」

「フム。何をするつもりなんじゃ？」

　爺さんと婆ちゃんの会話を聞きながらも返事はできない。

　これから行うことに対しての、緊張と集中が半端じゃなかったからだ。

　今から行うのは詠唱の実験。

　ただし、今まで一度も詠んだことがない詠唱を、今更作るというのも無理な話。

　そこでヒントになったのが、先日のアリスの詠唱だ。

　魔法そのものは失敗したけれど、詠唱についての考え方を聞けた。

　詠唱の定義がそこまで厳密でないのなら、あまり恥ずかしくない方法でも発動するのではないかと考えたのだ。

「じゃあ、いくよ」

　試してみるのは火の魔法。

　以前、魔法学院の入試で見たような詠唱は、恥ずかしくてやりたくない。

　だけど、これなら……。

『着火』

　その一言で、僅かに集めた魔力が反応して火種ができた。

『燃焼促進』

　火種に可燃性の物質を加えるように言葉を発すると、火種は劇的に大きくなった。

『範囲指定』

　そして忘れちゃいけない、魔法効果範囲の指定。

『発射』

　最後に発動の言葉を発すると、大きくなった火の玉が発射された。

　着弾した火の玉は、後ろと左右には効果を及ぼさず、前方にのみその威力を解放した。

　その着弾した場所を見てみると……。

「おお……スゲエな……」

　ごく少量の魔力だけで魔法を放ったというのに、初めてディスおじさんたちに魔法をお披ひ露ろ目めしたときと同じくらいのクレーターができている。

「詠唱ってすごいな」

　そう言いながら皆の方を振り返ると……呆れるでも怖がるでもなく、微妙な顔をしていた。

　なんで？

「シン、お前、詠唱って……」

「なんか違う！　なんか違うよ、シン君!!」

「そうですよ！　詠唱っていうのは、もっとこう……詩的というかなんというか……」

　オーグは困惑している様子で、アリスはちょっと怒っているし、オリビアは詠唱とはもっと詩的なものだと訴えかけてくる。

　えー、だからその詩的な詠唱をしたくなかったんだって。

　詩的な詠唱をしたくなかった俺は、一つ一つの現象を口に出してみることにした。

　その結果が、さっきのオリジナル詠唱だ。

　……いや、正直あれを詠唱と言っていいとは思ってないよ？

　でも、詩的に言っても事務的に言っても効果は変わらないんだったら、俺は事務的に言う方を選ぶ。

「まあいいじゃん。結果は同じなんだからさ。それに実戦では長い詠唱は使えないしね」

　実験した結果、やっぱり詠唱は戦闘では使えないと思った。

　前から指摘がある通りに、起動する魔法がすごく限定されてしまい応用が利かない。

　それに、今の実験で新たに分かったけど、起動までに時間がかかる。

　もし詠唱を使うとしたら、長距離からの攻撃に使うしかない。

　そんなことを説明すると、リンからある提案があった。

「なら、魔都を囲っている壁の上から、魔都に向かって魔法を放てばいい」

　リンの提案に、俺以外の皆は複雑な表情を浮かべている。

　この世界の戦争は、まず初めに互いに魔法を撃ち合い、そのあとに軍隊同士が衝突するのが主で、そこに色々な搦からめ手は存在するけれども、長距離から魔法によって一方的に攻撃することは、卑怯というかなんというか、そんな感じで取られてしまう。

　なので、皆はそれが有効な手段だとは思いつつも、どうしても卑怯な手段という思いがよぎり、結果複雑な表情に表れてしまったのだが、俺は違う。

　安全な位置からの超長距離遠隔爆撃とか前世では普通だったし、地上戦は泥沼化するという認識がある。

　なので、心情的にはリンの意見に賛成なのだが、とある理由でそれは却下せざるを得ない。

「確かにいい手なんだけど……それはできない」

「なんで？　やっぱり卑怯？」

　リンもこれが卑怯な手段だという自覚はあるんだろう。却下された理由を、卑怯だからだと思っている。

「いい手だって言ったろ？　その攻撃手段自体は間違ってないと思う。でも……」

「でも、なんだ？」

　言い淀んだ俺に、オーグが先を話せとせっついてくる。

「生半可な魔法じゃ、シュトロームに勘付かれて防御されると思う。となると、それを超える魔法を放たなきゃいけないんだけど……」

　そう言って皆の顔を見ると、皆緊張した面持ちで俺を見ていた。

「……そんな超強力な魔法を遠距離から放つと……あの辺りのかなり広い範囲が、人の住めない土地になっちゃうぞ？」

「やっぱりこの話はなし。忘れてほしい」

　言い出しっぺのリンが、即座に自分の案を却下した。

　俺がリンの提案を実行した場合の被害を想像したのだろう、皆が青い顔をしている。

「先に話を聞いておいてよかったな。そうでなければ、シンにその作戦を依頼していた可能性もあった」

「そうですね。やはり魔都に侵攻し、直接魔人たちを討伐するしかないですね」

　オーグが、やれやれと溜め息を零しながら、事前に聞いておいてよかったと言い、トールは今回の戦闘の方針を確認した。

「じゃあ、もうちょっと練習しとこうかな」

「今度は何の魔法を試すつもりだ？」

「爆発魔法」

　俺がそう言った瞬間、皆が俺の周りから蜘蛛の子を散らすように、ジェットブーツまで起動して離れていき、自身と魔道具の両方の魔力障壁を展開した。

「いつでもいいぞ！」

「ドンと来い！」

「でもお手柔らかにいっ!!」

　オーグ、アリス、オリビアが、準備万端というべき状態で声をかけてきた。

　おい。

　さっき指向性の実験もしただろうがよ。

　どんだけ信用ないんだ？　俺。
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　シンが火の魔法に続いて爆発魔法を試そうとし、ワイワイ言い合っている光景を見ながら、メリダはポツリとあることを呟いた。

「あの子はいい友達を持ったねえ」

「本当にそうじゃな」

　メリダとマーリンは、感慨深そうな顔をしながらアウグストたちとじゃれあっているシンを見た。

「さっきの話を聞いても、変わらずにあの子と接してくれておる」

　シンは、リンの提案に対して、遠距離からシュトロームを倒せるほどの魔法を『使えない』のではなく『使わない』と答えた。

　それは即すなわち、シンが周囲数キロを壊滅させてしまう魔法を使うことができると告白したことになる。

　それでも、アウグストたちはそんな魔法が使えるシンを怖がることはせず、むしろ使わせなくてよかったと言った。

　そして、シンもアウグストたちに説明する際に、自分が広範囲殲せん滅めつ魔法を使えることを話すことを躊ちゆう躇ちよしなかった。

　シンも、皆のことを信頼し、怖がったりしないと確信していたからだ。

「あの子を魔法学院に入学させることは、期待もあったけど不安な部分も多かったからねえ。あの隔絶した力を怖がって、寄ってくる子がいないんじゃないかってね」

「ホッホ、ワシは確信しておったよ。シンはいい子じゃ。あんないい子を邪険にする者などおりはせんとな」

「フン、あとからならなんとでも言えるさね」

「なんじゃと？」

　そう言い合ったあと、しばらく睨み合っていたマーリンとメリダだったが、やがてお互いにフッと笑みをこぼした。

「まあ、そんな心配も過去の話じゃ。見てみい、あの楽しそうな様子を」

「可愛い婚約者まで見つけてきてねえ。アタシは曾ひ孫まごの顔が早く見たいよ」

「それもこれも……」

「ああ、この戦いに勝ってからの話さね」

「ウム、そうなれば」

「ああ、そうするかい？」

　先ほどまでの、楽しそうな様子の孫を見ている祖父母の笑顔から、歴戦の戦士の顔になる二人。

　そうして、お互いの顔を見合っていると……。

「「っ!!」」

　思わずお互いに首を竦すくめてしまうほどの大音量が響き渡った。

「な、なんじゃ!?」

「一体、何事だい!?」

　二人が視線を向けた先には『ヤベッ』という顔をしてこちらを向いているシンがいた。

　恐らく、続けて行った爆発魔法の詠唱実験で、魔力の加減を間違えたのだろう。

　マーリンとメリダを驚かせるほどの大爆発を起こしてしまったのだ。

　せっかくのシリアスなシーンを台無しにされたことと、また無茶苦茶なことをしでかしたシンに対して、メリダの怒りが爆発した。

「シン!!　本当にこの子は!!」

「わあっ！　ゴメン、ばあちゃん!!」

「これっ！　お待ちぃっ!!」

　逃げるシンと追いかけていくメリダ。

　その二人を見ながら、マーリンはやれやれといった風に肩を竦めた。

　そして、先ほどメリダと確認し合ったことを考えた。

「さて、ディセウムになんと言おうかの」

　そう呟きながら、メリダに説教をされているシンを見つめていた。
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「ほ、本当ですか？」

　アールスハイド王国王城にて、国王であるディセウムが、王城を訪れてきたマーリンとメリダに対して驚きの声をあげる。

「うむ。この戦に万が一敗れるようなことがあれば、世界は終わりを迎えるじゃろう」

「だったら、若い者に任せるとか言ってないで、出せる戦力は全部出した方がいいと思ってね」

　マーリンとメリダは、もう間もなく開戦される魔人オリバー＝シュトロームとの最終決戦に向け、ある提案をしにきていた。

　その提案とは……。

「マーリン殿とメリダ師が此こ度たびの決戦に参加してくださるとなれば、戦力増強の点でも、兵士たちの士気向上の点でも、非常に大きな意味があります」

　マーリンとメリダの二人も、シュトロームとの最終決戦に参加するというものだった。

「ホッホ。まあワシ等の動機は不純なんじゃがの」

「そうだねえ。絶対に負けられない、負けたくない理由が……」

　そう言ったメリダはフッと微笑ほほえみ。

「曾ひ孫まごの顔が見たい、だからねえ」

「ひ、曾孫ですか……」

　マーリンとメリダの孫であるシンと、その婚約者であるシシリー。

　二人は非常に仲なか睦むつまじく、この人類存亡の危機がなければ、すでにシシリーが妊にん娠しんしていてもおかしくないほどイチャイチャしている。

　だが、人類史上最強の魔法使いであるシンはともかく、その婚約者であるシシリーの実力ですら、人類の中で上から数えた方が早い位置にいる。

　そんな実力を持つ魔法使いが戦場に出られないのは大きな戦力ダウンであり、世間は納得しないだろう。

　なので、この戦いが終わるまでは、シンとシシリーの子供……すなわちマーリンとメリダの曾孫の顔を見ることは叶わない。

　なにより、この戦いに敗れれば、人類自体の存亡に関わる。

　曾孫の顔が見たいがために、この戦いに絶対に負けたくないマーリンとメリダは、この期に及んで出し惜しみなどしている場合ではないと、自身の参戦を決めたのだ。

「こうなると、ミッシェルにも声をかけておくかの」

「そうだね。最近は弟子の稽けい古こばっかりで実戦から遠のいてるだろうしね」

　人類の存亡を懸けた戦いに挑もうというのに、マーリンとメリダには気負いが感じられない。

　ちょっとピクニックにでも誘おうかという気軽さで、元騎士団総長であるミッシェルにも声をかけようかと相談している。

　そんな二人を、ディセウムは懐かしそうな顔で見ていた。

「すっかり、好こう々こう爺やになったかと思っていたのですが、戦闘となると相変わらずですな、マーリン殿」

「ム？　どういう意味じゃ？」

「なんだい、気付いてないのかい？」

「だから何が？」

　ディセウムとメリダに指摘されたマーリンは、二人が何を言っているのか全く分からない。

　そんなマーリンを見て、メリダとディセウムは苦笑した。

「アンタ、笑ってるよ」

「その顔、昔はよく見ましたな。獰どう猛もうで、戦いを楽しみにしている狩人の顔です」

「ムム、そうじゃったか」

　二人の指摘に思わず顔をさするマーリン。

　全盛期に比べれば肉体的な衰おとろえはあろうが、シンに刺激を受け、魔法的にはさらなる進歩を遂げているマーリン。

　この二人の参戦を発表したら、兵士たちがどのような反応をするのか。

　年甲斐もなく、ワクワクしているディセウムであった。
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「ええ!?　じいちゃんとばあちゃんも参戦するの!?」

「ほ、本当ですか!?」

　王城に行っていた爺さんとばあちゃんが帰ってくるなり、衝撃の告白を受けた。

　なんと、今度のシュトロームとの最終決戦に、爺さんとばあちゃんも参戦するというのだ。

「なんだい、アタシらが戦っちゃいけないってのかい？」

「い、いや、そんなことは思ってないけど……急にどうしたのさ？」

　これまで、爺さんとばあちゃんは若い者の戦いに年寄りが首を突っ込むべきではないと、俺たちが魔人を相手に戦っているときでも参戦することはなかった。

　まあ……一度討伐し損ねた魔人がアールスハイドに迫ったときは尻拭いをしてもらったけど……。

　こうして戦いに積極的に参加することは、今までなかった。

「ウム、今度の戦い、魔人の全勢力との全面戦争じゃろう？」

「そうだね」

「つまり、この戦いが最後の戦いなわけだろ？」

「まあ、そうだね」

「もし、もしもだよ、万が一アンタたちが敗れるようなことがあれば……」

「そのときは、人類の終わりじゃろうな」

　そう。今度の戦いに、各国はそれぞれの最大戦力を投入する。

　絶対に負けられない戦い。

　そのために、バイブレーションソードまで貸し出した。

　その人類の最大戦力が敗れるようなことがあれば、人類に魔人を止める手立てはもうない。

　俺たちが負ける。それはイコール人類の終しゆう焉えんを指す。

　それは分かっているんだけど……。

「けど、お爺様もお婆様も、これまでは『今の世界の問題は今の世代が解決すべきだ』と不干渉を貫いてこられましたよね？　どうして急に？」

　そう、シシリーが指摘する通りそれが分からない。

「なに、今の世界問題を今の世代が解決すべきだという考えに変わりはないのじゃがの」

「今までは、シンの力があればそうそう負けることなんかありゃしないと思っていたんだけどね。今度の相手はそうはいかないだろう？」

　確かに、今度の戦いの最大の敵、シュトロームに関しては、絶対に勝てるとは言い切れない。

　それに今度の魔人たちは、今まで相手にしてきた魔人と様子が違う。

　俺がいないときに相対したオーグたちが負けかけたほどだ。

「もし、アンタが負けてごらん。アタシたちは、とんでもない後悔に苛さいなまれることになる」

「ならば、傍ぼう観かんして後悔するより、いっそのこと参戦してしまおうと考えての」

「後悔先に立たずって言うしね」

　その可能性があるなら、後悔する道は選ばないということか。

「それにのう……」

「まだあんの？」

　今の説明でもある程度納得したんだけど、爺さんにはまだ理由があるらしい。

「今までは、若い者が問題を解決すべきと手を引いておったが、正直身体が疼うずいてのう」

「我慢してた分、暴れたいのさ」

「とんでもない理由だ!?」

　え？　なに？　二人とも実は戦いたいの我慢してたの？

　うわ……爺さんの顔に、今まで見たことのない不敵な笑みが浮かんでる。

　いつもの好々爺はどこいった!?

「お爺様もお婆様も、やはり戦士なのですね。昔、本で読んだ通りです。さすがです！」

「え？」

　俺は、好戦的な爺さんとばあちゃんに心底驚いたのだが、シシリーはそうではなかったらしい。

　二人を見て、瞳をキラキラとさせている。

　そしてそれは、シシリーだけではなかった。

「おお、大旦那様、大奥様……英雄が……英雄がお戻りになられた！」

「ああ、なんと素敵なことなのでしょう！」

　執事長のスティーブさんも、メイド長のマリーカさんも、尊敬と憧れの籠こもった目を向けている。

　ほかの使用人さんたちも同様だ。

　……ゴメン、身内はこのテンションについていけません。

　しかしまあ、皆のこのテンションの上がり具合を見ると、兵士さんたちも同じ反応をするだろう。

　むしろ、過去の英雄と一緒に戦えるとなると、さらに盛り上がるかも。

　そういう、士気を高めるという意味では、爺さんとばあちゃんが参加するだけでも意味はあるのかな。

　それはともかく、これだけは注意しとかないと。

「じいちゃん、ばあちゃん」

「ん？　なんじゃ？」

「どうしたんだい？」

「……張り切りすぎて、他の人の功績を横取りしちゃダメだよ？」

　そう釘を刺すと……。

「「……」」

　フイッと、二人揃って視線を外しやがった。

「ちょっと！　本気で大暴れするつもり!?」
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「まあ、それくらいでちょうどエエじゃろ」

「そうだね。アタシらは魔物の方をヤッとくから、アンタは魔人の方をしっかり頼んだよ。そんで……」

　大暴れすることを肯定した爺さんとばあちゃん。

　ばあちゃんの方は、まだ何か言いたいことがあるみたいで、俺とシシリーを交互に見て、ニヤッと笑った。

「勝って帰ってきたら、アタシらに曾孫の顔を見せるんだよ？　分かったね？」

「ちょっ！　な、なに言って!?」

　なんだよ、その死亡フラグっぽいの！　本気でやめてよ！

　俺は、ばあちゃんの言った言葉が死亡フラグに聞こえたので焦っていたが、シシリーの方はそれどころではなかったらしい。

「ひ、曾孫……シン君のこども……最初は男の子がいい？　それとも女の子？　やだ『最初は』だなんて……」

　シシリーは、俺の隣で何か妄想をしているのだろう、顔を赤く上気させながらクネクネしていた。

　……なんだろう……死亡フラグが回避されたような気がする……。

「と、とにかく、怪我とかしないでよ!?」

「ホッホ、ここ一年ほど王都におるから魔物は狩っとらんが、まあ大丈夫じゃろ」

「そうさね。魔物ごときに、アタシの防御魔法が抜かれるとは思えないね」

　またフラグっぽいこと言った！

　もういい加減にして！

　そう思って、隣のシシリーを見る。

「名前はどうしよう？　二人で考えるべき？　それともお爺様とお婆様の意見も聞いた方が……でも、やっぱり……」

　今度は、何かを真剣に考えながら妄想に耽ふけっているシシリーがいた。

　うん。

　なんとなく、またフラグを回避した気分になった。

　まあ、この二人ならよっぽどのことが起きても大丈夫だろう。

　災害級の魔物の群れの方は、爺さんとばあちゃんがいるなら殲せん滅めつも時間の問題だろうし。

　となると問題はやっぱり俺……ということになる。

　もう決戦まで日がない。

　そろそろ、アレ、試してみるか……。





　　　　◆






　シュトローム率いる魔人との最終決戦に、爺さんとばあちゃんが参戦することが決まった。それを兵士さんたちに告げたときの熱狂ぶりは相当凄かったらしい。

　さらに、爺さんたちは最前線の魔人討伐ではなく、兵士さんたちと共に魔物討伐に回ると聞き、本や舞台でしか見たことがない英雄と一緒に戦えるということでさらにその熱狂ぶりが加速したらしい。

　その知らせは、通信機を通して瞬く間に世界中に知れ渡ったそうだ。

　それにしても……。

「そんなに熱狂するようなことか？」

　学院に登校するなり、オーグから爺さんが参戦すると言ったときの兵士たちの様子を聞かされたのだが、正直その兵士たちの感覚が理解できない。

　そう思って聞いてみたら、オーグは不思議そうな顔をした。

「するだろう？　マーリン殿とメリダ殿だぞ？」

「だって、それって過去の栄光じゃん？　二人とも、もう結構な歳だぞ。そんな老人に大きな期待を寄せるって……」

　二人とも、はっきり言ってもう老人だ。

　それなのに、二人が参戦するというだけで、世界中が熱狂しているという。

　意味が分からん。

「過去の栄光って……シン、お前本気で言っているのか？」

「殿下、シン殿はお二人の本も舞台も見たことがないそうですから……」

「ああ。そうだったな」

「なんだよ。なに二人で納得してんだよ」

　オーグとトールは、俺が爺さんとばあちゃんの本や舞台を見たことがないからと納得したようだが、それでなにが納得できるんだ？

「確かに、お二人は老境に差し掛かっているかもしれないが、魔法使いだぞ？　年齢は関係ない」

「いや、それは分かるけど」

　魔法使いの強さに年齢も性別も関係ないのは分かっている。

　けど、戦場に出る以上体力は必要だろう。

「確かに魔法の実力は上がってるけど、今度の戦場って結構広いだろ？　俺、結構な範囲を壁で囲んだぞ？」

「……お二人を見ている限り、そんな心配は無用と思えるが……」

　……まあ、よく二人でじゃれ合ってるのを見ている限りは大丈夫そうだけど……。

「なんだかんだで家族だな、シン。大丈夫そうでも、祖父母が戦場に出るのは心配か？」

「当たり前だろ！」

　口では過去の栄光だとか老人だとか言ってるけど、本音は心配だから。

　そんな俺を見て、オーグは特に茶ちや化かすわけでもなく、諭さとすように語り掛けてきた。

「確かに、家族であるシンにとってはマーリン殿とメリダ殿はただの祖父母なんだろう。だが、他の者にとっては違うのだ」

「でも、実際は見られない確率の方が高いんじゃね？」

「それでもよ。希き代たいの英雄が一緒に戦ってくれている。それだけで士気が上がるには十分な理由ね」

　オーグとの会話を聞いていたマリアが、そう口を挟んできた。

「シン君、お爺様とお婆様が参戦なさると聞いたときの、マリーカさんたちの反応。あれが世間の反応ですよ。見たことがないものを見たいと思うのは当然です」

「シシリーも？」

「そうですね……お二人とは随分親しくさせて頂いてますけど、実際の戦闘は一度しか見たことがありませんから、見てみたいという気持ちもあります」

「そうなんだ」

「でも……」

「ん？」

「お二人とも、もう家族だと思っていますから。私も心配な気持ちの方が強いです」

　見てみたいけど、もう家族だと思ってるから戦場に出ることは心配だと。

　シシリーもそう思ってくれているんだな。

「それ、二人に言ってやればいいのに」

「言ったら泣かれちゃいました」

　もう実行済みだった。

　それにしても、そのときの状況が目に浮かぶな。

「じいちゃんはむせび泣いてて、ばあちゃんには抱き締められた？」

「見てたんですか？」

　シシリーが驚いてるけど、それくらい簡単に想像できる。

　爺さんとばあちゃんは、俺のことを英雄の孫という色いろ眼鏡めがねで見ず、シン＝ウォルフォードという個人に好意を向けてくれるシシリーのことを、相当に可愛がっている。

　そのシシリーから、英雄としての力を見せてほしいと言われるより、身体の心配をされたら……。

　あの二人ならそういう行動をとるだろうな。

　と、そんな会話をシシリーとしていると、周りから生温かい視線を向けられていることに気が付いた。

「シシリーってば、もうすっかりウォルフォード家の人なんだね！」

「もう、名前をシシリー＝ウォルフォードにすればいいのに」

「ア、アリスさん！　リンさん！　にゃ、にゃにお!?」

　アリスとリンにからかわれたシシリーが顔を真っ赤にしている。

　嚙んでる嚙んでる。

「でもぉ、もう違和感ないよぉ？」

「そうですね。私は賢者様と導師様の戦う姿が見られると喜んでいたんですけど、シシリーさんは身体の心配ですか……確かにもう家族同然ですね」

　ユーリとオリビアも異存ないようだ。

「あ、あの！　でも！　そういうのは式が終わってからの方が……」

「当たり前じゃない。なに本気にしてんのよ」

　赤くなりながらも、まんざらでもない様子のシシリーにマリアからのツッコミが入る。

「あ、あう……」

　シシリーは顔から湯気が出そうなほど真っ赤になっている。

　一般的には結婚式を挙げるかどうかは個人の自由なんだけど、有名になったシシリーが『シシリー＝ウォルフォード』になるには、この戦いに勝ち、エカテリーナ教皇さんに結婚式を執り行ってもらわないといけない。

「絶対に勝たなくちゃな……」

　女性陣からいじられながらも、ちょっと嬉しそうなシシリーを見ながら、思わずそう呟つぶやいた。

　すると、その呟きを聞いたオーグがさっきまでの真剣な顔とは違い、ニヤニヤしながらこっちを見ていた。

「な、なんだよ？」

「いや、いいんじゃないか？　女のために勝利を摑む。いかにも物語的じゃないか」

　物語？

　ま、まさか!?

「オ、オーグ……お前……まさか今の話を書籍化するつもりじゃ……」

　まさかという思いでそう聞いてみると……。

「フ、話題提供、感謝するぞ？」

「ああ！　やっぱりぃ！」

　ニヤニヤして近付いてきたのは、そういうことか！

　あの作家の書き方なら、見てるこっちが恥ずかしくなるようなシーンになるはずだ！

　うおお……俺は、なんて話題を提供してしまったんだ……。

「まあ、それはともかく」

「……ちっ、最近立ち直りが早くなってきたな。つまらん」

「おい！　まあ、それが話題になるかどうかも、この戦い次第なんだ。勝たないと……」

　さて、そろそろ例の切り札を試しておこうか。

　やらなきゃいけないのは分かっているけど、躊ちゆう躇ちよしている部分もある。

　本当にうまくいくのか？

　下手をすれば、シュトロームとの戦闘の前に俺が事故死するか、世界に大ダメージを与えかねない。

　でも、やらなきゃいけない。

（……覚悟決めるか）

　こればっかりはオーグに聞かれるわけにはいかないので口には出さない。

　誰にも聞かれないよう心の中で決心した。

　そうと決まれば、どこで実験をするのか決めないといけない。

　誰にも見られるわけにはいかないから相当離れないとな。

　決行場所は……。

　海だな。

　ずっと宙に浮いている必要があるけど、そのために浮遊魔法を並列起動していると集中力が乱れかねない。

　それ用の魔道具を作るか。

　浮遊魔法を付与するだけだから、わざわざビーン工房に頼む必要もない。

　なら……。

　決行は今夜。

　切り札の魔法を試す。

　これは、世界平和のために必要なこと。

　そう、自分自身に言い聞かせていた。





　　　　◆






　学院が終わったあと、いつものように家に来ていたシシリーも帰宅し、もうあとは就寝するだけとなった時間。

　部屋に戻った俺は、新しい靴を取り出し、『浮遊魔法』の付与を施した。

　それに魔石を取り付けて常時発動とした。

　あとは、爺さんとばあちゃんが寝るのを待つだけだ。

　そうして、時間が過ぎるのを待っていたとき……。

『チリンチリン』

　と、無線通信機の着信を告げる鈴が鳴った。

「もしもし？」

　こんな時間に誰だ？

　そう思って通信に出たのだが……。

『あ、シン君。寝てましたか？』

　かけてきたのはシシリーだった。

「いや、まだ起きてたよ」

『やっぱり……』

　やっぱり？

　どういうこ……。

『シン君……なにか危ないことをしようとしていませんか？』

「え？」

　ドキリとした。

　確かに、俺がしようとしている実験は、一つ間違えば命を落とす。

　それどころか、世界に甚大な傷痕を残すかもしれない。

　だから、シシリーには心配をかけないようにその実験をすることは言わず、それと悟られるような態度も取らないように注意していたはずだ。

　現に爺さんとばあちゃんは気付いていない。

　それなのに……。

「な、なんで？」

　急に言い当てられたので動揺し、少しどもってしまった。

『……少し待っていてください』

　シシリーはそう言って通信を切ると、すぐに俺の部屋にゲートを開いて現れた。

　その顔は、若干怒っている。

　そして、シシリーはある物に目を向けた。

「シン君、それはなんですか？」

「え？　あ！」

　しまった。

　さっき浮遊魔法を付与したばっかりの靴を隠すのを忘れてた。

「魔石が付いてます」

「あ、いや、これは」

　別に悪いことをしているわけではないのに、シシリーに黙っていたことで若干後ろめたい気持ちになる。

　すると、その様子を見てシシリーの雰囲気が硬くなるのが分かった。

「シン君……一体なにをしようとしていたんですか？」

　この質問の仕方から、俺が浮気をしているとかの変な誤解をしていないことは分かった。

　けど、隠し事をしていたのは見抜いたようで、なにをするつもりだったのかと問い詰められた。

　この期に及んでは下手に誤ご魔ま化かすと事態が悪化する可能性がある。

「……実は」

　俺は正直に、今からしようとしていることをシシリーに告げた。

　するとシシリーは、目を見開いたあと、じわりと涙を浮かべ始めた。

「え!?　シシリー!?」

「シン君の馬鹿！」

　どうしたのかと尋ねようとしたら、シシリーは怒鳴って、そのまま胸に飛び込んできた。

「そんな危ないことを一人でしようとしていたなんて！　もし万が一……万が一があったらどうするんですか!?」

　よほどショックだったらしい。

　シシリーは、今まで俺に見せたことがないくらいに怒り、泣きながら俺の胸をポカポカ叩いていた。

「シン君にもしものことがあったら！　人類の希望を失ったら皆さんはどうすればいいんですか！」

　そう言って怒るシシリーに、俺はなにも言えないでいた。

「シン君を失ったら……私はどうすればいいんですか……」

　最後は俺の胸に顔をつけてしゃくりあげ始めた。

　シシリーの言葉を聞いて、俺は初めて失敗したときのことを想像した。

　今回の実験のことは誰にも言っていない。

　もし万が一のことがあったら、俺はある日突然いなくなってしまったと思われるだろう。

　あれだけ親密だった婚約者のシシリーを置いて。

　間近に迫った魔人との決戦も放り出して。

　俺は自分だけの責任だと考えていたけど、シシリーのことを考えていなかった。

　腕の中で嗚お咽えつを漏らすシシリーを見ながら、俺はとてつもない後悔に苛まれた。

「ごめん……ごめん、シシリー」

「ふぅっ……ふぇっ」

「自分勝手だった……ごめんな」

「シン君……」

「でも……これは、やらなきゃいけないことなんだ」

　俺がそう言うと、シシリーは俺からそっと身体を離した。

「そんなこと分かってます！　そんな大事なことを、一人でコッソリやろうとしてたから怒ってるんです！」

　シシリーは頰を膨ふくらませ、顔を真っ赤にして涙目のまま俺を睨にらんできた。

　そりゃそうか。

　シシリーだって、危ないけど必要なことだってのは理解してる。

　怒ってるのは、誰にも相談しなかったことか……。

「……ごめん」

「そんなに私は……私たちは頼りないですか？」

「そ、そんなことない！」

　俺はただ、心配をかけたくなくて……。

「……私も行きます」

「え？」

　シシリーたちが頼りにならないなんてことはないと言いたかったのだが、自分も一緒に実験についていくと言い出した。

「行くって……」

「本当なら、皆さんにも来ていただきたかったところですけど……私だけでも一緒に行きます」

「な、なんで……」

「万が一のときは、私が全力でシン君を守ります」

「そ、それなら夜中だけど、皆も呼んだ方がいいんじゃ」

　自分勝手で、夜中に迷惑な話だけど、そういうことなら皆がいた方が……。

「……もしものことがあったら、魔人と戦える人たちは残っていた方がいいですから」

　そう言うシシリーの目には、断固たる決意が見えた。

　……本当に情けないな、俺は。

　俺は、シシリーのような考えは持ってなかった。

　前世の記憶があるし、今まで魔法の実験で大きな失敗をしたことがなかったから、今回も大丈夫だろうと、軽い気持ちでいた。

　だがシシリーは、そんな緩い俺の考えとは違い、命懸けで俺を守ると言った。

　俺は……そんな決死の覚悟はしていなかった。

　あのまま実験をし、成功していたら、俺は増長してしまっていたかもしれない。

　この魔法がある限り、負けるはずがないと。

　だけど、そんな考えでは勝てるものも勝てなくなっていたかもしれない。

　これはシシリーに気付かされたな。

「ごめん、シシリー。俺は……慢心していたみたいだ」

「シン君……」

「一緒に行こう。万が一の事態なんて起こらないように細心の注意を払う」

「はい！」

　そうと決まれば、シシリーの靴にも同様の付与をしないといけない。

　今履いている靴に『浮遊魔法』を付与し、魔石を取り付ける。

　今まで何度も同じ魔法で空を飛んでいるし、ジェットブーツも普段から使っているので、浮遊魔法が付与された靴も違和感なく使えている。

「それで、こんな装備まで用意してどこで実験をするつもりだったんですか？」

「ああ、それは……」

　俺はバルコニーの扉を開け、シシリーを伴ともない夜の空へ飛び立った。

　万が一に備えて、シシリーと魔法の実験に行く旨を記した書き置きを残して。




「この辺でいいかな？」

「こんな遠くまで……一体どんな魔法を試すつもりなんですか？」

　俺とシシリーは、夜の空を高速で飛び、海に出て更に沖まで来た。

　空には雲がかかっており、残念ながら満天の星とはいかなかったが。

「まあ見てて。それじゃあ……」

　シシリーからの質問だが、これから実験する魔法は説明しても理解できないと思ったので、実際に見てもらおうと魔法の準備をする。

　まず、魔力を集める。

　俺が制御できるギリギリまで……。

「こ、これは!?」

　今まで、限界ギリギリまで魔力を集めたことなんてない。

　その魔力量に、シシリーが驚いてるけど、ここで集中を切らすわけにはいかない。

　そして、意を決した俺は、考えていた呪文を唱える。

　そして……。

「行けえっ!!」

　俺は、空に向かってその魔法を解き放った。

　その魔法は空に一直線に放たれ、大音響をあげて炸さく裂れつした。
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　こちらに被害は一切ない。

　良かった、成功した。けど……。

「な、な、ななな」

「あ、あはは。ちょっと……威力が大きすぎたかな？」

　シシリーが空に浮かびながら、腰を抜かしそうになっている。

　まあ、無理もないかも。

　だって……。

　さっきまで空を覆っていた雲が、跡形もなく消し飛んじゃったからなあ……。
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　魔法の実験を終えた俺たちは、帰りはゲートで帰ってきた。

「これ、無駄になってよかったな」

　俺は、万が一のために残していた書き置きを魔法で焼き捨てた。

　そうしてシシリーの方を見ると、俺のベッドの上で腰を抜かしていた。

「シシリー、大丈夫？」

「シン君……」

　あれ？　なんかシシリー、怒ってない？

「ど、どうし……」

「あんなに凄まじい威力だなんて！」

　ああ、あの魔法の威力に驚いてしまったのか。

　アレは、俺も予想外の威力だったからな。

　まさか、空にかかっている雲を全て吹き飛ばすとは思わなかった。

「こわかった……こわかったです……」

　シシリーは、あの魔法を防ぐって言ってたけど、事前に言ってなかったのはやっぱりまずかったかも。

　シシリーはまだ小刻みに震えている。

「ちゃんと言っておくべきだったな。ごめんね」

「……許しません」

「え？」

　マジで？

　許してくれないの？

　そんなことを言われるのは初めてなので、どうしようかと思っていると。

「……ギュッてしてくれたら許してあげます」

　ぷくっと頰を膨らませてそう言うシシリー。

　その姿が可愛くて、すぐにシシリーを抱きしめた。

「ごめんね」

「……もっとギュッてしてください」

　シシリーのリクエストに応えて、抱きしめる力を強めた。

「もう一人で危ないことしないでください」

「うん。分かった」

「皆をもっと信頼してください」

「うん」

　大分落ち着いてきたかな？

　そう思って密着させていた身体を少し離し、シシリーに尋ねてみる。

「もう、許してくれる？」

　するとシシリーは、予想外の要求をしてきた。

「……キスしてくれたら許してあげます」

　ギュッてしたら許してくれるんじゃなかったの!?

　もちろんしますとも！

「シシリー……」

「シン君……」

　その日、シシリーは……。

　夜明け前にコッソリ帰っていった。





　　　　◆






　シンが、対シュトローム用の魔法を用意していたころ、アウグストたち他のアルティメット・マジシャンズの面々も、魔人たちに対抗すべく様々な対策を練っていた。

　先日、シュトローム配下の魔人と対戦した際に膠こう着ちやく状態に陥おちいってしまい、打開することができなかったからだ。

　世間からは英雄の集団だ、天才魔法士集団だともて囃はやされていても、実際の最前線では全くの役立たずだった。

　元々自分たちが天才だとは思っておらず、全てシンのお陰で力をつけたことを自覚しているアウグストたちであったが、本当に力を発はつ揮きしなければいけないところで全てシンに助けられたことは、彼らの心に深い悔かい恨こんの思いを残した。

　自分たちが世界を救うのだと思い上がっていたとは思わないが、期待されていたのにその期待を裏切った。

　アウグストたちの心には、その思いがあった。

　なので、来きたる魔人たちとの最終決戦に向けて、アウグストはアルティメット・マジシャンズに個別に魔人と戦える術を身に付けるように申し付けた。

　それはもちろん、命じたアウグスト本人も同様である。

　だが、魔人たちとの決戦までたった一ヶ月。

　そんな中で魔人に対抗するにはアイデアで勝負するしかない。

　そしてアウグストには、そのアイデアがあった。

「本気ですか、殿下？」

「シン殿以外にそんなことができる者がいるとは思えんで御ご座ざるが……」

　アウグストのアイデアを聞いたトールとユリウスの感想である。

「なに。シンができるんだ。私にだってできないわけはないだろう？」

「それは……シン殿という事例があるので不可能ではないでしょうけど……」

　アウグストの言葉に一応の理解を示すものの、トールにはアウグストがしようとしていることがとても困難なものに思えた。

「確かに困難だろうがな。皆にああ言った手前、私はこれくらいできていないと示しがつかんからな」

　アウグストの言葉に、意思は固そうだと思ったトールはそれ以上の追及をやめた。

「はぁ……自ら進んで困難な道を歩きたがる癖はどうしようもないですね」

「まあ、それでこそ殿下で御座るからな。それより、拙せつ者しやたちはどうしたらよいで御座ろうか？」

「そうですねえ……」

　アウグストは自分の目標ができた。

　だが、トールとユリウスには魔人に対抗できるほどのアイデアが出てこない。

　そんな悩める二人に、アウグストから提案があった。

「魔人の方から一方的に戦闘を申し込まれたんだ。律りち儀ぎに一対一で戦う必要などないだろ？」

　その言葉にトールとユリウスはハッとし、お互いの顔を見合わせた。

「そうですね。二人で組みますか」

「そうと決まれば、これからは連携の訓練をするで御座る」

　二人の方針も決まったのだが、アウグストが一つ懸け念ねんを告げた。

「二人で連携するのはいいのだがな。ユリウス、お前、最近剣は振っているか？」

　問われたユリウスは、少し困った顔をした。

「それが……今拙者は高等魔法学院の生徒で御座るし、アルティメット『マジシャンズ』の一員で御座るから……魔法の練習のみで剣は久しく……」

「なら、鈍った剣技で対抗するよりもっといい方法があるだろう？」

「もっといい方法……で御座りますか？」

　ユリウスが困惑する中、アウグストはニヤッと笑った。

「あるではないか、お前の得意魔法が」

「得意魔法……」

　ここでユリウスは、自分が高等魔法学院に合格できた理由を思い出した。

「それを最大限生かせる武器で戦った方がいいんじゃないか？」

「確かに……殿下、ありがとう御座りまする。これで拙者の行くべき道が見えたで御座る！」

「そうか。なら良かった」

「トール！　修行の前に行きたいところができたで御座る！　付き合ってもらって構わんか？」

「それは構いませんけど、どこに行くつもりです？」

「それはもちろん、ビーン工房で御座る！」

　こうしてアウグストは新しい魔法の訓練に、そして新武器をビーン工房で調達したユリウスはトールとの連携訓練に日々を費やした。

　そして数日が経過したある日、この日もアルティメット・マジシャンズの練習場にアウグストたち三人が集まっていた。

「殿下、例の訓練の調子はいかがですか？」

「ああ。概ね習得できたと思う。見てみるか」

　アウグストはそう言うと、訓練の成果を二人に見せた。

　その魔法を直接見たトールは、王族への世辞ではなく心から感心した。

「凄いですね……まさか本当に習得できるとは思っていませんでした」

「拙者も、正直無理ではないかと思っていたで御座る」

「そうか？　コツさえ摑めば案外簡単にできたぞ？」

　そういうアウグストを見て、普段はシンの非常識さに隠れているがアウグストも十分天才と呼ばれる人物なのを改めて実感した。

「そういう二人はどうなのだ？　訓練の成果はあったのか？」

「はい。新しい武器が相当ユリウスと相性がいいようで、かなり捗りました」

「正直、実家が騎士家系であったもので、武器といえば剣だと思い込んでいたで御座る。今はこの武器がなにより馴染んでいるで御座る」

「そうか、それは良かった。これで我々の方はなんとかなったな」

「はい。ギリギリでしたけど……」

　自分たちの訓練が順調にいっているので、今度は他のメンバーたちの動向が気になり始めた三人は、他の者たちがどういった結論を出してくるのかという予想をし始めた。

　その中で一人、どうしても気になる存在がいた。

「そういえば……シンの奴も切り札になる魔法を実験するとか言っていたな」

　アウグストがその気になる存在について語ると、トールとユリウスは苦笑しか浮かべることができなかった。

「そういえば、ヒューズが長距離からの超強力魔法による殲滅を提案したとき、できなくはないと言っていたな……」

「地形が変わるとか……」

「人が住めなくなるとも言っていたで御座る」

　と、そこまで言ったところで無言で顔を見合わせる三人。

「本当に心配になってきたな……」

「あの発言も、自重を覚えたと見ていいと思うのですが……」

「シン殿で御座るからなあ……」

【しんはじちょうをおぼえた】

　そう信じたいが、どうにも不安なアウグストたちであった。
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「父さん、お願いがあるんだけど」

「なんだトニー。お前が今更私にお願いなんて」

「そうねえ。稼ぎも地位も、あなたよりも上になってしまったものねえ」

「お前……」

「あ、あはは……」

「で？　一体どうしたのだ？」

「僕に……稽けい古こをつけてほしい」

　王都内にあるトニーの自宅。

　そこでトニーは、父であり現役の騎士である父に、稽古のお願いをしていた。

「稽古？　剣の稽古か？　なぜ今更」

「ああ、まあ、そう思うよね。僕、魔法学院を選んだし……」

「ああ、いや。言い方が悪かったな。お前はすでに魔法使いとして尋常ではない力を身につけているではないか。そこまで魔法を極めたのなら、私はもうとやかく言わんよ。それなのに、なぜまた剣の稽古がしたいと言うのだ？」

「……その魔法がね、通じない相手がいたんだよ」

　そう悔しそうに呟くトニーを見て、トニーの父は気が付く。

「……新たな魔人……か？」

「そう。先に討伐した魔人たちは元平民。戦う術を知らない者たちばかりだったんだ。ところが、今度出てきた魔人は……」

「戦闘経験のある魔人だった？」

「その通り。お陰であのとき、全員魔人に翻ほん弄ろうされちゃってね……シンが間に合わなければ、僕たちも危ういところだった」

「そうだったのか……」

　自分の意思に反して魔法学院に入ってしまったトニーのことを、なんとなく面白く思っていなかった父は、自然と家庭内でのトニーとの会話が減ってしまっていた。

　その結果、過去の魔人領攻略作戦時も、今回の魔都周辺で起きた衝突時も、詳細は話してこなかった。

　トニーの父は、息子が命の危機に直面していた事実を知り、少なからずショックを受けている様子である。

「それでさ、今のままじゃダメだってことになって、全員が魔人に対抗できるよう対策を講じろって、殿下からのお達しでね」

「で、殿下のご命令なのか!?」

「ん？　ああ、そんな大層なものじゃないよ。僕たちがやらなきゃいけないことの確認、って感じかな」

「大層なものじゃないだと……」

　大国アールスハイド王国の王太子。

　その明めい晰せきな頭脳と比類なき魔法の実力。

　長い王家の歴史の中でも最上位の逸材と言われるアウグスト。

　そんなアウグストの話を大層なことじゃないと言う息子。

　トニーの父は、頭を抱えたくなった。

「……言いたいことは沢山あるが、今はいい。とにかく、殿下のご命令なのだ。全力で稽古をつけてやる。来い！」

　そう言いながら、トニーの父は家の裏庭に出て行った。

「はあ……この暑苦しいのが嫌いなんだよ……」

　自分で申し出たこととはいえ、嫌なものは嫌なのであった。

　そして数時間後……。

「今日はここまで!!」

「あ、ありがとうございます……」

　久々に息子に稽古をつけられてご満まん悦えつな父と、ボロボロになっている息子。

　そのトニーを、トニーの母が介かい抱ほうに向かう。

「大丈夫？　トニー」

「はあ、ふう……大丈夫だよ、母さん」

「それにしても……随分とやられちゃったわね、英雄さん」

　ボロボロになっているトニーを見て、心配するよりも嬉しそうな母。

　相変わらずな母を見て、トニーは苦笑を浮かべる。

「それは魔法のお陰だからね。最近、剣は魔物相手にしか振るってこなかったから」

「そう。それにしても、あの戦法はどうなのかと思うけど……」

　元騎士である母は、先ほど父との稽古で見せた戦法に対し、不服があるように見える。

　それを察知したトニーは、母を諭すように話す。

「母さん。今度の戦いはさ、正々堂々とか、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつだとか、王道とか邪道とか、そんなことを言っている場合じゃないんだ……『生きるか死ぬか』、それだけなんだ」

「それはそうかもしれないけど……」

　まだ少し不服そうな母の耳に、トニーの呟きが聞こえてきた。

「もう……足手まといにはならない……」

　ボロボロになりながらも、決意のこもった瞳でそう呟くトニー。

　その横顔を見てトニーの決意のほどを知った母は、それ以上なにも言わなかった。

　そして、その次の日。

「あ、あの……」

「どうしたの、リリアちゃん。お茶、美味しくなかった？」

「い、いえ！　とても美味しいです！　けど……」

「けど？」

「……なんでトニー君が稽古している様子を見ながらお茶してるんでしょうか？」

　トニーの家には、トニーが父と稽古をしている様子を見ながらお茶をしているリリアとトニーの母の姿があった。

　昨日の稽古について母がなにも言わなくなったあと、なぜか明日からトニーの彼女であるリリアを連れてこいと言われ、言葉通りに連れてくると二人でお茶しだしたのだ。

　トニーの稽古を見ながら。

「ええ？　夫と息子が剣の稽古をしているのよ？　最高のお茶ちや請うけじゃない」

「そ、そうなんですか？」

「ほら！　ボロボロになりながらも夫に向かって行くトニーを見てときめかない？」

　トニーの母にそう言われて、稽古中のトニーを見るリリア。

　そこには、普段の飄ひよう々ひようとしたチャラ男の面おも影かげはなく、凄く真剣な表情をしているトニーがいた。

　そんな、普段の姿とのギャップを見たリリアは、ちょっとときめいて、ジッと見つめてしまった。

「ね？　ね？　格好いいでしょ？」

「……はい、格好いいです」

　若干ウットリしながらそう言うリリアに、トニーの母は満足そうに笑った。

「んふふ。でしょう？　でもねえ、こうして二人が稽古してると暇なのよ。なので、リリアちゃんとトニーの馴なれ初そめとか聞かせてくれない？」

「な、馴れ初め!?」

「そうよお。やっぱりトニーのお嫁さんになる人のことは色々知っておかないとね」

「お！　お嫁しゃん!?」

「さあ、稽古は当分終わらないから、根掘り葉掘り聞いちゃうわよ？」

　トニーの母の妙なテンションにあわあわしながらも、トニーとのことを根掘り葉掘り聞かれてしまうリリア。

　そしてその側で、稽古をしているトニー。

　トニーの稽古が終わるころ、トニーは父の扱しごきによって、リリアは母からの口こう撃げきによって、ヘロヘロになっていたのだった。
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「ユーリちゃん、これでいいかい？」

「やぁん、ありがとぉ」

「なあに、いいってことよ」

　アールスハイド王国王都にあり、ハンターたちに絶大な人気を誇るビーン工房。

　そんなビーン工房では、生産量の大幅な増加に伴い職人や付与魔法士、さらにアルバイトの雇用を増やしている。

　そんなアルバイトの中に、付与魔法士の頂点にいるメリダの指導を受けているユーリもいた。

　工房側は優秀な付与魔法士であるユーリを雇うことができ、生産量が拡大。

　ユーリの方も大量の付与を施すことで、実践的に付与魔法の練習ができる。

　まさにＷＩＮ─ＷＩＮの関係となっていた。

　そして、ビーン工房は金属加工が主な業務なので、職人たちはむさ苦しい男たちが多い。

　そんな中にあって、十六歳とは思えぬ色気を放つユーリは、その付与魔法の腕だけでなく、工房の癒しと潤いとして工房の職人たちに大人気なのである。

「えっとぉ、これはこの付与でぇ、こっちはこれ」

「それにしてもユーリちゃん、こんなに必要なのかい？」

「うん。これくらいないとねぇ……あの魔人には通用しないからぁ……」

　攻撃魔法よりも付与魔法の方が得意なユーリは、先の魔人戦ではあまり役に立てなかった。

　そのときに、もっと攻撃用魔道具のバリエーションが多かったらと、ひどく後悔をしたのだ。

「もう、後悔したくないからぁ……」

　いつもはユルッとした雰囲気のユーリだが、先の戦闘を思い出したのか、少し悔しそうな表情を浮かべていた。

　そんなユーリを、年とし嵩かさの職人たちは困難に負けずに頑張る娘を見守るような気持ちで、年若い職人たちは尊敬の目で見ていた。

「できたぁ！」

　そんな職人たちに見守られながら、たくさんの短い杖型魔道具に付与を施していたユーリは、ようやく全ての魔道具に付与をし終えた。

「どこかで試射したいなぁ」

「だったら、ウチの実験場を使えばいい」

「え、いいのぉ？」

「ああ、ユーリちゃんなら問題ねえ」

「だったらお願いしようかなぁ」

　年配の職人の計らいで、新たに建設した実験場での試射を許可されたユーリ。

　その試射には、やはり気になるのだろう、多くの職人たちがついてきた。

「なんだ、てめえら、ぞろぞろと雁がん首くび並べて何しに来やがった？」

　ちょうど実験場にいた工房主のハロルドが、ぞろぞろと現れた職人たちを咎めるが、職人たちにも言い分はある。

「ユーリちゃんが攻撃用魔道具の試射をしたいっていうから、一応監督しに来たんですよ」

「……本音は？」

「だって気になるじゃないですか。導師様の後継者とまで言われているアルティメット・マジシャンズのユーリちゃんですよ？　どんな攻撃魔法を付与したのか」

「確かに……な」

　結局ハロルドも気になったのか、職人たちがユーリの試射を見学することを黙認した。

「じゃあ、いくよぉ」

　いつも通りのユルい気合いと共に、自身が付与した魔道具を起動していくユーリ。

　そして、実験場に用意された的に、次々と着弾していく攻撃魔法。

　炎の魔法から風、水、雷、土まで、ありとあらゆる魔法が、凄まじい威力で放たれていた。

　その魔道具から放たれる攻撃魔法を見て、あんぐりと口を開ける工房の職人たち。

　彼らはシンの依頼で、今まで見たこともない魔道具を次々と生産している。

　その名声は、すでにアールスハイド王都一と言っても過言ではない。

　そんな職人たちだが、アルティメット・マジシャンズの攻撃魔法を直接見るのはこれが初めてだったりする。

　あまりにも強力な攻撃魔法に、絶句してしまった職人たちだったのだが……。

「うーん。こんなもんでいいかなぁ？」

　当のユーリは、少し納得がいっていない様子だった。

「ユ、ユーリちゃんって攻撃魔法、苦手なんじゃなかったっけ……？」

「うん。やっぱりウォルフォード君とかと比べると、全然だからぁ」

　そう言って、魔法を発射したあとの魔道具のチェックをするユーリ。

「わぁ、やっぱりおじさんたちの作る魔道具は凄いですぅ。これならなんとかなるかなぁ」

　強力な魔法を放ったあとでもヒビ一つ入っていない魔道具を見て満足そうなユーリ。

　そして、そんな自分の魔法より魔道具である杖の方が凄いと言うユーリを見ていた職人たちは……。

「ユーリちゃんも、アルティメット・マジシャンズってことか……」

　ユーリも常識から外れた存在になっていると、改めて実感していた。
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「ねえマーク、今凄い音がしなかった？」

「ああ、実験場だろ？　あそこ、時々凄い音がするんだよ」

「そ、そうなんだ」

　ユーリが、ビーン工房の実験場で新しい攻撃用魔道具の試射を行っていたころ、マークとオリビアはマークの自室にいた。

　と言っても、別にイチャイチャしていたわけではない。

　二人も、対魔人戦に向けての対策のため、話し合いをしていたのである。

「魔人と戦うための対策なぁ……」

「私たちの特徴ってなんだろ？」

　アウグストから与えられた指示に戸惑う二人。

　この二人は、元々はＡクラスの人間である。

　もちろん、アールスハイド最高峰の高等魔法学院の試験に合格し、Ａクラスに所属していた人間が無能なはずはない。

　だが、元々Ｓクラスにいた人間は、シンを筆頭に誰も彼もが飛び抜けた実力の持ち主ばかり。

　そのお陰で、マークとオリビアは自分たちの特徴が見出せないでいた。

「俺は剣との併用にしたいんだけど……」

「それ、フレイドさんが防がれてたじゃない」

「そうなんだよなぁ。俺よりずっと剣技が上のトニーさんでさえ駄目だったんだよな……」

　アールスハイド王都でも指折りの名門工房、ビーン工房。

　その御おん曹ぞう司しとしては、やはり自分の工房で作ったもので勝負したい。

　だが、工房で最強の攻撃力を誇るバイブレーションソードも、相手に当たらなければ意味がない。

　アルティメットマジシャンズではシンに次いで剣技に長けたトニーでさえ、魔人まで攻撃は届かなかった。

「こうなりゃ、新しい魔道具でも作るっきゃないか。でもなぁ……ウォルフォード君でもあるまいし、そんなポンポンアイデアなんて出てこねえよ」

　世間がシンを評価するとき、魔法の派手さと攻撃力に目が行きがちだが、マークは少し違った。

　マークがシンのことを凄いと思っているのは、何よりもあのアイデアの豊富さだ。

　魔道具のアイデアだけでなく、魔法を行使する際のイメージの仕方。

　あんなの聞いたことも、まして考えたこともない。

　そして、そのアイデアは未だに溢れてきているのだ。

「俺にウォルフォード君の頭脳があればなぁ」

「マークはまだいいよ。私なんか糸口さえ見えないよ……」

　マークは魔道具という方向でなんとかなりそうだが、オリビアには自分の特徴が皆目見当もつかなかった。

「マークは工房の息子でしょ？　私……食堂の娘だよ？」

　人気食堂の娘であること以外、取り立てて特徴のないオリビアはとにかく悩んでいた。

　食堂の娘が、その特徴を活かして戦場で何をするのか？

　料理でも振る舞うか？

　そんなことを考え、頭を振ってそのバカな考えを振り払った。

「そもそも料理作ってるのお父さんだしなぁ……私はウェイトレスでホールを動き回るしか……」

「は？　料理って、何言って……」

「ああっ！　思い付いた！」

　戦闘の話をしていたのに、急に料理がどうのこうのと言い出したオリビアにマークが疑問の声を投げ掛けたとき、オリビアの頭にあるアイデアが浮かんだ。

「これなら皆の役に立つかも！」

「えっ!?　何か思い付いたのか!?」

「うん！　こんなのどうかな？」

　オリビアは自分のアイデアをマークに聞かせた。

「確かに……オリビアの特徴でもあるし、皆の役に立ちそうだな」

「でしょ？　良かったぁ、私にも特徴があった……」

「……」

　あまりに悲しい言葉に、マークは言葉が出ない。

「あとはマークだね。魔道具ってどんなやつにするの？」

「それが問題なんだよ。放出系の魔道具は、多分ユーリさんが作ってると思うし、かといってバイブレーションソード以上のものなんて作れないし……」

　オリビアに比べ、方向性が決まっている分早めに解決すると思っていたマークだが、その作る魔道具で躓つまずいた。

　放出系の魔道具なら『導師様の後継者』とまで言われているユーリ以上の物など作れない。

　かといって近接の魔道具ならバイブレーションソード以上のものなど考えもつかない。

　正に八はつ方ぽう塞ふさがり。

　どうしよう、どうしようと頭を抱えていると、オリビアがふと呟いた。

「両方とかできたらいいのにね」

「両方って、なんだそ……」

　そこまで言ってマークの頭にあるアイデアが浮かんだ。

「そうか……これなら、これならイケるかも！」

「本当に!?　良かったね、マーク！」

「ああ！　オリビアのお陰だ！」

　そう言ってオリビアを抱きしめるマーク。

　これがただの幼馴染みであったなら、オリビアは真っ赤になってアワアワしているだろう。

　だが、オリビアは違う。

「うん、よかったね」

　そう言って、抱き付いているマークの背中をポンポンと叩いた。

「こうしちゃいられない。早速工房に行ってくる！」

「うん。私も練習しに行ってくるね！」

　こうして、最後に抱き合った以外、特にイチャイチャすることもなく別れたマークとオリビア。

　その日、マークは自分のアイデアを具現化させるために父に懇こん願がんし、それに耐えうる剣を打ってもらい、オリビアは魔法練習場である荒野にて、ある魔法を連続で使用し続けていた。
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「うーん」

「なによ、マリア、便秘？」

「すこぶる快調です！」

　森の中にあった切り株に座って悩んでいるのはマリア。

　彼女に声をかけたのは騎士学院生のミランダである。

　ここ最近ほぼ行動を共にしている二人は、今日も魔物狩りのため森に来ていた。

　今までの常識から言えば、まだ十六、七歳の、しかも女子がハンター協会の仕事をすることはありえないことだった。

　だが、ミランダは先の魔人領攻略作戦時に名を馳はせ、その後ミッシェルに稽古をつけてもらっていることから、最近では『剣聖の弟子』とまで言われている。

　マリアに至っては言うに及ばずである。

　ところが、そんなマリアが悩んでいる。

　ミランダが気になるのも無理はない。

「じゃあ、何を悩んでるのよ。正直鬱陶しいんだけど」

「アンタ、友達に鬱陶しいって……」

「事実だからしょうがない。で？　なに？」

「殿下にね、魔人と戦うために対策を練ってこいって言われててね……」

「……マリアの話って、何気なく出てくる単語が非ひ道どいよね」

　女子学院生の口から出てきた言葉が、大国の王太子に世界の脅きよう威いである魔人だ。

　ある程度慣れたとはいえ、改めて考えてみると色々とありえない。

「対策を考えてこいって言われてもなぁ、何をすればいいのか見当もつかないのよ」

　ここにも、自分の個性を見失っている人間がいた。

「なによ、『戦乙女』ともあろう者が、戦い方が分からないって？」

「その名前で呼ぶな！」

「でも、マリアが戦闘で悩むって、今度の魔人はそんなにヤバイの？」

　もう間もなく、魔人と人類の存亡を懸けた戦いが始まる。

　世間的に知られているのは、そのことだけである。

　シュトロームからゲームを提案される前にシュトローム配下の魔人と交戦したことや、アウグストたちが苦戦したことまでは伝えられていない。

「なんて言うかね、負けはしないけど勝てない……みたいな？」

「なにそれ？」

「お互い決め手に欠けてさ、膠着状態になっちゃったんだよね」

「そうなんだ」

「あのとき、シンが間に合ってなかったら、私たちあそこで全滅してたかもしれない」

「全滅……」

　ずっと間近でマリアの魔法を見ているミランダとしてはその言葉が信じられない。

　最終決戦の相手はそんなにヤバイ相手なのかと、ミランダは少し震えた。

「もう時間がないし、どうしようか……」

　そこまで言って、マリアは森に目を向けた。

「ミランダ、デカイの来てる」

「デカイの？」

「うん、熊……かな」

「熊かあ」

　それなら問題ないだろう。

　ジェットブーツにバイブレーションソード。

　この二つを手に入れてから、ミランダは熊の魔物くらいならマリアの支援なしでも普通に狩れるようになっていた。

　今回も、マリアの索さく敵てき魔法により事前に察知できている。

　準備万端で熊の魔物を待ち構えられれば、問題なく討伐できるだろう。

　だが問題は、いつもなら大型に分類される熊の魔物くらいなら手を出さないマリアが隣で戦闘態勢に入っていることである。

「……ちょっと、マリア」

「なに？」

「なんで隣にいるのよ？」

「ん？　戦闘態勢だから」

「だから……なんで戦闘態勢なのよ」

　マリアに疑問を呈するミランダだったが、内心では想像がついていた。

「魔物がデカイから、かな？」

「……ちなみにデカイってどれくらい？」

　分かってはいたけど聞かずにはいられなかった。

「そうねえ……」

　マリアがそう言った直後、目の前の茂みから熊の魔物が現れた。

「災害級くらい？」

　大型の熊の魔物で三メートルくらいである。

　それが災害級に至ると五メートルを超える巨体になる。

　その立派すぎる体格の熊の魔物が二人の目の前に現れたのだ。

『グルゥオオオオオオオッッ!!』

「やっぱりぃっ!!」

　半ば予想していたとはいえ、不意打ちで災害級の魔物に出会うと、ミランダとしては驚きを隠すことができない。

「マリア！　援護して！」

「ああ、うん。オッケー」

　ミランダの必死の要求に、軽く答えるマリア。

　そのマリアから魔法が放たれる気配を察知して、着弾と共に飛び出そうと身構えるミランダ。

　そして放たれた炎の魔法が熊の魔物に着弾し、ミランダはジェットブーツで熊の魔物に突っ込んだのだが……。

「ちょっ、ちょっとお！　威力小さくない!?」

　マリアの魔法が、ミランダの想定していた威力を発揮しなかったのだ。

「あー、全力でやると一発で仕留めちゃうから。ミランダの分も残しておいてあげようと思って」

「なんてありがた迷惑!?」

　ミランダはそう叫ぶが、すでにジェットブーツで飛び出してしまっている。

　こうなりゃこのまま突っ込んでやると、構わずに突っ込んだ。

　こんな無謀な策に出たのも、ミランダがマリアに、危なかったら援護してくれるという全幅の信頼を寄せているからという一面もある。

　思ったほどの威力を発揮しなかったとはいえ、マリアの放った魔法である。

　そこそこのダメージを受けていた熊の魔物だが、突っ込んでくるミランダに気が付くとその巨大な前脚をミランダめがけて振り下ろした。

「ヒュッ！」

　その直前、ミランダはジェットブーツをさらに加速させ熊の懐深くに潜り込んだ。

　そして。

「オ！　オオ……リャアアアア!!」

　目の前に迫った熊の腹部にバイブレーションソードを突き刺したあと、そのままジェットブーツで上空に飛びあがった。

　その結果、熊の魔物は腹部から頭部にかけて、二つに切り裂かれることになった。

　バイブレーションソードを振り切ったまま上空高く飛び上がったミランダは、小さくジェットブーツを稼働させながら、難なく地面に着地した。

「うわお。えげつないことするわね」

「ふう……やっぱりこの剣は凄いな。熊が真っ二つになった」

「いやいや。お腹から下はついてるんだから真っ二つではないでしょ」

「そういえばそうか。じゃあ……半二つ？」

「意味が分からないわね」

　そこには、災害級の魔物を女子二人で討伐したとは思えない空気が流れていた。

「今度の戦闘も、これくらい楽ならいいのに……な……」

　そこまで言ったマリアは、ミランダの方を向き。

　ガッ！

　とミランダの肩を摑んだ。

「な、なに？」

「ふふ、いいこと思いついたわ」

「え？　いや、アタシは嫌な予感しかしな……あ、ちょっと、は、放し……」

「うふふふふ。あ、また魔物の反応が……お、これは」

「え？　ちょっ、まさか!?」

　マリアの言葉から、あることを予想したミランダ。

　そしてマリアの返答は、ミランダの予想どおりであり、かつ聞きたくない言葉であった。

「当ったりー。災害級でーす」

「やっぱりー!!」

　絶叫するミランダをよそに、その魔物は二人の前に姿を現した。

　現れたのは……。

「よりにもよって、虎……」

　過去、高等魔法学院との合同訓練の際に遭遇した、虎の魔物であった。

　あのときは、恐怖のあまり何もできなかった。

　ミランダの脳裏にあのときの状況が思い起こされるが、マリアの方は気楽なもので。

「なにビビってんのよ？　前にも一回見たことあるでしょ？」

「あるからビビってんのよ！」

「なんでよ？　前に一回討伐されるところ見てるんだから楽勝でしょ？」

「いやいや！　アタシが見た倒し方に膝蹴りが入ってたんですけど!?　それをやれっての!?」

　ミランダのその言葉に、マリアは呆れた顔をした。

「誰があんな非常識な倒し方しろって言ったのよ。あのとき言ってたでしょ？　虎は素早いから魔法より近接で倒した方がいいって」

「言ってたっけ!?」

「うん。んで、ミランダは剣士でジェットブーツも履いてる」

「ま……まさか……」

　またしてもマリアの次の言葉を予想したミランダ。

　そして、やはりその予想も最悪な方向で当たってしまった。

「うん。ジェットブーツで突っ込んできて」

「最悪だああっっ！！！！」

「ほら！　魔法で援護してあげるから！　行ってらっしゃい!!」

　その日、森の奥では「いやああああっ！」という少女の叫び声が聞こえたという。
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　アールスハイド王都にある創神教の教会。

　王都で一番有名なのはアールスハイド大聖堂だが、王都ほど大きい都市で教会がそれ一つのはずはない。

　各地区に一つ教会はあり、その地区の礼拝や冠婚葬祭、そして併設されている治療院の運営を行っている。

　そんな数ある治療院の中で、王都中から注目を集めている治療院がある。

　それは……。

「はい。もう大丈夫ですよ」

「お……おお！　腕が折れてたのに……信じられねえ！」

「現場の足場から落ちてその程度の怪我で済んだのは幸運なのですから、次は気を付けてくださいね」

「はい！　ありがとうございます、聖女様！」

　シシリーが時折顔を出す治療院である。

　腕の骨折を治してもらった男性は、驚きよう愕がくと感激で思わずシシリーの手を取ろうとした。

「はい。お帰りはあちらです」

「お大事に」

「ちょ、ちょっ！」

　その男性の腕を、シシリーの両脇に控えていた女性神み子この二人が摑み、外へと連れて行った。

　彼女たちは、シシリーの治療のサポートをすると共に、先ほどの男性のように接触してこようとする者からシシリーを守る役割も兼ねているのである。

「まったく、ああいう輩は一向に減りませんね」

「大丈夫ですか？　聖女様」

「あ、はい。いつもありがとうございます、コレットさん、バーディさん」

　コレットと呼ばれたのは金髪の癖っ毛を短くしている女性神子で、バーディと呼ばれたのがセミロングで茶髪の女性神子である。

　二人は、シシリーが治療院に来た際の助手兼護衛として、常に側についていた。

「聖女様には御使い様がいらっしゃるというのに、何を考えているのでしょうか？」

「まあ、聖女様の奇跡の御み業わざを目の当たりにすれば、あのように感動するのは分かりますが……」

「あ、あはは……」

　奇跡の御業。

　そう言われたシシリーは思わず愛想笑いを浮かべてしまった。

　シシリーが使った治癒魔法は、シンによって狩りに連れていかれ、動物を解体することで生物の身体の仕組みを知り、さらに肉や骨の構造を教えてもらった結果使えるようになった、いわば知識の結果である。

　奇跡でもなんでもないのだが、それを言っても彼女たちが聞いてくれないのはもう分かっているので、愛想笑いを浮かべてしまったのだ。

　ちなみに、市民レベルでは魔法使いの王という意味で『魔王』と呼ばれることが多いシンだが、創神教内部では教皇が認めたことで『御使い様』と呼ばれることが多い。

　先ほどの男性は、近くの建築現場の足場から落下し、腕を骨折したと運び込まれたのだった。

　腕が折れてしまっては仕事に行くことができないのでなんとかしてくれと泣きつかれ、それを簡単に治療してしまったので、男性は感極まってシシリーに手を伸ばしたのだった。

　教会が経営している治療院では、そんなに高額ではないが治療代は徴収している。

　その治療代は教会の運営費にまわり、神子や治癒魔法士の給与、教会が運営する孤児院の運営費や管理維持費に利用される。

　治癒魔法士にもちゃんとした給料が出るということで、治癒魔法士を確保することも難しくはないし、治療院という実践の場において治癒魔法を使い続けていることでその実力も低くはない。

　そんな治癒魔法士たちでも手に負えないような患者を、シシリーはこともなげに治療してしまう。

　なのでシシリーがいるときは優先してそういった患者が運び込まれるのだが、そんな患者はそうそういないので、男性を送り出したあと少し時間ができた。

「聖女様、お茶にしませんか？」

「そうですね。今は患者さんも……」

「聖女様！　急患です！」

「……いるので終わってからにしましょう」

「そうですね……」

　患者が途切れた間に、コレットが少し休憩しようと提案した途端に急患が入った。

　残念そうにするコレットだが、運ばれてきた患者を見て思わず息を呑んだ。

　運ばれてきたのは、七～八歳の女の子。

　頭から血を流し、腕と足は変な方向に曲がり、腹部からも出血が見られる。

「ひ、非道い……」

　そのあまりに非道い状態を見て、コレットは思わずそう呟いてしまった。

「馬車の荷物が荷崩れを起こして！　その下敷きになったんです！　この子は私を突き飛ばして！　自分が……」

　少女の母親と思われる女性が、号泣しながら状況を説明する。

　どうやら、この少女は母親を荷崩れから守ろうと突き飛ばし、自分が下敷きになってしまったようだ。

　泣き叫びながら少女にすがりつく女性。

　その女性を見ながら、シシリーは母親に言った。

「お母さん。娘さんは必ず助けます。ですから離れて見守っていてください」

「せ、聖女様……」

　微笑みを浮かべるシシリーの顔を見て、少し落ち着きを取り戻した母親は、娘から離れてシシリーの治療の様子を見る。

　早速治療を開始したシシリーは、まず初めに頭部をシンから教わった超音波の魔法で調べ始める。

　少女の心臓はまだ動いている。なのでまずは頭部に損傷がないかどうかを調べたのだ。

　頭部をスキャンしたシシリーは、頭ず蓋がい内の出血を感知し、その血を慎重に抜き取る。

　破れた脳血管を修復したシシリーは、脳全体に治癒魔法をかける。

　脳の構造を理解しているわけではないが、シシリーは元々慈愛の気持ちが強く、『癒したい』と強く願えば治癒魔法は発動する。

　頭部の治療を終えたシシリーは、続けて身体の状態を見る。

　内臓がいくつか損傷しており、それを漏れのないように治療していく。

　内臓の出血や損傷がなくなると、次に折れた腕と足の治療に移る。

　その頃には、少女の呼吸は落ち着いてきており、シシリーも言葉違わず少女を救えたことにホッとする。

　最後に身体全体を調べてもう一度治癒魔法をかけると、少女がうっすらと目を開けた。

「……おかあ……さん？」

「あ、ああああ」

「ふぅ……もう大丈夫ですよ、おかあさあああっ」

「ありがどうございばず、せいじょざまああっ!!」

　もうダメだと思っていた娘が、目を開け自分を呼んだ。

　そのことに感極まった母親が、シシリーを熱烈に抱きしめた。

　いつかスイードで、シシリーの代わりに男性を治療したシンが男性の奥さんから同じようなことをされていたが、まさか自分が同じような目に遭うとは思いもしなかった。

　そのことに苦笑しつつ、母親の背中をポンポンと叩く。

「お母さん。今は娘さんについていてあげてください」

「はい！　はい！　ありがとうございます！」

　涙で顔をぐちゃぐちゃにしながら母親は娘の下に行き、その手を握った。

　すると娘が、おもむろに口を開いた。

「おかあさん……だるい……」

「当たり前だよ！　アンタ、今死にかけてたんだからね！」

「え？　なんで……あ、馬車……」

「本当にもう！　無茶なことして！」

「おかあさんは？　けがしてない？」

「してないよ、アンタのおかげでね」

「よかった……」

「本当にもう……ありがとう……ごめんね」

　母親はそう言うと、寝ている娘をギュッと抱きしめた。

　その光景を見ていたシシリーは、助けられて良かったとホッと息を吐ついた。

　そして、その治療の様子を見ていたコレットとバーディは。




「「き、奇跡の御業!!」」




　シシリーが瀕ひん死しの少女を救ったことに驚愕し、感動していた。

　しばらく身体を休めた娘は、すぐに動けるようになり、治療院を出ようとしていた。

　寝かされていたベッドから下りた娘は、シシリーの方へ歩み寄ると。

「ありがとう！　せいじょさま！」

　満面の笑みを浮かべてお礼を言ってくれた。

　運ばれてきたときは瀕死だった少女が元気に挨拶をしてくれたことに、フッと微笑んだシシリー。

「いえ、どういたしまして。もう無茶しちゃダメですよ？」

「えー？　でもからだがかってにうごいちゃったんだもん」

「そうですか。お母さんのこと大好きなんですね」

「うん！　おかあさんだいすき！」

　大好きな母親の危機に、勝手に身体が動いたと言う娘。

　その娘の笑顔を眩まぶしそうに見つめるシシリー。

　やがて母親に連れられて娘は治療院をあとにした。

「それでは聖女様。この度は、本当にありがとうございました」

「ばいばい、せいじょさま！」

「さようなら。お大事に」

「うん！　おかあさん、いこ！」

「はいはい。それでは失礼します」

　仲良く手を繋いで帰路につく二人をしばらく見ていたシシリーだったが、ポツリと呟いた。

「可愛い子だったな……いいなあ」

　その言葉を聞いたコレットとバーディは、途端に色めき立った。

「え!?　聖女様、お子さんが欲しいんですか!?」

「御使い様と聖女様のお子様……予定日はいつですか!?」

「え、ええ!?　そ、そんな予定はありません！」

「またまた～、あの子を見ていいなあって言ってたじゃありませんか！」

「生まれてくる子は、あんな風に親を大事にする子がいいなって意味ですよね？　それってもう……」

「違いますから！　あんな子が欲しいっていうのは間違ってませんけど、今は予定ありませんから！」

　真っ赤になって否定するシシリーだが、コレットとバーディはシシリーの発言を聞き逃さなかった。

「「やっぱり子供が欲しいんじゃないですか～」」

　ニヤニヤしながらそう言う二人に、シシリーは真っ赤になる。

「も、もう！　知りません！」

　ぷうっと頰を膨らませ、そっぽを向いたシシリーを、コレットとバーディはずっとニヤニヤしながら見ていた。





　　　　◆






　ダーム王国の王城。

　王城は王族の住まいであるが、政治の拠点でもある。

　その中には軍の施設もあり、その一室に数人の人間が集まっていた。

「首尾はどうですか？　カートゥーン長官」

　軍人と思われる男性が、軍の長官であるヒイロ＝カートゥーンに尋ねる。

「上々だな。今回の作戦が無事に終わったあと、ダームは新しい時代に入るぞ」

「今までの失態続きで、ダームの社会的地位は地に落ちましたからな……どうにか逆転の一手を打たねば」

「そうだな。そのために……」

　カートゥーンは天井を見上げながら呟く。

「人柱になって頂かないとな」

　そのカートゥーンの呟きに、集まった人間は沈痛な面持ちになる。

　ダームの一室で、秘密の話し合いは続いていた。





　　　　◆






「リン」

「なに？　アリス」

　アールスハイドにあるリンの自宅。

　そのリンの部屋でアリスとリンが二人で向かい合っていた。

　真剣な面持ちのアリスは、正面に座っているリンに向かって言う。

「殿下がさ、あたしたちに魔人と戦えるように対抗策を考えてこいって言ってたじゃん」

「うん」

「やっぱり、あたしたちの特色って、コレだと思うんだよね」

「コレ？」

「そう……コレ」

　そう言ってアリスが差し出したモノを見て、リンは息をのんだ。

「コ、コレは……！」

　驚愕に目を見開くリンを見て、アリスは真剣な表情で言った。

「付き合って……くれるよね？」

　その真剣な表情に、リンも真剣な顔で答えた。

「怒られない？」

「だ、大丈夫だよ！　今度はちゃんとした理由があるんだから怒られないって！」

「そう？　ならいいけど」

「ふふ。これで超パワーアップしたあたしたちを見たら、殿下も納得してくれるよ！」

　そんなアリスを見て一抹の不安がよぎるリンだったが、確かに有効そうなのでリンもその提案に乗ることにした。





　　　　◆






　シュトロームとの決戦に向けて各々で対策を考えている中、すでに切り札の実験を終えた俺と、治療院で治癒魔法の向上を図っているシシリーは、皆と比べて比較的余裕のある身だ。

　なので、決戦まであと数日に迫ったある日、俺はシシリーに声をかけた。

「ねえ、シシリー」

「なんですか？」

「今日は治療院には行かないんだよね？」

「はい。今日はお休みです」

「ならさ、これからどこかに出かけない？」

「え？」

「ほら、シュトロームとの決戦まで日がないだろ？　もちろん、俺は……俺たちは絶対に勝つつもりだけど、絶対じゃない」

「そう……ですね」

「だからさ、決戦の前にシシリーとちゃんとデートしたいなって思って……」

「シン君……」

「どうかな？」

「はい！　喜んで！」

　というわけで、頑張っている他の皆には悪いけど、俺はシシリーとデートをすることにした。

　とはいえ……王都では顔が知られているし、クロードの街も同様だ。

　となると、どこがいいかな？

「あの、シン君、行きたいところがあるんですけど、いいですか？」

「ん？　どこ？」

「えっと……」

　どこに出かけるのがいいかと思案していると、珍しくシシリーから提案があった。

　そして俺たちは、シシリーが行きたいと言った街でデートすることになった。




「ああ、確かに。この前は一緒に回れなかったもんね」

「はい。マリアと一緒も楽しかったんですけど、やっぱりシン君と一緒に街を散策したいなって思って」

　そう、俺たちが来たのは、前回別行動を取ったフレーゲルの街だ。

　あのときは、シシリーが俺へのプレゼントを内緒にしたいからってことで別行動にしたんだよな。

「この前はプレゼントを決めるって目的があったから、ゆっくり見て回れなかったし、俺は一人だったから嬉しいよ」

「はい。私も嬉しいです！」

　シシリーはそう言って、俺の腕にしがみついてきた。

　以前ならここで赤くなっていたんだろうけど、俺とシシリーはもうそういう段階は過ぎている。

　嬉しそうに腕にしがみついているシシリーを見て、俺は穏やかな気持ちになった。

「じゃあ、行こっか」

「はい！」

　こうして、俺とシシリーは、俺たちの顔を知っている者のほとんどいないこの街で、思う存分散策をした。

　途中、なぜか俺たちを見て逃げ出した男たちがいたけど、それ以外は特におかしなこともなく、楽しい時間を過ごした。

　そしてある程度街を散策したあと、二人で公園のベンチに座っていた。

　そんな俺たちの近くに、小さい子供と一緒に遊んでいる夫婦の姿があった。

　それは、とても楽しそうで、幸せな光景に見えた。

「ああいうのって、いいですよね」

「え？」

　その家族連れを見て、シシリーがポツリと呟いた。

「この前、治療院にお母さんを庇って怪我をした子供が運びこまれたんです」

「うん」

「なんとか助けられたんですけど、その子、お母さんが大好きだったから勝手に身体が動いちゃったって言ってました」

「へえ。いい子だな、その子」

「はい。それで、その……」

　そこまで言ったシシリーが、急に顔を赤くして言いよどんだ。

「どうしたの？」

「あの……私も、あんな子が欲しいなって……思っちゃって……」

「あ……そ、そっか……」

「お婆様にも、曾孫の顔を見せるようにって言われちゃいましたし……」

「そ、そうだったね……」

　そう言ってから、二人の間を沈黙が支配する。

　こ、これは……言わなきゃいけない場面だよな……。

「……シシリー」

「はい……」

「お、俺も……じいちゃんとばあちゃんの意見に賛成かな」

「シン君……」
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　これを言うのは死亡フラグ臭いけど……今は言わなきゃいけないだろ。

「この決戦が終わったら……結婚式を挙げて……それから……」

　シシリーの目を真っすぐ見ながら、俺はある言葉を伝えた。

　するとシシリーの目がみるみる潤うるんでいき、ガバッと俺に抱き着いてきた。

　胸に縋り付き、コクコクと頷いてくれるシシリーを俺も強く抱きしめ返した。

　やがて、シシリーが少し身体を離して俺を見上げてきた。

　その目は熱く潤んでいる。

　そんなシシリーの顔と俺の顔の距離が自然と縮まっていき……。

「おにいちゃんとおねえちゃん、ちゅーするの？」

「「ふえっ!?」」

　その声で俺とシシリーはバッと離れた。

　声のした方を見ると、さっきまで親と一緒に遊んでいたはずの子供が、俺たちを不思議そうに見上げていた。

「ちゅーするの？」

「な、ななな、何を言ってるのかなあ!?」

「あ、お、お父さんとお母さんは!?」

「あっちー」

　子供が指差す方を見ると、両親が慌ててこちらに走ってくる様子が見えた。

「す、すみません！」

「お、お邪魔しました！」

　両親が慌てて連れて行ったけど、子供はニコニコとこっちを見ながらバイバイと手を振っていた。

　その光景と俺たちの状況を振り返って、二人で顔を赤くしながら思わず笑ってしまった。

「あの子の笑顔も守らないといけませんね」

「そうだな。それに……」

　俺はそう言うと、シシリーの肩を抱き寄せた。

「俺たちの子供の未来もね」

「……はい」

　死亡フラグっぽい？

　そんなのへし折ってやる！

　絶対に、俺たちの未来を摑み取る！

　待ってろよ、シュトローム!!





　　　　◆






　シンとシシリーが人目も憚はばからずイチャイチャしていたころ、アールスハイド王城ではある人物がアウグストを捜していた。

「あれ？　エリー姉様、どうしたです？」

　アウグストを捜してキョロキョロしながら王城の廊下を歩いているエリザベートに、メイが声をかけた。

「ああ、ちょうど良かったですわ。アウグスト様はお部屋にいらっしゃらないの？」

「ちょっと待ってくださいです」

　メイはそう言うと索敵魔法を展開させた。

「ん～？　あ！　今、急にお部屋にお兄様の魔力が現れたです！」

「急に？　ああ、またゲートでどこかに行ってらしたのですね？」

「だと思うです。というわけで、お兄様は今部屋にいらっしゃるですよ？」

「そう、ありがとう、メイ」

　エリーはそう言うと、アウグストの部屋をノックした。

「アウグスト様、エリザベートです。入ってもよろしいですか？」

『構わんぞ』

「失礼いたします」

　エリザベートはそう言うとアウグストの部屋に入っていった。

　そこには、外出用の服から部屋着に着替えようとしているアウグストがいた。

「どうしたのだ、エリー。なにか用……」

　アウグストがそこまで言ったとき、エリザベートはアウグストに抱きついていた。

　普段そんな行動をしないエリザベートに、アウグストも驚きを隠せない。

「お、おい。急にどうしたのだ？」

　アウグストがそう聞いてもエリザベートは答えない。

　ただアウグストの胸に顔を埋め、ギュッと抱きしめてくるばかりだった。

　これはどうしたものかと困惑していたアウグストだったが、その硬直はエリザベートの言葉によって破られた。

「……今度の戦いは、相当厳しいのでしょう？」

「そうだな。なにしろ相手は魔人だ。それも、生半可な強さじゃない」

　その言葉を聞いたエリザベートは、抱きつく力をさらに増大させた。

「おい。本当に、一体どうしたというのだ？」

　エリザベートの言動の意味が心底分からないアウグストは、思わずそう問いかけた。

　するとエリザベートは、顔をあげアウグストを睨みながら叫んだ。

「どうしたもこうしたも！　そんな厳しい戦いに赴かれるのに、アウグスト様はどうしてそんなに落ち着いていられますの!?」

　そう叫んだエリザベートの身体は震えていた。

「……もしかしたら、もう二度と会えなくなるかもしれないのに……どうして私と一緒にいてくださらないのですか……」

　この言葉で、アウグストはようやく気付いた。

　今度の戦いで、アウグストが万が一負けることがあった場合、それはアウグストの死を意味している。

　そのアウグストの死を、エリザベートは心底恐れている。

　アウグストは、味方にはシンもいるし絶対に負けるつもりなどなかったため、エリザベートと会えなくなる可能性など全く考えていなかった。

　だが、エリザベートの立場からすれば、アウグストが赴こうとしているのは生きて帰ってくる保証がなにもない、まさしく死地。

　このように震えて当然なのだ。

　だがアウグストは、訓練が忙しいからとエリザベートに構うことなく、しばらく放置してしまった。

　そのことに気付いたアウグストは、叫んだあと涙を流しながら縋すがり付つくエリザベートのことを強く抱きしめ返した。

「済まなかったな、エリー。私は絶対に勝つつもりだったから、エリーの気持ちに気付かなかった。許せ」

　そうして抱き合いながら許しを請うアウグストだったが、エリザベートが小声でポソッと言ったことが耳に留まった。

　少しの間困った顔をしていたアウグストだったが、やがて諦めたように息を吐き、エリザベートが来たときに開け放たれていたドアを閉め、そして……鍵をかけた。

　そんな兄とその婚約者の様子を、廊下の陰からこっそり見ていたメイは……。

「お、大人の情事ですう……」

　今回は、正しい意味でその言葉を使っていた。





　　　　◆






　旧帝都。

　今や魔人たちの拠点となり、人間からは『魔都』と呼ばれる、魔物と魔人が大量に跋ばつ扈こする都。

　その中心にある旧帝城に、魔人たちの首しゆ魁かいであるシュトロームがいる。

　魔都とその周辺にいる魔人や魔物を全て生み出したシュトロームは、非常に上機嫌な様子であった。

　なぜなら……。

「いよいよ明日ですねえ、ウォルフォード君たちとの決戦は」

　先日、魔都周辺にて勃発したシュトローム派閥の魔人と人間たちとの衝突。

　その際に自ら提案した魔人と人間との決戦。

　その期日が、明日に迫っていた。

　魔人側が勝てば、そのまま人間世界に攻め入り、人間界全てを滅ぼす。

　人間側が勝てば、世界に平和が戻る。

　そんな条件をシュトローム自らが提案し、無理矢理約束させていた。

　条件で言うならば、人間側に少し有利である。

　なぜなら、人間側はたとえここで負けても、勝算はごく低いがまだその時点で滅びるわけではない。

　しかし魔人側は、ここで負けること、それはそのまま魔人たちの滅亡を表す。

　一体でも尋常でない脅威になる魔人を、人間側が放置するはずがない。

　いかに個々の戦力差が大きいとはいえ、数は圧倒的に人間の方が多い。

　そんな少し分の悪い戦いを提案しておきながら、シュトロームはどこか楽し気であった。

　配下の魔人たちの中には、そんな若干不利な戦いの条件を自ら提示しながら、なぜか機嫌の良いシュトロームのことが理解できない者もいたが、シュトロームは自分たちの長であり恩人。

　その決定に従うまでと、特に疑問を口にするものはいなかった。

　それは、シュトロームの一番の側近であるゼストもそうだった。

　彼の行動原理は、全てシュトロームのため。

　その利益になるように今まで色々と働いていた。

　そんなゼストだったが、ここにきて気になることができていた。

　明日の作戦のことではない。

「シュトローム様、よろしいでしょうか？」

「なんですか？　ゼスト君。明日の戦いについて、なにか楽しい作戦でも？」

「いえ……そちらは全てシュトローム様に一任いたします。私どもは、全てシュトローム様のご意思の通りに動くまでです」

「そうですか。では、なんですか？」

「はい。その……」

「ん？」

「……ミリアさんはどうされるおつもりですか？」

　ミリア。

　シュトロームが帝国を本格的に攻め滅ぼす前から、シュトロームに付き従っていた女性。

　シンとの最初の遭遇で大怪我を負ったシュトロームを献身的に介護し、シュトロームの手によって魔人化したあとは帝国を滅ぼすために全力を注いできた忠ちゆう臣しんだ。

　そのミリアは、魔人の存亡を懸けた実験を身をもって行い、そして……。

　失敗した。

　それ以降、ミリアが皆の前に現れたことはない。

　シュトロームのことを特別な感情で見ていたミリアが、実験の失敗に責任を感じ、塞ぎ込んでしまったからだ。

　最初期からシュトロームに付き従っている同志であるミリアのことを気に掛けていたゼストは、ミリアの扱いをどうするのか尋ねたのだ。

　そして、その問いに対するシュトロームの答えは簡潔だった。

「好きにすればいいのでは？」

「え？」

「戦いに出るのも出ないのもミリアさんの自由でしょう。別に強制はしませんよ」

「……さようでございますか」

　聞きようによっては、実験に失敗して落ち込んでいるミリアを気遣っているようにも聞こえるが、ゼストはシュトロームの胸の内を正確に読み取った。

（やはり……シュトローム様は、ミリアさんに対して何らの感情も持ち合わせていないのだな）

　自分たちのような人工的な魔人とは違い、自ら魔人に至ったシュトロームがすでに人間的な感情を欠如させていることは十分理解している。

　部下を無む下げに扱ったとて、それはしょうがないことなのである。

　なのでゼストはシュトロームに対して不信感を持つことなどない。

（可哀想なことだな……）

　ミリアに対して同情するだけであった。

「フフフ、さあ、ウォルフォード君。今度はどんな魔法で私を驚かせてくれるのでしょう？」

　楽し気にそう言うシュトロームは、楽しみな行事を目の前にした子供のようであり、全てを諦めた世捨て人のようでもあった。





　　　　◆






　アールスハイド王城。

　明日に迫った魔人との決戦を前に、ディセウムは息子であるアウグストと親子の会話をしていた。

「いよいよ明日か……対策の方はどうなのだ？　アウグスト」

「私にできることは全てやりました。あとはアルティメット・マジシャンズの各メンバーがどのような対策を練ってくるかですが……私は特に心配はしていません」

　そう言い切るアウグストを見て、ディセウムはフッと笑みをこぼした。

「お前がそこまで言い切るとはな……やはりシン君と会って一番変わったのはお前だな、アウグスト」

「……そうでしょうか？」

「そうだとも。元々は世間知らずのシン君に世間の常識を教えるために提案した高等魔法学院への進学だったが、思わぬ相乗効果があったものだ」

　そう楽し気に笑うディセウムだったが、言われた方のアウグストは少し困ったような、照れたような様子を見せた。

　自分でもシンと出会う前とあととで、人との付き合い方が変わったことは理解している。

　しかし、それを実の親に指摘されるとか、恥ずかしいことこの上ない。

　なので、言われたことは自覚しているが、言葉にして言われると照れ臭くて仕方がなく、結果微妙な表情をしてしまったのだ。

　そんなアウグストは、なんとかして話題を変えようとし、結果そういう話題にピッタリの人物を見つけた。

「そのシンが、何やら切り札を考えているようです」

　アウグストのその言葉を聞いたディセウムは、アウグストに向けていた生温かい笑みを凍らせた。

　切り札。

　今でも十分異常なのに。

　シンが、切り札。

　硬直から復帰したディセウムは、落ち着くためにテーブルの上にある紅茶を飲む。

　手が震えているので、カチャカチャと音を立てながら。

　そして、紅茶を一口飲んだディセウムは、アウグストに尋ねた。

「シ、シン君が切り札を考えているって？」

「ええ。クロードの話では……」

　そこで言葉を区切るアウグスト。

　息を呑むディセウム。

　そして……。

「国が一つ、なくなるかもしれないと感じたそうです」

　その瞬間、ディセウムの周りから音が消えた。

　しばらく硬直したあと、ディセウムはもう一度尋ねた。

「え？　聞き間違えたかな？　街ではなく国と聞こえたんだが……」

「聞き間違いではありません、父上。国が、と言いました」

　そのアウグストの言葉に、ディセウムは額に手をあて深く息を吐いた。

「本当に……シン君に野心がなくて良かったなあ……」

　しみじみとそう語るディセウムに、アウグストが答える。

「まあ、シンなら今後も大丈夫でしょう」

　今後。

　つまり、アウグストはこの先も人類の歴史は続いていくと確信しているということだ。

　その言葉を聞いたディセウムは、今度は笑いながら紅茶を飲んだ。

「そうだな。今後も……な」

「ええ。今後も、です」

　アールスハイド王と王太子は、すでに決戦後の世界に目を向けていた。





〈つづく〉








あとがき






『賢けん者じやの孫まご』十巻をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

　外伝やスピンオフも合わせると十三冊目の出版となります。

　正直、一巻を書籍化する際にはこんなに続くとは夢にも思っていませんでした。

　しかも、小説の書籍化だけでなく漫画化もアニメ化も実現するとは……。

　本当に、自分は人に恵まれていると実感します。

　漫画を担当して頂いている緒お方がた先生は、この作品を本当に理解してくださっていて、オリジナルの話を挟んだときも自分とほぼ同じ解釈をし、話をさらに面白くして頂いています。

　本当にありがたいです。

　外伝の漫画を担当して頂いている清し水みず先生は、これが初めての連載ということなのですが、緒方先生ともまた違うタッチの漫画を描いてくださっています。

　色々と違いを生んでくれています。

　アニメを担当して頂いた田た村むら監督は、男の子はより格好よく、女の子はとにかく可愛く描くことに神経を注いだとおっしゃっていました。

　あと、小説とも漫画とも違う感じのコメディ要素を入れましょうと色々と提案をして頂きました。

　正直、二人で悪ノリしすぎてプロデューサーさんに咎められることも……。

　今回初めて男子のみの表紙を描いて頂いた菊きく池ち先生。

　菊池先生の描く女の子はとにかく可愛いのですが、男の子も格好いいです。

　自分的には先生の描くおじさんが好きなのですが、それを提案すると大抵却下されるので……。

　そして、漫画化やアニメ化に尽力してくださった担当編集Ｓ氏。

　その担当さんや編集部、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんの尽力がなければここまで続けることはできませんでした。

　当然、この本や漫画を手に取ってくださった読者様、アニメを視聴してくださった視聴者様、全ての人に感謝したいと思います。

　本当にありがとうございます。

　自分としては、『賢者の孫』はもっと続けていきたいと思っていますので、また次巻も手に取って頂けると嬉しいです。

　それでは、今後ともよろしくお願いいたします。


二○一九年　六月　吉よし岡おか　剛つよし
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